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 水は、私達の生命を維持していくうえで最も重要なものの一つであります。そして、水

道は安全な水を安定して供給することで、人々を安心して暮らせるようにします。 

この重要な水道を将来も変わらずに安定して供給ができるものとするために、老朽化し

た管路の更新や東海地震にも耐えうる耐震化に取り組む必要があります。しかし、これら

の施設整備には多額な費用が見込まれるため、中長期の財政計画が必要です。 

その計画は、坂祝町第５次総合計画を実施していくうえで、町財政との整合性を保たな

くてはなりません。町財政だけを考えて相当の設備投資を行い、安定した水道水を供給で

きることになっても、水道料金が跳ね上がってしまっては住民生活に支障が出ます。 

利用者の負担も適正な範囲で推移するような水道料金で運営しながら、水道事業が持続

できるようにするため、私達は「坂祝町水道ビジョン」を作成致しました。これは国の水

道ビジョンにも沿ったものです。 

 この水道ビジョンを作成するにあたって、貴重な意見をお寄せいただきました皆様並び

に関係機関各位の適切なご指導、ご助言に心から感謝申し上げます。 

今後は、町民の皆様のご理解と協力により、このビジョンの実現にむけて着実な事業推

進を行ってまいります。 

どうかよろしくお願いいたします。 

 

平成２４年１０月 

                       

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

                       坂祝町水道事業 

                         坂祝町長 南山 宗之 
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§１ 坂祝町水道ビジョン（本編） 



 

 

 

 

 

  坂祝町の水道事業は、昭和 32 年に簡易水道事業として創設し、同 34 年に給水を開始

しました。それ以来半世紀が過ぎようとしています。この間に水源の変更や増強及び人

口増加による拡張を行い、全町にわたって給水を可能としてきました。 

また、昭和 52 年 4 月からは県営可茂用水道事務所（現岐阜県東部広域水道事務所）に

よる木曽川右岸用水の供給を受け、上水道事業（以下「水道事業」という。）として新た

にスタートし、施設の拡張と普及率向上に努めてきました。 

近年では、国道 248 号バイパス開通に伴う黒岩北西部の整備を行い、これにより大型

店舗等の進出に対し水供給が賄われることとなりました。また、平成 22 年度には、国道

21 号沿いでありながら今まで未整備区域であった勝山南西部においても整備が進められ、

その結果、現在では住民のほとんどが水道水の利用ができるまでに普及（H23 年度末実

績 99.3％）しています。 

   水道事業は、安全な水を安定的にしかも低廉な料金で供給することが最大の使命です。

しかし、近年の水道事業をとりまく環境は、おいしい水に代表される様々なニーズへの対

応や、災害に強い水道、さらには環境にやさしい水道などが強く求められています。また、

景気の低迷や人口の減少による給水収益の伸び悩み及び減収が懸念されるなど、厳しい経

営環境も今後予想されます。 

  このようなことから一層の経営効率化が求められますが、厚生労働省においては、水

道の現状と将来見通しを分析評価し、水道関係者が共通の目標を持って的確に対応して

いくために、平成 16 年 6 月に「水道ビジョン」を策定し、5 つの長期的政策目標「安心」、

「安定」、「持続」、「環境」、「国際」を掲げました。 

     「安心」：すべての国民が安心しておいしく飲める水道水の供給 

     「安定」：いつでもどこでも安定的に生活用水の確保 

     「持続」：地域特性にあった運営基盤の強化、水道文化・技術の継承と発展 

          需要者ニーズを踏まえた給水サービスの充実 

     「環境」：環境保全への貢献 

     「国際」：我が国の経験の海外移転による国際貢献 

  また、平成 17 年 10 月には、「地域水道ビジョン作成の手引き」を取りまとめ、当手引

きを活用した「地域水道ビジョン」を作成することにより、今後求められる施策の着実

な実施を図るよう周知されました。 

  このような中、平成 22 年度に作成された「坂祝町第 5 次総合計画」では坂祝町の将来

像として『～みんなで描く 小さなまちの大きな夢・未来～ みどり・ゆとり・つなが

り きらり☆さかほぎ』を掲げ、住民誰もがまちづくりの担い手として、人と地域とふ

れあいながら、輝く夢や未来をつくりあげる坂祝町を目指すこととしています。 

第１章 水道ビジョン策定の趣旨 

１．１ 策定の趣旨
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｢坂祝町水道ビジョン｣は、坂祝町第 5 次総合計画に基づき、今後の水道事業の根幹を

成すべき計画として、安全な水を安定的に供給し健全な事業経営を行うため策定するも

のです。 

 

 

 

 現況の水道事業は、昭和 50 年 3 月に木曽川右岸用水供給事業（現岐阜東部広域上水道用

水供給事業）の供給を受け、計画給水人口 10,000 人、計画一日最大給水量 4,500ｍ３で事業

の認可を受けました。しかしながら、それ以来、給水人口や最大給水量が計画目標値に達

しなかったことにより、事業の見直しは行ってきませんでした。 

このようなことから当水道ビジョンは、今世紀中頃の水道事業のあるべき姿を見据えつ

つ、概ね 10 年後の水道事業の運営に関する方向性や施策目標を示します。合わせて、給水

量・給水人口等の予測、施設や管路の整備計画、災害及び環境対策、それに伴う事業計画、

財政計画を立案し、経営基盤の強化を図ります。 

 

 
図 1-2-1 水道事業計画の概要 
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１．２ 位置付けと計画期間
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１．位置・地形 

  坂祝町は、岐阜県の中南部、加茂郡の西南に位置し、東は美濃加茂市深田町及び太田

町に、北は同市加茂野町に、西は関市西田原および各務原市鵜沼宝積寺町に、南は天下

の奇勝日本ライン木曽川を挟んで可児市および愛知県犬山市に接しており、東西 4.9 キロ

メートル南北 4.3 キロメートル、面積 12.89 平方キロメートルの町です。 

  木曽川に沿って国道 21 号および JR 高山本線が町の南部を東西に貫いています。町の

中央部は郷部山丘陵が占め、これらを取り囲むように平野部が広がっています。西部に

は、城山などの急峻な山地が連なっています。 

 

 

 

 

 

 

第２章 坂祝町の概要と水道事業の沿革 

２．１ 坂祝町の概要

図 2-1-1  坂祝町の位置図 
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２．行政区域内人口の推移 

 坂祝町の過去 10 年間の行政区域内人口は、年々減少傾向を示し、平成 23 年度末には、

8,521 人となっています。 
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図 2-1-2 坂祝町行政区域内人口の推移 

資料：住民基本台帳（各年３月３１日現在） 

 

  年齢階層別人口を見ると、20歳から 44歳までの人口が多いように見受けられるが、そ

の多くが当町にある大小さまざまな工場等で働いている町外や外国人の人口が占めてい

ます。また、15 歳から 19歳人口の中には町内にある短期大学に在学中の学生が入ってい

るもので、実際の定住人口は子ども人口に比べて高齢者人口が多く、少子高齢化が進行し

ているものと考えられる。 
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図 2-1-3 階層別人口（平成 24 年 3 月末人口動態実績） 
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１．水道事業の沿革 

  坂祝町の水道事業は、簡易水道として昭和 34 年 4 月 1 日から給水が開始され、同年 7

月には水源位置を変更。昭和 39 年 6 月には第 3 水源を増設し、また、昭和 45 年 3 月に

は第 4，第 5 水源の増設と第 2 水源の廃止を行うとともに、合わせて計画給水人口を 5,000

人に、計画一日最大給水量を 750m3／日に拡張しました。 

  当町は、元来から帯水層が少なく地下水には恵まれない地区でありましたが、一方で

は人口の増加が激しく水道水の確保に苦慮していました。 

このような時期に岐阜県による木曽川右岸用水供給事業が発足したことにより、この供

給を受けることになり、昭和 50 年 3 月に計画給水人口 10,000 人、計画一日最大給水量

4,500m3／日、一人一日最大給水量 450ℓとした水道事業として新たにスタートし、昭和

52 年 4 月 1 日に給水を開始し現在に至っています。 

 

 

表 2-2-1 水道事業の沿革 

名  称 認可年月日 認可番号 

計           画 

備    考 
給水 

人口

（人） 

一人一日 

最大給水量

（ℓ/人/日） 

一日最大 

給水量  

（m3/日） 

第一次 

拡張事業 
S.34.07.17 

岐阜県指令 

34 薬第 597 号
4,900 150 735 

水源を取組野田から

大林に変更 

第二次 

拡張事業 
S.39.06.15 

岐阜県指令 

薬第 2549 号
4,900 150 735 第 3 水源増設 

第三次 

拡張事業 
S.45.03.31 

岐阜県指令 

薬第 688 号 
5,000 150 750 

第 2 水源廃止 

第 4,5 水源増設 

上水道事業

創設 
S.50.03.29 

岐阜県指令 

薬第 797 号 
10,000 450 4,500 

水源廃止   

木曽川右岸用水受水

２．２ 水道事業の沿革
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１．給水人口および給水普及率の状況 

  行政区域内人口に対する給水区域内人口、給水人口および給水普及率の推移を図 2-3-1

に示します。 

平成 23 年度末の給水区域内人口は 8,521 人、給水人口は 8,461 人です。行政区域内人

口の全体的な傾向としては、平成15年度の8,762人をピークに微減傾向となっています。

給水人口も行政区域内人口と同様に減少していますが、8,000 人台を維持しており大きな

減少となってはいません。 

また、給水普及率は一部地域において未整備区域があることから、平成 22 年度、23 年

度ともに 99.3％となっています。しかし、県内水道事業の平均普及率 95.6％（H22 年度

実績）および全国平均 94.5％（H22 年度実績）と比べると高い数値となっています。 

 

図  2-2-1  給水区域図 

２．３ 水道事業の状況
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２．給水量の状況 

  有収水量、一日平均給水量、一日最大給水量および有収率の推移を図 2-3-2 に、また、

一人当りの給水量および負荷率を図 2-3-3 に示します。 

  有収水量は 2,500ｍ3/日前後を、一日平均給水量は 2,600ｍ3/日前後を境に増減を繰り返

し、ほぼ横這い状態を示しています。一日最大給水量は、その年の気象状況等により左

右され増減はありますが、過去 10 年間では平成 14 年度の 3,331ｍ3/日を最大に、近年は

3,000ｍ3/日前後で推移しています。 

  また、有収率は平成 17 年度の 97.1％をピークに年々下降し、平成 23 年度では 92.1% 

となっています。 
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有
収

率
（
％

）

一日最大給水量
一日平均給水量
有収水量
有収率

 

- 7 -



 
 

  一人当りの給水量を見ると、一人一日最大給水量では、平成 14 年度の 386ℓをピーク

に減少し平成 23 年度では 359ℓ、一人一日平均給水量では、300～310ℓ程度を繰り返し平

成 23 年度では 312ℓとなっています。 
  負荷率は、一日平均給水量と一日最大給水量との比率であり、その年の気象条件等に

左右されますが、80～87％程度で推移しています。 
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図  2-3-3　 一人当り給水量の推移
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  また、有収水量の内訳は図 2-3-4 に示すように、生活用が全体の約 83％を占め、業務・

営業用は 9％程度、工場用は 5％程度、その他は 3％程度となっています。 

図　2-3-4　有収水量の内訳
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有効率は、常に全国平均の 91.4％を上回っており、漏水等の少ない良好な水道施設と

なっています。しかし、平成 19 年度を境に年々減少傾向にあります。 
 

有効率の推移 
 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 

有効率 96.2 96.7 96.7 98.1 97.6 97.3 94.5 95.3 92.7 93.0 
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※ 給水人口（人） 

    給水区域内に居住し、水道事業により給水サービスを受けている総人口 

※ 有収水量（m3／日） 

    料金徴集の対象となった水量及び他会計等から収入のあった水量の年間合計値

を、年間日数で除したもの 

  ※ 一日平均給水量（m3／日） 

    水道事業の各浄水場（配水池）出口から配水された水量等の年間合計値を、年間

日数で除したもの 

  ※ 一日最大給水量（m3／日） 

    年間の一日給水量の中で最大のもの 

  ※ 有収率 

    年間有収水量÷年間給水量×100 

  ※ 負荷率 

    一日平均給水量÷一日最大給水量×100 

 

３．施設の稼働状況 

施設の稼働能力に対する実績一日最大給水量の推移を図 2-3-5 に示します。 

施設能力は、岐阜東部上水道用水供給事業から浄水の供給を受けていることより、計

画一日最大給水量の 4,500m3／日としています。 

  稼働率は、施設能力と実績一日最大給水量との比率であり、70％前後で推移していま

す。 
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図 2-3-5　施設の稼働状況の推移

稼
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（
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）
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稼働率

４．用水供給の状況 

当町の水道事業は、岐阜東部上水道用水供給事業から浄水の供給を 100％受けており、

水源や浄水場は保有していません。
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昭和 52 年の用水供給を受けて以後、表 2-3-1 に示すように用水供給事業の水源渇水に

よる給水制限をたびたび受けてきましたが、配水池の貯留容量で調整し、住民への影響は

最小限にとどめています。 

また、水質については、表 2-3-2 に示すように水質基準に適合しています。 

 

表 2-3-1 過去の供給制限状況 

期     間 状    況 

昭和 61 年 10 月～昭和 62 年 3 月 最大で 20％の供給制限 

平成 4 年 9 月～10 月 最大で 0.5％の供給制限 

平成 5 年 6 月 最大で 10％の供給制限 

平成 6 年 6 月～11 月 最大で 35％の供給制限（延べ 158 日） 

平成 7 年 8 月～平成 8 年 3 月 最大で 25％の供給制限（延べ 178 日） 

平成 8 年 5 月～ 6 月、 8 月 最大で 10％の供給制限 

平成 9 年 9 月 最大で 0.5％の供給制限 

平成 13 年 5 月, 6 月,8 月～10 月 最大で 17％の供給制限 

平成 14 年 9 月 最大で 10％の供給制限 

平成 17 年 6 月 4 日～ 7 月 6 日 最大で 25％の供給制限（延べ 33 日） 

平成 20 年 8 月 12 日～ 9 月 1 日 最大で 10％の供給制限（延べ 21 日） 

 

５．水質の状況 

  水質は、全ての項目で水質基準に適合しています。 

表 2-3-2  水質検査結果書 

項 目 名 基準値 H21 年度 H22 年度 H23 年度 

一般細菌 100Cｎ/ｍℓ以下   0 ｎ/ｍ ℓ    0ｎ/ｍ ℓ    0ｎ/ｍ ℓ 

大腸菌 検出されないこと 陰性 陰性 陰性 

カドミウム及びその化合物 0.01mg/ℓ以下 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 

水銀及びその化合物 0.0005mg/ℓ以下 0.00005mg/ℓ未満 0.00005mg/ℓ未満 0.00005mg/ℓ未満

セレン及びその化合物 0.01mg/ℓ以下 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 

鉛及びその化合物 0.01mg/ℓ以下 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 

ヒ素及びその化合物 0.01mg/ℓ以下 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 

六価クロム化合物 0.05mg/ℓ以下 0.005mg/ℓ未満 0.005mg/ℓ未満 0.005mg/ℓ未満 

シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01mg/ℓ以下 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/ℓ以下 0.6mg/ℓ 0.6mg/ℓ 0.4mg/ℓ 
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項 目 名 基準値 H21 年度 H22 年度 H23 年度 

フッ素及びその化合物 0.8mg/ℓ以下 0.12mg/ℓ 0.12mg/ℓ 0.13mg/ℓ 

ホウ素及びその化合物 1mg/ℓ以下 0.02mg/ℓ未満 0.02mg/ℓ未満 0.02mg/ℓ未満 

四塩化炭素 0.002mg/ℓ以下 0.0002mg/ℓ未満 0.0002mg/ℓ未満 0.0002mg/ℓ未満 

1,4－ジオキサン 0.05mg/ℓ以下 0.005mg/ℓ未満 0.005mg/ℓ未満 0.005mg/ℓ未満 

1,1－ジクロロエチレン 0.02mg/ℓ以下 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04mg/ℓ以下 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 

ジクロロメタン 0.02mg/ℓ以下 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 

テトラクロロエチレン 0.01mg/ℓ以下 0.0005mg/ℓ未満 0.0005mg/ℓ未満 0.0005mg/ℓ未満 

トリクロロエチレン 0.03mg/ℓ以下 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 

ベンゼン 0.01mg/ℓ以下 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 

クロロ酢酸 0.02mg/ℓ以下 0.002mg/ℓ未満 0.002mg/ℓ未満 0.002mg/ℓ未満 

クロロホルム 0.06mg/ℓ以下 0.019mg/ℓ 0.014mg/ℓ 0.018mg/ℓ  

ジクロロ酢酸 0.04mg/ℓ以下 0.006mg/ℓ未満 0.004mg/ℓ 0.004mg/ℓ 

ジブロモクロロメタン 0.1mg/ℓ以下 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 

臭素酸 0.01mg/ℓ以下 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 

総トリハロメタン 0.1mg/ℓ以下 0.022mg/ℓ 0.016mg/ℓ 0.021mg/ℓ 

トリクロロ酢酸 0.2mg/ℓ以下 0.02mg/ℓ未満 0.02mg/ℓ未満 0.02mg/ℓ未満 

ブロモジクロロメタン 0.03mg/ℓ以下 0.003mg/ℓ 0.002mg/ℓ 0.003mg/ℓ 

ブロモホルム 0.09mg/ℓ以下 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 

ホルムアルデヒド 0.08mg/ℓ以下 0.008mg/ℓ未満 0.008mg/ℓ未満 0.008mg/ℓ未満 

亜鉛及びその化合物 1mg/ℓ以下 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 0.001mg/ℓ未満 

アルミニウム及びその化合物 0.2mg/ℓ以下 0.03mg/ℓ 0.03mg/ℓ 0.03mg/ℓ 

鉄及びその化合物 0.3mg/ℓ以下 0.03mg/ℓ未満 0.03mg/ℓ未満 0.03mg/ℓ未満 

銅及びその化合物 1mg/ℓ以下 0.01mg/ℓ未満 0.01mg/ℓ未満 0.01mg/ℓ未満 

ナトリウム及びその化合物 200mg/ℓ以下 3.4mg/ℓ 3.3mg/ℓ 4.0mg/ℓ 

マンガン及びその化合物 0.05mg/ℓ以下 0.005mg/ℓ未満 0.005mg/ℓ未満 0.005mg/ℓ未満 

塩化物イオン 200mg/ℓ以下 5.8mg/ℓ 5.1mg/ℓ 3.9mg/ℓ 

カルシウム・マグネシウム等（硬度） 300mg/ℓ以下 12mg/ℓ 10mg/ℓ 11mg/ℓ 

蒸発残留物 500mg/ℓ以下 44mg/ℓ 27mg/ℓ 34mg/ℓ 

陰イオン界面活性剤 0.2mg/ℓ以下 0.02mg/ℓ未満 0.02mg/ℓ未満 0.02mg/ℓ未満 

ジェオスミン 0.00001mg/ℓ以下 0.000003g/ℓ未満 0.000003g/ℓ未満 0.000003g/ℓ未満 
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項 目 名 基準値 H21 年度 H22 年度 H23 年度 

2-メチルイソボルネオール 0.00001mg/ℓ以下 0.000001mg/ℓ未満 0.000001mg/ℓ未満 0.000001mg/ℓ未満

非イオン界面活性剤 0.02mg/ℓ以下 0.005mg/ℓ未満 0.005mg/ℓ未満 0.005mg/ℓ未満 

フェノール類 0.005mg/ℓ以下 0.005mg/ℓ未満 0.005mg/ℓ未満 0.005mg/ℓ未満 

有機物（全有機炭素（TOC）の量） 5mg/ℓ以下 0.8m/ℓ未満 0.8mg/ℓ未満 0.8mg/ℓ未満 

ｐH 値 5.8～8.6 7.5 7.4 7.3 

味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 

臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 

色度 5 度以下 0.5 度未満 0.5 度未満 0.5 度未満 

濁度 2 度以下 0.1 度未満 0.1 度未満 0.1 度未満 

 

 

６．危機管理 

１）災害対策 

  坂祝町地域防災計画では、災害のため水道水の供給が不能になった場合等において、

平常状態に回復するまでの期間（震災時においては 7～15 日程度）で概ね一人一日 3ℓの

給水確保を目標としています。 

  給水箇所は、避難場所、炊き出し場所、診療所、社会福祉施設、断水地域とし、ポリ

容器・給水タンクによる運搬給水と臨時給水栓の設置等により行います。 

  現在、飲料水用耐震貯水槽（60m3）を 2 基、セーフティータワー（40m3）を 5 基、合

わせて 320m3 分の容量を保有しています。これは人口（約 8,700 人）に対して、約 12

日分（3ℓ／人）を確保していることになります。 

 

表 2-3-3 飲料水兼用耐震性貯水槽設置場所一覧表 

設 置 場 所 形      式 容 量 備     考 

坂祝小学校 飲料水兼用耐震性貯水槽 ６０ｍ３ H12.9 設置 

西館 飲料水兼用耐震性貯水槽 ６０ｍ３ H15.4 設置 

加茂山地区 耐震性飲料水備蓄タンク ４０ｍ３ H14.3 設置 

ふれあいセンター 耐震性飲料水備蓄タンク ４０ｍ３ H17.3 設置 

黒岩公民館 耐震性飲料水備蓄タンク ４０ｍ３ H17.3 設置 

東館 耐震性飲料水備蓄タンク ４０ｍ３ H18.9 設置 

大針公民館横 耐震性飲料水備蓄タンク ４０ｍ３ H20.3 設置 
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２）応急対策 

  地震時等のライフライン施設の応急対策については、坂祝町地域防災計画（地震対策

編）に基づき、要員の確保、被害状況調査、応急給水、応急復旧等について整備を図っ

ています。 

表 2-3-4  防災関係物資の備蓄・整備状況 

項  目 内   容 数 量 容  量 備  考 

車     両 広報用軽車両 ２台 ―  

給 水 容 器 

給水タンク １基 1,500ℓ  

〃 １基 1,000ℓ  

   〃 １基  500ℓ  

容器 ２０個   20ℓ  

そ  の  他 応急給水器具 １基   

 

表 2-3-5 応急復旧の目標期間 

期     間 応   急   内   容 必  要  量 

３日まで 給水拠点による給水 一人一日 3ℓ 

１０日まで 幹線付近の仮設による給水 一人一日 20ℓ 

２１日まで 支線上の仮設による給水 一人一日 100ℓ 

２８日まで 仮配管による各戸給水や供用栓 一人一日 250ℓ 
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P

低区配水池 V=1,300m3 

HWL= 123.00   LWL=118.00

高区配水池 V=800m3 

HWL=151.65    LWL=147.65

電気室 A=69.4m2

動力設備、計装設備 １式

滅菌・ポンプ・発電機室 A=27.3m2

滅菌設備 2式

送水ポンプ設備 φ80mm×1.2m3×18.5Kw×2台

自家発電設備 １式

動力設備、計装設備 １式

高区配水区域へ

低区配水区域へ

岐阜東部上水道用水受水

図 2-4-1 主要施設のフロー図

遮断弁

遮断弁

 

 

１．主用施設の状況 

当町の水道施設は、昭和 52 年に給水を開始して以来、30 年以上が経過しました。主な

施設は、低区配水池、高区配水池、送水ポンプ設備、中央監視設備となっています。 

 

表 2-4-1 主要施設の位置・規模・構造 

施設名 施設・設備 位　　　　　置 標　　高 数量 規　模　及　び　構　造 備考

配水池 坂祝町黒岩1302-4,1303-2,1304-4
HWL=123.00
LWL=118.00

１池
プレストレストコンクリート造り
V=1,300m3　D=18.2m、H=5.0m

滅菌・ポンプ室
発電機室

坂祝町   　　　　〃 GL=118.00 １室 コンクリートブロック造り　　A=27.3m2

滅菌設備 坂祝町   　　　　〃 GL=118.00 ２式
次亜塩素酸ナトリウム溶液注入
薬液槽　100Ｌ

送水ポンプ設備 坂祝町   　　　　〃 GL=118.00 ２台 φ80mm×1.2m3/min×50m×18.5ｋｗ

自家発電設備 坂祝町   　　　　〃 GL=118.00 １基 定格容量44KVA、定格電圧220V

動力設備 坂祝町   　　　　〃 GL=118.00 １式 動力盤

計装盤 坂祝町   　　　　〃 GL=118.00 １式 計装盤

配水池 坂祝町黒岩1310-2
HWL=151.65
LWL=147.65

２池
鉄筋コンクリート造り 　V=800m3
10.2m×10.2m×4.0m×2池

電気・配管室 坂祝町   　　　　〃 GL=152.55 １室
鉄筋コンクリート造り  A=69.4m2
3.4m×10.2m×2階建(地下式）

計装設備 坂祝町取組46-18 １式 計装設備

監視設備 坂祝町   　　　　〃 １式 監視設備

低区
配水池

高区
配水池

中央

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．４ 水道施設の状況
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２．配水池の容量 

一日最大給水量に対する配水池の貯留時間の推移を図 2-4-2 に示します。 

配水池の容量は、「水道施設設計指針 2000」より、一日最大給水量の 12 時間を確保す

ることを基準としています。 

当町の水道事業は、高区配水池と低区配水池を保有しそれぞれの容量は 800ｍ3、1,300

ｍ3となっています。 

配水池の貯留時間は、各年の実績水量により多少の変動はありますが、概ね 15 時間以

上を示しています。 
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図 2-4-2　一日最大給水量と配水池貯留時間
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３．配水管 

平成 23 年度末までの管路の総延長は、63,588ｍでその内訳は、送水管 270m(0.43%)、

配水管 63,318ｍ（99.57%）となっています。 

送水管は全て鋳鉄管ですが、配水管は鋳鉄管 28,940ｍ（45.51%）、鋼管 327ｍ（0.51%)、

石綿セメント管 62m(0.10%)、硬質塩化ビニル管 31,233ｍ（49.12%）、その他 2,756m

（4.33%）であり、管種のほとんどを鋳鉄管と硬質塩化ビニル管が占めています。 

 

表  2-4-2 管路延長表 

管　路

管　種 鋳鉄管 鋼管 石綿セメント管 その他 計 鋳鉄管 鋼管 石綿セメント管 硬質塩化ビニル管 その他 計

延長（ｍ） 270 0 0 0 270 28,940 327 62 31,233 2,756 63,318 63,588

占有率（％） 0.43 0.00 0.00 0.00 0.43 45.51 0.51 0.10 49.12 4.33 99.57 100.00

送水管
合計

配水管
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送水管（鋳鉄管）
0.43%

配水管（その他）
4.33%

配水管（鋼管）
0.51%石綿セメント管

0.10%

配水管
（硬質塩化ビニル

管）
49.12%

配水管（鋳鉄管）
45.51%

送水管（鋳鉄管）

配水管（鋳鉄管）

配水管（鋼管）

石綿セメント管

配水管（硬質塩化ビニル管）

配水管（その他）

図 2-4-3 管種別管路延長割合 

 

 

 

 

１．経営の状況 

  収益的収支の推移と収益的支出の内訳は図 2-5-1、2-5-2 のとおりです。 

平成 16 年度以降の総収入は 2 億円前後でほぼ横這い状態が続いていますが、維持管理

費（人件費、動力費、修繕費等）の減少などによる総費用の減少により、概ね黒字収支

となり経営は良好となっています。 

 

図 2-5-1　収益的収支の推移
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２．５ 水道事業経営の状況
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図 2-5-2　収益的支出の内訳
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  資本的収支の推移と内部留保資金、資本的支出の内訳は図 2-5-3、2-5-4 のとおりです。 

内部留保資金については、近年における黒字経営の継続と資本的支出の抑制により増

加しております。 

図 2-5-3　資本的収支の推移と内部留保資金
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 支出の内訳は、建設改良費と企業債償還金であり、1 千万円程度から 1 億円程度まで幅

広い範囲で推移しています。 

平成 19年度の支出のうちほぼ半分に当たる 4千 500万円は繰り上げ償還を含めた企業

債の償還によるものです。 

  また、建設改良費については、各年度の工事内容等により変動しますが、平成 18 年度

までは公共下水道事業の排水管布設工事に伴う配水管の布設替えを施工し、平成 19 年度

から平成 20 年度にかけては配水池の耐震工事を実施しました。 

平成 21 年度は低区配水池タンクの補修、国道 21 号（勝山南西地区）配水管新設に伴

う実施設計、平成 22 年度は国道 21 号へ約 800ｍの配水管新設工事を実施し、更に、平

成 23年度には黒岩地内における配水管布設替えや県送水管から当町配水管へ直結により

災害時等の給水を可能にする支援連絡管の設置を行いました。 
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図 2-5-4　資本的支出の内訳
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企業債の未償還金残高等については図 2-5-5 のとおりです。 

    近年は企業債の借入を行っておらず、未償還金は順調に減少しています。 

図 2-5-5　企業債借入金等の推移
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１．水道事業の現状分析 

※作成時点において、H23 の全国平均値は公表されていない為、H22 での比較となります。 

１）水道事業の概要 

表 3-1-1 水道事業の概要 

現在給水人口
行政区域内人口

一日平均有収水量
現在給水人口

説     　明

99.3 94.5

算       　 式
単
位

H21
年度

H22
年度

全国
平均
（H22)

ℓ

 ①給  水
   普及率

×100 ％ 98.9

284 284

生活用水の水道への依存度
を示す。高いほど公衆衛生
は良好。100％が理想。

項    　  目

304

事業規模形態を把握する。
業務用、工場用等の大口使
用者が多いほど大きい。

99.3

288

H23
年度

 ②平    均
   有収水量

×1000

【現状】 

☆ 給水普及率は、99.3％で全国平均と比較しても高水準であり、ほとんどの町民が水

道水の供給を受けています。 

☆ 平均有収水量は 284ℓで全国平均を下回っています。これは、有収水量の占める一般

家庭用水の割合が高いことが考えられます。 

【分析】 

☆  給水普及率については、平成 22 年度実施の国道 21 号（勝山地内）配水管布設部分

の給水開始による給水人口の増によるものです。 

☆ 平均有収量については、平成 23 年度においては黒岩地区に建設された大型スーパ

ーの開店や勝山地区の給水開始により増加したものと考えられます。 

２）施設の効率性 

表 3-1-2 施設の効率性 

一日平均配水量
一日配水能力

一日最大配水量
一日配水能力

一日平均配水量
一日最大配水量

年間総有収水量
年間総配水量

14.1 13.9 25.2

配水管1ｍ当りの配水量で施設
効率を見る。密集度や地形、
需要構造等の影響を受ける。

 ⑥配水管
   使用効率

年間総配水量
m3/m

導・送・配水管総延長
14.0

7.3 7.4 8.6

固定資産1万円当りの配水量
で施設効率を見る。大きい
ほど良い。

 ⑤固定資産
   使用効率

m3/万円
年間総配水量
有形固定資産

7.6

93.3 91.8 91.4

配水された水量のうち、料
金として徴集された水量の
割合。高いほど良い。

 ④有収率 ×100 ％ 92.1

86.6 87.1 87.7

施設が年間を通して有効に
利用されているかを見る。
高いほど有効的。

 ③負荷率 ×100 ％ 86.9

65.4 66.7 73.0

施設の利用、投資の適切性
を見る。高いほど良いが
100%近くでも良くない。

 ②最  大
   稼働率

×100 ％ 67.5

56.6 58.2 64.5

施設の利用が有効かつ適切
に行われているかを見る。
高いほど利用状況は良い。

 ①施  設
   利用率

×100 ％ 58.7

H21
年度

H22
年度

全国
平均
（H22)

説　　　　明項　　　目 算　　　　　式 単位
H23
年度

第 3 章 現状の分析と課題 

3. 1 水道事業の現状分析と課題
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【現状】 

☆ 施設利用率は 58.2％（H23:58.7%）、最大稼働率は 66.7％(H23:67.5%)でそれぞれ

全国平均を下回りますが、比較的有効に施設が利用されています。 

☆ 負荷率は、87.1％(H23:86.9%)と高く一年間の水需要変動は比較的小さく、効率よ

く利用している状況です。 

☆ 有収率は、91.8％(H23:92.1%)で年々減少していますが、全国平均をやや上回り、漏

水も少なく有効的に使用されています。 

☆ 固定資産使用効率は、7.4m3／万円(H23:7.6 m3／万円)で全国平均より下回りますが、

施設は効率的に利用されています。 

☆ 配水管使用効率は 13.9ｍ3／m(H23:14.0ｍ3／m)で全国平均を下回っていますが、

これは一人当りの需要水量が比較的低いこと、人家等の密集度が低いことによると

考えられます。 

 

【分析】 

☆ 施設利用率、最大稼働率は、先に述べたように大型スーパーの建設や国道 21 号へ 

の配水管布設による使用水の増量が考えられます。  

なお、負荷率については、その年の使用形態により左右されますが、変動も少なく

安定しています。 

☆ 有収率については、年々減少傾向にありましたが、平成 23 年度に数箇所の破損が

発見され、現在では回復傾向にあります。 

これは、接合部に接着剤を使用している硬質塩化ビニル管が、配水管の約半数を占

めていることも漏水の原因の一つとして考えられます。 

☆ 固定資産使用効率については、減価償却による固定資産の減額により年々増加して

いますが、これは近年大きな改修工事がなかったことが考えられます。また、配水

管効率を見ても大きな変動はなく安定していますが、全体的に大きな管路の延長が

なかったことが考えられます。 

 

３）用水供給、水質状況 

【現状】 

☆ 当町の水道施設は自己水源を持たず、岐阜東部上水道用水を 100％受水しています

が、過去にたびたび給水制限を受けてきました。（第２章 水道事業の状況：４．用

水供給の状況、５．水質の状況 参照） 

☆ 水質は全て水質基準に適合しています。しかし、フッ素及びその化合物、クロロホ

ルム、総トリハロメタン、アルミニウム及びその化合物がわずかではあるが検出さ

れています。（第２章 水道事業の状況：5 水質の状況 参照） 
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【分析】 

 ☆ フッ素は自然界に広く分布しており、クロロホルムは原水中の一部の有機物と消毒

剤である塩素の反応によるものです。 

 

４）危機管理の状況（災害対策） 

 【現状】 

☆ 災害時の緊急用水を確保するために、飲料水兼用耐震貯水槽 60ｍ3 を 2 基、40ｍ3

を 5 基備えています。これは災害時に一人一日 3ℓ必要とすると、町民の約 12 日分

に相当します。また、県の送水管には応急給水施設が１箇所設けられており、災害

時には、そこから応急給水器具により給水することができます。なお、平成 23 年

度には、県の送水管から町の配水管へ直接接続することにより、災害時等に飲料水

の確保ができる支援連絡管及びその施設の設置がされました。また、県において送

水管の二重化（バックアップ管）が整備計画として、現在進められています。 

（第２章 水道事業の状況：６．危機管理 参照） 

 

２．水道事業の課題 

 

☆ 公衆衛生に寄与するために水道水の給水普及率 100％を目指すことが必要です。 

☆ 現在 4,500ｍ3／日の配水能力を備えていますが、将来の水需要予測を踏まえて施設

の再検討を行い、より有効的な施設利用を図ることが必要です。 

 ☆ 緊急災害時や渇水時等の給水制限に備えて、近隣水道施設との連携及び予備水源の

必要性の検討をすることが必要です。 

 ☆ 岐阜東部上水道用水事業と連携した水質監視体制の強化を図ることが必要です。 

 ☆ 耐震貯水槽の使用がスムーズに行えるように、防災担当との連携により防災関連機

器の整備及び操作員の確保を行うことが必要です。 

 ☆ テロに備えたセキュリティーの充実の検討を行う必要があります。 
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１．施設の現状分析 

水道施設は、昭和 50 年の岐阜東部上水道用水の供給を受けて以来、30 年以上が経過

しました。主な施設は、低区配水池、高区配水池、送水ポンプ設備、中央監視設備とな

っていますが、施設の簡易診断結果は、以下のとおりです。 

 

表 3-2-1 施設の個別診断 

施設名 対象施設・設備

個 別 診 断 結 果 
施設 

評価 
備 考 機能 

状況 

管理 

状況 

老朽化

状況 

技術 

水準 

低区配水池 

消毒設備 100 94 100 100 94  

配水池 100 83 100 83 83  

送水ポンプ設備 100 80 75 83 75  

自家発電設備 95 90 50 100 50  

動力設備 83 100 83 83 83  

高区配水池 配水池 93 92 83 83 83  

中  央 
計装設備 83 71 83 83 71  

監視制御設備 100 71 83 83 71  
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図 3-2-1　施設の個別診断結果

 

評価基準 70～100 点 : 良、合格、満足、問題や支障がなく良好な状況 

   50～70 点 ： 部分的には問題があるが、正常運転、使用に際し、現状では支障

が出ていない状況、状態 

   49 点以下 ：不可、不合格、不満足、問題点が多い状況 

3. 2 施設の現状分析と課題
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【現状】 

☆ 消毒設備は、更新済で機能状態は良好です。 

☆ 低区配水池は、耐震化の工事を終了しています。 

☆ 送水ポンプ設備、動力設備は、不具合は発生しておらず概ね良好です。 

☆ 発電機設備は 20 年以上経過していますが、毎月定期点検による維持管理をしてお

り、特に不具合は生じていません。 

 ☆ 高区配水池は、耐震化の工事を終了しています。 

 ☆ 計装設備、監視制御設備は、特に不具合は発生しておらず概ね良好です。 

☆ ２つの配水池の容量は、一日最大給水量の 16.6 時間分を確保しています。これは「水

道施設設計指針 2000」の 12 時間分以上の基準を満たしています。 

☆ 管路における石綿セメント管の敷設替えは終了しています。（2.4 施設の状況より） 

☆ 配水管の管種は、鋳鉄管と硬質塩化ビニル管がほぼ半分ずつを占めています。（2.4

施設の状況より） 

【分析】 

☆ 低区配水池、高区配水池においての耐震診断や耐震工事は平成 19 年度に終えてお

ります。 

また、平成 20 年度に高区配水池の緊急遮断弁・地震計、電気制御盤等更新を行っ

たところです。 

  なお、施設の個別診断結果で自家用発電機の施設評価の数値が著しく低いのは、設

置後 20 年以上が経過していることが原因となります。 

 

２．施設の課題 

 ☆ 低区配水池の非常用発電設備は、定期点検による維持管理の実施をしており現在の

ところ問題はありませんが、将来的に部品の在庫不足や老朽化による不作動等が懸

念されます。 

 ☆ 配水池容量は全体で 12 時間分以上を保有していますが、高区配水池は容量 800m3

に対して使用水量は 400m3程度で 2 日分の滞留時間があり、低区配水池と調整を図

る必要があります。 

☆ 管路のほとんどが耐震管になっていないため、大地震等災害に備えた管路の耐震化

を検討する必要があります。 
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１．経営の現状分析 

  水道事業の経営状況を以下の指標に基づいて示します。 

１）収益性 

表 3-3-1 収益性を示す指標 

総収益
総費用

②経常収支 営業収益＋営業外収益

比率 営業費用＋営業外費用

③営業収支 営業収益-受託工事収益

比率 営業費用－受託工事費用

④累積欠損金 累積欠損金

比率 営業収益-受託工事収益

⑤不良債務 不良債務

比率 営業収益-受託工事収益

⑥自己資本

回転率

⑦総資本

回転率

⑧固定資産

回転率

⑨未収金

回転率

⑩総資本 経常損益

利益率
（期首負債総資本合計＋期末

負債総資本合計）/２

1.1

0.14
（期首固定資産＋期末固定資産）/２

0.0

0.30

0.12

0.15

8.30

1.7

営業収益-受託工事収益

0.8％

（期首未収金＋期末未収金）/２

×100

0.14

回 7.40 7.30
営業収益-受託工事収益

-0.1

7.8

回 0.14

0.28

0.12

回（（期首自己資本金＋期末剰余金）+
（期末自己資本金+期末剰余金））/２

営業収益-受託工事収益

営業収益-受託工事収益

0.28 0.18

回 0.12 0.12
（期首総資本合計＋期末総資本合計）/２

0.0 0.04

×100 ％

×100 ％ 0.0

0.9

109.9 106.9

105.4 109.5

0.0 2.8

106.5

106.5

0.0

×100 ％ 98.2

×100 ％ 99.3

①総収支比率

項目 算式
単
位

109.9 106.6

H23
年度

105.7

収益性を示す。数値が高い
ほど経営状態は良好。
100％以上は黒字決算。

×100 ％ 99.3

説明
H21
年度

H22
年度

全国
平均
(H22)

業務活動の能率効果を示
す。100％以上で高いほど
良好。

営業活動の能率を表す。
100％未満は営業損失を示
す。

健全な経営状態であるかを
把握する。少ないほど良
好。

経営状況を見る。不良債務
がある場合は、早急に解消
を図る必要がある。

投下された資本に対する利益
（損益）の割合を示す。数値
は大きいほど良好。

自己資本の運転率を示す。
数値が高いほど営業活動が
活発である。

総資本の稼働率を示す。数
値が高いほど営業活動が活
発である。

固定資産の稼働率を示す。
数値は大きいほど良好。

未収金の回収速度を示す。数
値は高いほど回収速度が良
好。

【現状】  

☆ 収支比率（総収支、経常収支、営業収支）は、全国平均とほぼ同等であり、収支は

良好な状態となっています。なお、平成 21 年度のみを除いて累積欠損金はありま

せん。また、不良債務もありません。 

☆ 自己資本、総資本等各回転率は、全国平均と同等、或いは上回っており比較的営業

活動は活発となっています。 

☆ 未収金については、その回転率より未収期間が短く、近年の徴収体制の強化により 

比較的早く回収できています。 

☆ 総資本利益率は、平成 21 年度に一時低迷していましたが、近年には全国平均を上

回り収益性は良好と言えます。 

3. 3 経営の現状分析と課題
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【分析】 

 ☆ 総収支比率、経常収支比率、営業収支比率においては、全体的に 100％をこえてお

り、全国平均とほぼ同等となっているのは、営業費用に対し他の資金に頼ることな

くことなく営業収益により運営がされているからです。 

なお、平成 21 年度におきましては、わずかですが累積欠損金や総資本利益率の低 

下を生じています。これは、世界的な不況により当町もその影響を受け、給水収益

が例年より減少したことや漏水による有収率の低下が原因と考えられます。 

 ☆ 自己資本金回転率については、年々増加していますが、大型スーパーの建設や勝山

地区の新規給水開始により営業収益が増額したことによるものです。 

 ☆ 未収金回転率が増加していますが、これは、未納者に対し給水停止や徴収体制を強

化したことによります。 

☆ 総資本利益率については、平成 21 年度は給水収益の減少に伴い経常損が発生しマ 

イナスとなりました。 

 

２）資産の状態 

 

表 3-3-2 資産の状態を示す指標 

建設改良のための
企業債償還元金
当年度減価償却費

有形固定資産減価償却累計額
償却対象有形固定資産の帳簿原価

当年度減価償却費
有形固定資産＋無形固定資産－土地－

建設仮勘定＋当年度減価償却費

項目 算式
単
位

H21
年度

H22
年度

①企業債償還
元金対減価償

却費比率
×100 ％ 4.3

②有形固定資
産減価償却率

×100 ％ 36.5 37.5

③当年度減価
償却率

×100 ％ 3.2 3.2

H23
年度

4.7

37.5

3.1

4.2

40.4
減価償却の進み具合や資産の
経過年数を見る。数値は高い
ほど償却が進んでいる。

3.5
平均償却率を示す。水道事
業は３％前後を示している
ものが多い。

全国
平均
(H22)

説明

61.3
投下資本の回収と再投資の
バランスを見る。数値は低
いほど良い。

【現状】 

☆ H19 年度に繰り上げ償還を行っており投資の健全性は良好です。 

☆ 有形固定資産減価償却率は全国平均より若干低い数値ですが、30％台であり年々償

却が進んでいます。 

☆ 当年度減価償却率は 3％台であり、比較的耐用年数の長いもので構成されているこ

とを示しています。 

 

【分析】 

☆ 現状で述べたように、水道事業は貯水施設、配水管等比較的耐用年数の長いもの 

  によって構成されており、企業債償還元金対減価償却率、有形固定資産減価償却の 

率が増加しているのは、年々減価償却が進んでいることを示します。 
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３）財務の状態 

表 3-3-3 財務の状態を示す指標

流動資産
流動負債

現金預金＋未収金
流動負債

③流動資産

　回転率

④自己資本 自己資本金＋剰余金

構成比率 負債・資本合計

⑤固定資産 固定資産

構成比率
固定資産＋流動資産＋繰延勘定

固定資産
固定負債＋資本金＋剰余金

固定資産
自己資本金＋剰余金

⑧固定負債 固定負債＋借入資本金

構成比率 負債・資本合計

4,050.0 13,561.9

4,034.4

90.4

84.4

全国
平均
(H22)

説明項目 算式
単
位

H23
年度

H21
年度

H22
年度

企業の短期支払能力（運転
資金）を示す。200％以上
が望まれる。

①流動比率 ×100 ％ 6,712.0

②当座比率 ×100 ％ 6,690.7

495.0

営業収益＋受託工事収益
（期首流動資産＋期末流動資産）/２

0.50

13,513.4 455.4
支払のため迅速に現金化され
る資産の多少を示す。大きい
ほど安定。100％以上が適当。

0.60 0.51 1.10
流動資産の利用度を示す。
数値は大きいほど良い。回

89.7

78.6 78.0 88.5
財産構成の適正化を示し、低
いほど良い。公営企業は施設
事業のため高いのが特徴。

×100 ％ 91.2

75.7

固定資産が自己資本と固定負
債の範囲で賄われているかを
示す。100％以下が望ましい。

⑥固定資産対
長期資本比率

％×100

70.4
総資本に対する自己資本の
割合を示す。高いほど安
定。50％以上が適当。

×100 ％

⑦固定比率 ％×100

27.3

81.2 81.1 90.679.3

事業の財産構成の適正化を
見る。数値は小さいほど経
営は安定している。

％×100 3.6

86.2 86.3

3.6

125.6
自己資本がどれだけ固定資産
に投下されているか資金弾力
性を見る。100％以下が適当。

4.1

 

【現状】 

☆ 流動比率と当座比率はその乖離も少なく、短期債務に対する支払い能力は良好とな

っています。また、流動資産の保有高についても良好です。 

 ☆ 流動資産回転率は、全国平均より低く利用度が低い数値となっています。 

☆ 自己資本構成比率は高く良好となっています。近年は企業債の発行を行っておらず、

自己資本の造成を図りながら、より柔軟な経営を行っています。 

 ☆ 固定資産対長期資本比率は 100％以下であり、当座比率も高いことから財務の安全

性は良好となっています。 

☆ 固定比率は 100％以下であり、固定資産への投資は自己資本の枠内におさまってい

ます。 

 ☆ 固定負債構成比率は全国平均を大きく下回っており、他の会計等への資本依存度が

低いことを示しています。 

  

【分析】 

 ☆ 流動比率、当座比率は全国平均を大きく上回っていますが、これは、殆どの支払い

を年度内に済ませており、未払い金も少なく、また、流動資産が多いことによりま

す。 
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☆ 流動資産回転率は、流動資産を運用する大きな破損等がなかったことによります。 

☆ 固定資産構成比率については、修繕引当金による固定負債の増加によるものです。 

  これは、大規模な修繕を必要とする破損等がなかったことによります。 

☆ 固定資産構成比率、固定比率、固定資産対長期資本比率が全国平均より大きく下回っ 

  ていますが、平成 19 年度に繰上償還をしており、その後、借入をしていないことに 

よります。また、年々減少しているのは、減価償却によるものです。 

 

４）生産性 

表 3-3-4 生産性を示す指標 

現在給水人口
損益勘定所属職員数

年間総有収水量
損益勘定所属職員数

給水収益
損益勘定所属職員数

職員給与費
営業収益－受託工事収益

職員数が適当であるかを見
る。数値は大きいほど良
い。

項目 算式
単
位

H21
年度

H22
年度

説明

①職員一人
当たり給水

人口
×100 人 4,231 4,232

91,041 69,829
職員１人当りの売上高を見
る。数値は大きいほど良
い。

②職員一人
当たり有収

水量
×100 千m3 438.5 438.6

④職員給与費対
営業収益比率

×100 ％ 7.1 7.2

労働生産性を見る。数値は
大きいほど良い。

③職員一人
当たり給水

収益
千円×100 90,452

営業収益に対する職員給与
費の割合を示す。

400.5

H23
年度

4,231

444.1

92,264

6.8 12.5

全国
平均
(H22)

3,610

【現状】 

☆ 職員一人当たりの給水人口は、平成 21 年度から職員数見直しにより 1 人減となり、

全国平均を上回っています。 

  ☆ 給水収益や営業収益比率では、より少ない職員で収益を上げており一人当たりの生

産性は良好となっています。 

【分析】 

  ☆ 全国平均を大きく上回っていますが、平成 21 年度から職員数見直しによるものです。 

 

５）料 金 

表 3-3-5 料金を示す指標 

供給単価
給水原価

2,037 2,037 1,547 １ヶ月１０ｍ
３
当りの一般

家庭水道料金を示す。
④１ヶ月１０ｍ

３

当たり家庭料金
円 2,037一か月10㎥当たり家庭用料金

104.3 103.6 97.8
供給単価と給水原価の関係
を示す。100％以上は健
全。

③料金回収率 ×100 ％ 95.8

208 208 174
有収水量1m３当りいくらで
販売しているかを示す。

②供給単価 円 206
給水収益

年間総有収水量

199 200 178
有収水量1m３当りいくら費
用がかかっているかを示
す。

①給水原価 円 215
年間総有収水量

経常費用－（受託工事費＋材料・
不要品売却原価+付帯事業費）

H22
年度

H23
年度

全国
平均
(H22)

説明項目 算式
単
位

H21
年度
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【現状】  

☆ 当町の水道事業は水源や浄水場を保有していないことより、給水原価や供給単価は

岐阜東部上水道用水供給事業の供給単価による影響が大きく、全国平均を上回って

います。 

 ☆ 料金回収率は、現在では 100％を上回っており、経営に必要な経費を料金で賄って

おり状況は良好です。 

 ☆ １ヶ月当りの料金は全国平均を上回っているが、これについても用水供給単価の影

響が大きいと言えます。 

【分析】 

  ☆ 給水単価、供給単価、10 ㎥当り家庭料金は全国平均を上回っていますが、これは、

当町には自己水が無いことにより水道水の供給を全て岐阜東部上水道用水供給事

業から受けていることによるコスト高によるものです。 

 

６）費 用 

表 3-3-6 費用を示す指標 

職員給与費
給水収益

企業債利息
給水収益

減価償却費
給水収益

支払利息＋企業債取扱諸費

負債＋借入資本金

H22
年度

H23
年度

全国
平均
(H22)

説明項目 算式
単
位

H21
年度

7.2 6.8 13.1
職員給与費が事業規模に対
して適切かを判断する。数
値は低いほど効率的。

①給水収益に
占める

職員給与費
×100 ％ 7.1

0.7 0.7 6.0
企業債発行額が事業規模に
対して適切か判断する。数
値は低いほど良い。

②給水収益に
占める

企業債利息
×100 ％ 0.7

22.5 21.4 24.9
資本投下に対する回収の程
度を見る。数値は低いほど
良い。

③給水収益に
占める

減価償却費
×100 ％ 22.4

1.9 1.6 2.7
外部利子の平均利率を示
す。

④利子負担率 ×100 ％ 2.0

 

【現状】  

☆ 給水収益に対する職員給与費、企業債利息、減価償却費は、低い数値で推移して

おり経営状態は良好であります。 

☆ 利子負担率は、近年企業債を借入しておりません。 

 

【分析】 

  ☆ 給水収益に占める職員給与費の減少は、職員の配置替えによるものです。 

☆ 給水収益に占める企業債利息、利子負担率については、平成 19 年度に繰上償還

をしており近年は借入をしておらず、償還が終わりに近づいていることによりま

す。 
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７）繰入金 

表 3-3-7 繰入金の状況を示した指標 

損益勘定繰入金
収益的収入

資本勘定繰入金
資本的収入

H22
年度

H23
年度

全国
平均
(H22)

説明項目 算式
単
位

H21
年度

0 0 1.8 繰入金の依存度を見る。
①繰入金比率
（収益的収入

分）

×100 ％ 0

0 0 13.0 繰入金の依存度を見る。
②繰入金比率
（資本的収入

分）

×100 ％ 0

【現状】 

☆ 損益勘定繰入金、資本勘定繰入金はありません。 

 

 

２．経営の課題 

 

 ☆ 収益性、資産状況、財務状況、生産性等については特に問題はなく、概ね良好とな

っています。しかし、今後の施設の更新や改良に向けた資金の確保を計画的に行う

必要があります。 

 ☆ 給水収益の増加が期待できない中、より一層のコスト縮減や管理の合理化を図る必

要があります。（第三者委託等の検討） 

 ☆ 専門職員が少なく、日々の対応に追われています。専門業務の外部委託や組織の再

編に取り組む必要があります。 

 ☆ 専門的な業務に対応するため、人材育成の必要があります。 

 ☆ 各種データ・図面等の電子化や、データベース化をより進める必要があります。 
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将来の水需要を予測するに当たって、その基本条件および計画給水人口・計画給水量の

算出根拠は以下のとおりである。 

 

１．基本条件 

（１） 目標年度 

 目標年度は、平成 34 年度とする。 

（２）使用データ 

 公営企業決算状況に用いる人口動態データを使用する。 

 （３）給水区域 

  坂祝町全域とする。 

 

２．計画給水人口 

 給水人口の算出は以下のフローに従って行う。 

スタート

過去10ヶ年決算統計人口

将来行政区域内人口

トレンドによる人口推計
①１次回帰式
②対数回帰式
③べき乗回帰式

給水区域外人口の推計
（未普及区域の解消）

給水普及率の目標値
（中間年度は直線補間）

将来給水人口

将来給水区域内人口

エンド

社会像による人口
・小規模開発（エコタウン）
・老人ホ－ム

図 3-4-1 計画給水人口算出フロー 

3. 4 水需要の見通し
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（１）行政区域内人口 

  １）行政区域内人口の推計 

行政区域内人口の推計は、平成 20 年度策定の上位計画である「坂祝都市計画」

から 3 年経過していることから、人口動態実績値による人口を用いて推計し、こ

の推計結果を採用します。 

 

表 3-4-1 行政区域内人口の推計結果 

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025

(H2年度) (H7年度) (H12年度) (H17年度) (H22年度) (H27年度) (H32年度) (H37年度)

実績人口 8,722 8,740 8,853 8,675 8,525

１次回帰式 8,410 8,263 8,119

対数回帰式 8,420 8,296 8,188

べき乗回帰式 8,539 8,507 8,485

年　　度

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 3-4-2 行政区域内人口の推計結果 

 

各種の推計結果より、べき乗回帰式が過去との相関が最も良いことから採用します。

よって、この水道計画における目標年度の平成 34 年度の行政区域内人口は推計値の

8,496 人とし、次に記してある「社会増人口」約 200 人を加えて 8,700 人としました。 

   

 

２）社会増人口の推計 

   ① エコタウン 

     坂祝町南西部、国道 21 号に隣接し 40 戸（84 人）の住宅開発が計画されており、

平成 24 年度から 10 戸／年程度を見込みました。 

 

8,100

8,300

8,500

8,700

8,900

H7年度 H12年度 H17年度 H22年度 H27年度 H32年度 H37年度

（年度）

（
人

）

実績人口 １次回帰式
対数回帰式 べき乗回帰式
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② 坂祝町介護有料老人ホーム 

   黒岩に建設中の老人ホームは、3 階の内 2・3 階が老人ホームであり、それぞれ収容

人員は 55 名で計 110 名が入居できます。 

平成 24 年 11 月に完成し半分の 55 名を、平成 25 年度には全部入居するものとしま 

した。また、全員が住民登録をすることを想定して見込みました。 

 

 

（２）計画給水人口 

  坂祝町水道事業は、町内全世帯に給水可能なことより行政区域内人口＝給水区域内人

口とします。また、計画給水人口は、給水普及率 100％として 

   給水区域内人口＝8,700 人としました。 

計画給水人口＝計画給水区域内人口×100％＝8,700 人としました。 

 

表 3-4-2 行政区域内人口および給水人口 

Ｈ14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

実績・推計値 8,752 8,762 8,753 8,675 8,702 8,711 8,640 8,552 8,525 8,521 8,564 8,555 8,547 8,539 8,532 8,525 8,518 8,512 8,507 8,501 8,496

社会増人口(ｴｺﾀｳﾝ) 21 42 63 84 84 84 84 84 84 84 84

社会増人口(老人ﾎｰﾑ) 55 110 110 110 110 110 110 110 110 110 110

行政区域内人口計 8,752 8,762 8,753 8,675 8,702 8,711 8,640 8,552 8,525 8,521 8,640 8,707 8,720 8,733 8,726 8,719 8,712 8,706 8,701 8,695 8,700

給水区域内人口 8,752 8,762 8,753 8,675 8,702 8,711 8,640 8,552 8,525 8,521 8,640 8,707 8,720 8,733 8,726 8,719 8,712 8,706 8,701 8,695 8,700

給水人口 8,639 8,590 8,662 8,587 8,613 8,622 8,556 8,461 8,463 8,461 8,585 8,656 8,675 8,693 8,691 8,689 8,688 8,687 8,687 8,686 8,700

給水普及率 98.7 98.0 99.0 99.0 99.0 99.0 99.0 98.9 99.3 99.3 99.4 99.4 99.5 99.5 99.6 99.7 99.7 99.8 99.8 99.9 100.0

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4-3 行政区域内人口および給水人口 

実績 推計 
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３．計画給水量 

給水量の算出は以下のフローに従って行う。 

注）・開発計画：国道２４８号バイパス開
通による大針、黒岩地区の開発計画
・黒岩地区に新築中の老人ホーム

スタート

実績生活用原単 実績工場用水実績業務・営業用 実績その他用水

計画生活用原単

計画業務・営業用計画生活用水 計画工場用水 計画その他用水

給水人口

有収水量

一日平均給水量

一日最大給水量

各種推計式各種推計式 各種推計式 各種推計式

有収率

負荷率

エンド

開発計画 開発計画

図 3-4-4 計画給水量算出フロー 

 

 （１）生活用水量 

  過去 10 ヶ年の生活用原単位の実績値を用いて時系列傾向分析（水道施設設計指針

2000 に記載の 5 式）により推計を行います。 

  生活用原単位の実績値はほぼ 240ℓ～250ℓ程度で推移し増加傾向は見られていない。

また、時系列傾向分析の結果においても一定の傾向線を見いだせないことより、実績最

大値の 251ℓを目標年度の生活用原単位とします。 

生活用水は以下のとおりとします。 

  生活用水（m3／日）＝給水人口（人）×原単位（ℓ／人／日） 
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表 3-4-3 生活用水の推計 

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

給水人口 8,639 8,590 8,662 8,587 8,613 8,622 8,556 8,461 8,463 8,461 8,585 8,656 8,675 8,693 8,691 8,689 8,688 8,687 8,687 8,686 8,700

生活用原単位 251 239 243 245 245 248 243 236 236 236 239 240 242 243 244 245 246 248 249 250 251

生活用水 2,168 2,052 2,101 2,105 2,112 2,139 2,078 1,994 1,994 1,999 2,054 2,081 2,096 2,111 2,121 2,131 2,141 2,151 2,161 2,172 2,184
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図 3-4-5 生活用水量の推計 

 

 

 （２）業務・営業用水量 

  ア・ 業務・営業用水は過去 10 ヶ年の実績値を用いて時系列傾向分析（水道施設設

計指針 2000 に記載の 5 式）により推計を行います。その結果は以下のとおりで

す。（時系列傾向分析：年平均増減数式採用） 

     また、今後の開発計画として、ホームセンター1 施設、スーパーマーケットの

1 施設を想定します。この他に 248 号バイパス沿いにはコンビニ、飲食店等の小

規模な商業施設の建設も予想されます。よって業務・営業用水量に加算する水量

を以下のとおりとします。 

     1 施設当たりの店舗の平均床面積を 8,000ｍ2と想定し、使用水量は 15ℓ／m２・

日とします。また小規模施設は 10m3／日程度を 10 店舗見込むものとします。 

開発水量＝8,000ｍ2×15ℓ／ｍ２・日÷1,000×2 店舗＋10m3／日×10 店舗 

     ＝340m3／日 

 

    ※店舗の使用水量 15ℓ／ｍ2・日は、「空気調和衛生工学便覧第 12 版 4 給排水衛

生設備設計編」空気調和・衛生工学会による。 

 

実績 推計 
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イ・老人ホームの新設 

  平成 24 年度に建設・開所されるこの施設には、デイケア、診療所があることか

ら 15 ㎥（受水槽の算定より）を見込むものとする。 

 

 

表 3-4-4 業務・営業用水の推計 

Ｈ14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

業務・営業用水 222 224 220 222 225 257 232 223 223 243 244 267 283 299 315 330 346 362 377 393 401

開発水量 100 150 150 200 200 250 250 300 340

老人ホーム 8 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15

計 222 224 220 222 225 257 232 223 223 243 252 282 398 464 480 545 561 627 642 708 756

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4-6 計画業務・営業用水量 

 

 （３）工場用水量 

  過去 10 ヶ年の工場用水の実績値を用いて時系列傾向分析（水道施設設計指針 2000 に

記載の 5 式）により推計を行います。その結果は以下のとおりです。（時系列傾向分析：

ロジスティック曲線式採用） 

  また、現在立案されている工場は１施設ですが、計画では従業者 100 人程度の工場を

3 施設見込むものとします。 

  開発水量＝(100 人×100ℓ／人・日×3 工場)／ 1000 

      ＝30m3／日 

 

 ※工場従業者の使用水量 100ℓ／人・日は、「空気調和衛生工学便覧第 12 版 4 給排水衛

生設備設計編」空気調和・衛生工学会による。 

実績 推計 
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表 3-4-5 工場用水の推計 

Ｈ14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

工場用水 84 123 124 123 126 121 125 120 120 121 130 131 131 132 132 132 133 133 133 134 134

開発水量 10 10 10 10 10 20 20 30

計 84 123 124 123 126 121 125 120 120 121 130 131 131 142 142 142 143 143 153 154 164

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 3-4-7 工場用水量の推計 

 

（４）その他用水量 

  過去 10 ヶ年のその他用水の実績値を用いて時系列傾向分析（水道施設設計指針 2000

に記載の 5 式）により推計を行う。 

 その他用水の実績値は平均 70m3 前後で推移し増加傾向は見られていない。また、時

系列傾向分析の結果においても一定の傾向線を見いだせないことより、実績最大値の

87m3を目標年度のその他用水とします。 

 

表 3-4-6 その他用水の推計 

Ｈ14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

その他用水 76 74 87 71 71 61 63 66 65 70 74 76 77 78 80 81 82 83 85 86 87

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               図 3-4-8 その他用水量の推計 

実績 推計 

実績 推計 
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（５）有収水量 

  有収水量は、生活用水量、業務・営業用水量、工場用水量、その他用水量の和により

算出します。  

表 3-4-7  有収水量の推計 

Ｈ14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

生活用水 2,168 2,052 2,101 2,105 2,112 2,139 2,078 1,994 1,994 1,999 2,054 2,081 2,096 2,111 2,121 2,131 2,141 2,151 2,161 2,172 2,184

業務・営業用水 222 224 220 222 225 257 232 223 223 243 252 282 398 464 480 545 561 627 642 708 756

工場用水 84 123 124 123 126 121 125 120 120 121 130 131 131 142 142 142 143 143 153 154 164

その他用水 76 74 87 71 71 61 63 66 65 70 74 76 77 78 80 81 82 83 85 86 87

有収水量 2,550 2,473 2,532 2,521 2,534 2,578 2,498 2,403 2,402 2,433 2,510 2,570 2,702 2,795 2,823 2,899 2,927 3,004 3,041 3,120 3,191

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4-9 有収水量の推計 

 

 

（６）有収率、有効率 

   厚生労働省では、「水道用水の有効利用の推進について」（平成 2 年 12 月 11 日通知：

水道実務六法 平成 11 年度版 通達編 第 7 章  第４節 漏水防止対策）の中で「現状

の有収率が 90％未満の事業にあっては、早急に 90％に達するよう漏水防止対策を進

めること。現状の有収率が 90％以上の事業にあっては、更に高い有収率の目標を設定

し、今後とも計画的な漏水防止対策に努めること。なおこの場合、95%程度の目標値

に設定することが望ましいものであること。」という指導を行っている。 

  当町の有収率は常に全国平均の 91.4％を上回っており、漏水等の少ない良好な水道

施設となっています。今後とも水資源の有効利用を図って行くこととし、実績最大値

（平成 17 年度）の有収率 97.1％、有効率 98.1％を目標値とします。 

各年度の有収率、有効率は以下のように設定します。 

 

実績 推計 
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表 3-4-8 有収率、有効率の推計 

Ｈ14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

有収率 95.3 95.7 94.7 97.1 96.6 96.4 93.6 93.3 91.8 92.1 92.6 93.0 93.5 93.9 94.4 94.8 95.3 95.7 96.2 96.6 97.1

有効率 96.2 96.7 96.7 98.1 97.6 97.3 94.5 95.3 92.7 93.0 93.6 94.0 94.5 94.9 95.4 95.8 96.3 96.7 97.2 97.6 98.1

 

（７）一日平均給水量 

表 3-4-9  一日平均給水量 

Ｈ14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

有収水量 2,550 2,473 2,532 2,521 2,534 2,578 2,498 2,403 2,402 2,433 2,510 2,570 2,702 2,795 2,823 2,899 2,927 3,004 3,041 3,120 3,191

有収率 95.3 95.7 94.7 97.1 96.6 96.4 93.6 93.3 91.8 92.1 92.6 93.0 93.5 93.9 94.4 94.8 95.3 95.7 96.2 96.6 97.1

一日平均給水量 2,676 2,584 2,646 2,596 2,623 2,674 2,669 2,548 2,617 2,642 2,711 2,763 2,890 2,977 2,989 3,058 3,071 3,139 3,161 3,230 3,286

 

  

（８）負荷率 

  負荷率は、施設の安全性を考慮して実績過去 15 年間の内最小値を採用します。     

（平成 11年度 77.2％） 

 

 （９）一日最大給水量 

  一日最大給水量は、一日平均給水量を負荷率で除して算出します。 

 

表 3-4-10  一日最大給水量の推計 

Ｈ14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

一日平均給水量 2,676 2,584 2,646 2,596 2,623 2,674 2,669 2,548 2,617 2,642 2,711 2,763 2,890 2,977 2,989 3,058 3,071 3,139 3,161 3,230 3,286

負荷率 80.3 84.7 82.7 80.1 86.5 86.5 85.9 86.6 87.1 86.9 77.2 77.2 77.2 77.2 77.2 77.2 77.2 77.2 77.2 77.2 77.2

一日最大給水量 3,331 3,051 3,200 3,240 3,033 3,092 3,107 2,943 3,003 3,039 3,512 3,579 3,744 3,856 3,872 3,961 3,978 4,066 4,095 4,184 4,256

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4-10 一日最大給水量の推計 

実績 推計 
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表 3-4-11 水需要の予測結果 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

（人） 8,707 8,720 8,733 8,726 8,719 8,712 8,706 8,701 8,695 8,700

（人） 8,707 8,720 8,733 8,726 8,719 8,712 8,706 8,701 8,695 8,700

（人） 8,656 8,675 8,693 8,691 8,689 8,688 8,687 8,687 8,686 8,700

（％） 99.4 99.5 99.5 99.6 99.7 99.7 99.8 99.8 99.9 100.0

（戸） 4,055 4,071 4,086 4,091 4,096 4,101 4,105 4,110 4,114 4,124

一人一日平均給水量 （ℓ/人/日） 240 242 243 244 245 246 248 249 250 251

一日平均給水量 （ｍ3/日） 2,081 2,096 2,111 2,121 2,131 2,141 2,151 2,161 2,172 2,184

業務・営業用 一日平均給水量 （ｍ3/日） 282 398 464 480 545 561 627 642 708 756

工場用 一日平均給水量 （ｍ3/日） 131 131 142 142 142 143 143 153 154 164

その他 一日平均給水量 （ｍ3/日） 76 77 78 80 81 82 83 85 86 87

（ｍ3/日） 2,570 2,702 2,795 2,823 2,899 2,927 3,004 3,041 3,120 3,191

（ｍ3/日） 27 29 30 29 31 30 31 31 32 33

（ｍ3/日） 2,597 2,731 2,825 2,852 2,930 2,957 3,035 3,072 3,152 3,224

（ｍ3/日） 166 159 152 137 128 114 104 89 78 62

（ｍ3/日） 2,763 2,890 2,977 2,989 3,058 3,071 3,139 3,161 3,230 3,286

（ℓ/人/日） 319 333 342 344 352 353 361 364 372 378

（ｍ3/日） 3,579 3,744 3,856 3,872 3,961 3,978 4,066 4,095 4,184 4,256

（ℓ/人/日） 413 432 444 446 456 458 468 471 482 494

（％） 93.0 93.5 93.9 94.4 94.8 95.3 95.7 96.2 96.6 97.1

（％） 94.0 94.5 94.9 95.4 95.8 96.3 96.7 97.2 97.6 98.1

（％） 77.2 77.2 77.2 77.2 77.2 77.2 77.2 77.2 77.2 77.2
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給 水 区 域 内 人 口

 よって、目標年度の平成 34 年度における計画給水人口は 8,700 人、計画一日最大給水

量は 4,256 m3／日≒4,300m3／日となります。 
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１．坂祝町水道事業の課題 

坂祝町水道事業の課題を、地域水道ビジョンの視点で整理を行います。 

図 3-5-1 地域水道ビジョンの視点による課題整理の概念図 

・水道事業の課題

・施設上の課題

・経営上の課題

・水需要の予測

坂祝町水道事業の課題 「地域水道ビジョン」の視点からの整理

① 安全な水、快適な水が供給されているか

② いつでも使えるように供給されているか

③ 将来も変わらず安定して事業運営ができるか

④ 環境への影響を低減しているか

 表 3-5-1 地域水道ビジョンに基づく坂祝町水道事業の課題 

地域水道ビジョンに基づく項目 坂祝町水道事業の課題 

①安全な水、快適な水が供給さ

れているか 

・水質基準に適合しているが、フッ素、アルミニウム、クロロホルム、

総トリハロメタンは１／１０程度検出されています。 

・用水供給を受けて以来、最大で３５％の給水制限をうけています。

②いつでも使えるように供給さ

れているか 

・給水普及率は９９．3％で町民が皆水道水となっていません。 

・管路延長の半分は硬質塩化ビニル管であり、破損事故の懸念があり

ます。 

・全ての管について耐震管の採用は行われていません。 

・用水供給を受けて以来、最大で３５％の給水制限をうけています。

・隣接市町との連絡管の整備は行っていません。 

・高区配水池の１日の使用量は、貯水容量 800 ㎥に対して 400 ㎥と

なっており有効的に利用されていません。 

③将来も変わらず安定して事業

運営ができるか 

・低区配水池の施設・設備の一部（自家発電設備）は老朽化していま

す。 

・担当職員の水道技術者としての専門的な教育が必要です。 

・将来の事業計画や資金計画は、立案がされていません。 

④環境への影響を低減している

か 

・建設廃材（アスファルト、土砂）等の副産物の再利用は、全面的に

行われていません。 

・自然エネルギーの導入は、検討を含めて行っていません。 
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  坂祝町水道事業は、安全・安定にして災害にも強い水道事業を目指し、施設の耐震化

や、緊急貯水槽の設置を行ってきました。しかしながら、基幹管路の耐震化や、昭和年

代に布設された硬質塩化ビニル管の更新は進んでいません。 

  一方、坂祝町の第 5 次総合計画では、町の将来像として『～みんなで描く 小さなま

ちの大きな夢・未来～ みどり・ゆとり・つながり きらり☆さかほぎ』としています。 

水は日常生活に欠くことのできないものです。 

水道事業の現状と町の将来像を踏まえて、坂祝町水道事業では、「安全な水を安定して

供給し安心信頼される水道」の構築を目指すことを基本理念とします。 

また、この理念を達成するために以下の５つの目標を掲げます。 

 

安
全
な
水
を
安
定
し
て
供
給
し

安
心
信
頼
さ
れ
る
水
道

１．安全で快適な水道

２．安定して健全な水道

３．災害に強い水道

４．持続可能な水道

５．環境にやさしい水道

 

図 4-1-1 基本理念と目標 

 

 

 

 

第４章 これからの水道事業計画 

４．１ 水道事業の基本方針
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 基本理念を達成するための５つの目標毎に、当面目指すべき具体的な施策を掲げます。 

１．安全で快適な水道 

配水管、給水管や貯水槽の管理に努め、岐阜東部広域水道事務所と連携した水質管

理の徹底を図るとともに、防犯システムの充実により安全で快適な水を確保します。 

安全で快適な水道

《 目 標 》 《 具 体 的 な 施 策 》

配水管、給水管の管理

貯水槽施設の管理

岐阜東部広域水道事務所と連携した水質管
理体制の強化

残留塩素濃度の適正管理

テロに備えたセキュリティーシステムの充実

 

２．安定して健全な水道 

施設の更新や改良を図るとともに、配水管路の整備や制御システム等を利用した管

理体制の充実により、水圧、水量の安定を図り、職員の専門技術の育成に努めます。 

安定して健全な水道

《 目 標 》 《 具 体 的 な 施 策 》

老朽化した機械電気設備の更新・改良

老朽管の更新・改良

監視制御システムの充実

職員研修等による専門技術の育成

 

 

 

４．２ 水道事業の目標
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３．災害に強い水道 

基幹管路の耐震化を図り、災害に強い水道を目指します。 

災害に強い水道

《 目 標 》 《 具 体 的 な 施 策 》

基幹管路の耐震化

近隣事業体との相互応援協定の締結

近隣事業体との連絡管整備によるバックアッ
プ体制の充実

耐震貯水槽の迅速な作動のための防災関連機器
及び操作員の整備

 

 

４．持続可能な水道 

必要な投資に対する適度な料金体系の見直しと経営の効率化を図り、将来にわたり

持続可能な水道構築を目指します。 

持続可能な水道

《 目 標 》 《 具 体 的 な 施 策 》

事業の一部委託やＩＴ化の推進による経営の
効率化

財政収支や料金体系見直しによる財政の安
定化

顧客サービスの向上
 

５．環境にやさしい水道 

より高い有収率の向上を目指し、漏水による無駄を軽減し、建設副産物の再利用を図

り、環境負荷の少ない水道を目指します。 
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環境にやさしい水道

《 目 標 》 《 具 体 的 な 施 策 》

有収率の向上（H23年度92.1％→H34年度97.1％）

建設副産物の有効利用の推進

 
 

 

   

目 標 の 達 成 に 向 け て 、 事 業 の 年 次 計 画 を 以 下 の と お り と し ま す 。

１．安全で快適な水道
配水管、給水管の管理

貯水槽施設の管理指導

水質管理体制の強化

残留塩素の適正管理

テロ等の危機管理の充実

２．安定して健全な水道
老朽設備の更新・改良

老朽管の更新・改良

監視制御システムの充実

技術者の育成

３．災害に強い水道
基幹管路の耐震化

相互応援協定の締結

バックアップ体制の充実

防災関連機器・操作員の整備

４．持続可能な水道
経営の効率化

財政の安定化

顧客サービスの向上

５．環境にやさしい水道
有収率の向上

建設副産物の有効利用

（H25～H34） （H35～H44） （H45以降）
目　標　・　施　策

中　期　計　画 長　期　計　画 将　来　計　画

 

４．３ 水道事業の年次計画
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将来の坂祝町水道事業は、「安全な水を安定して供給し安心信頼される水道」を基本理念

とし、これを達成するために５つの目標「安全で快適な水道」、「安定して健全な水道」、「災

害に強い水道」、「持続可能な水道」、「環境にやさしい水道」を掲げ、事業を推進していく

こととしました。 

 施設整備基本計画ではこれらを踏まえて、具体的な施策について検討します。 

 

 

 

１．給水区域  

  現在、坂祝町水道事業における給水区域は行政区域全域となっています。計画給水区

域は引き続き従来どおり坂祝町全域とします。 

   

２．計画期間、目標年度 

  「水道ビジョン」に掲げた目標の達成を目指し、当面の 10 ヶ年（H25 年度～H34 年

度）についての具体的な施策を掲げます。よって、坂祝町水道事業基本計画の目標年度

は平成 34 年度とします。 

 

３．計画人口及び計画給水量 

  計画人口、計画給水量は、第 5 章で検討したとおりエコタウン及び国道 248 号バイパ

ス沿いの開発、老人ホームの建設計画等による水量を見込み以下のとおりとします。 

 

表 5-1-1 計画人口及び計画給水量 

 H23 度 H34 年度 比率（％） 備  考 

行 政 区 域 内 人 口   （人） 8,521 8,700 102.1  

給 水 区 域 内 人 口   （人） 8,521 8,700 102.1  

給   水   人   口   （人） 8,461 8,700 102.8  

給  水  普  及  率   （％） 99.3 100.0 100.7  

一 日 平 均 給 水 量 （m3/日） 2,642 3,286 124.4  

一人一日平均給水量 （ℓ/日/人） 312 378 121.2  

一 日 最 大 給 水 量 （m3/日） 3,039 4,300 141.5  

一人一日最大給水量 （ℓ/日/人） 359 494 137.6  

有   収   率    (％) 92.1 97.1 105.4  

有      効     率       （％） 93.0 98.1 105.5  

 

第５章 基本計画 

５．１ 基本条件
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表 5-1-2 地区別給水人口、一日最大給水量    （単位：m3／日） 

生活用 業務営業用 工場用 その他 計

酒　倉 2,898 970 30 75 40 1,115

大　針 578 190 320 510

黒　岩 1,496 500 615 30 10 1,155

深　萱 528 180 40 20 240

勝　山 546 180 20 10 210

取　組 1,388 485 100 20 25 630

加茂山 1,266 430 10 440

計 8,700 2,935 1,085 165 115 4,300

計画一日最大給水量
大字名 計画人口

 

 

 

 基本理念や５つの目標の達成に向けて、次の施策を重点として施設の整備を図ることと

します。 

 

１．水道施設整備対策 

（１）開発計画による配水管路の見直し 

現在建設中の老人ホーム（黒岩地区）及び開発計画にあるエコタウン（取組地内）や、

今後、国道 248 号バイパス沿い（大針、黒岩地区）にスーパーマーケットやホームセ

ンターの大型商業施設、工場等開発の計画が想定されます。 

これに備えた配水管路の整備を行います。 

 

（２）老朽化施設、老朽管の更新 

配水管路の半分はビニル管が占め、今後老朽化による破損や地震災害時による漏水

の懸念が考えられます。これらの老朽化した設備の更新と有収率のさらなる向上を目

指して老朽管（ビニル管）の更新を行います。 

また、低区配水池の自家発電設備は設置後 20 年以上が経過していることから、破損

部品の在庫不足や不作動が考えられます。 

今後、定期点検を継続するとともに更新の検討を行います。 

 

（３）災害対策の充実 

低区配水池場内の配管及び配水池からの大動脈である基幹配管の耐震化の検討及び

整備をします。また、坂祝町水道事業は自己水源を保有しておらず、岐阜東部上水道用

水供給事業により浄水の供給を受けており、水源事故により用水の供給がストップした

場合や地震等の災害時の応急給水用として緊急貯水槽を整備してきました。 

５．２ 整備計画
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今後、近隣事業体（美濃加茂市、関市）と協議し、緊急連絡管による相互の水の融通

と配水池からの基幹管路の耐震化を行います。 

 

（４）既存施設の有効利用 

高区配水池は加茂山地区のみを配水対象としており、需要水量に対比して配水池容量

は大きく、利用効率の低い施設となっています。 

この高区配水池を有効的に利用するため、深萱、勝山方面へ新たに管路の布設を行い

ます。 

 

 

 

P

加茂山

大針

黒岩南

深萱

勝山北

池端

雲埋南

一色

茶屋

中組

黒岩北

雲埋北

低区配水池
V=1,300m3

高区配水池

送水ポン

勝山南
取組１ 取組２ 取組３ 取組４

国道２４８号線バイパス沿い開発計画

関 市 美濃加茂市

ビニル管（φ150～φ50mm） L=30,771m

 

図 5-2-1 水道施設現況概要図 
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P

加茂山

大針

黒岩南

深萱

勝山北

池端

雲埋南

一色

茶屋

中組

黒岩北

雲埋北

低区配水池

高区配水池

送水ポンプ

勝山南
取組１ 取組２ 取組３ 取組４

③基幹管路

①開発計画に
よる管路整備

④高区配水

②老朽管（ビニル管）

②老朽施設

③緊急連絡

③緊急連絡
管布設

図 5-2-2 水道施設改良計画概要図 

２．水道経営効率化対策 

（１）コスト縮減 

財政の健全化を一層強化するため、経費の節減や、コスト縮減を図ります。各事務作

業のコストを再点検するとともに、事務事業や施設の維持管理業務の広域連携について

検討を図ります。 

 

 （２）料金体系の見直し 

適度な投資に対する適度な収入を得るため料金体系の検討を図ります。なお、基本 

料金は受水費に充てることを基本とします。 

     

（３）情報システムの構築 

   事務の効率化・迅速化を図るため、現行システム（設備台帳、管路台帳含む）の見

直しを含めシステムの構築を図ります。 

 

（４）顧客サービスの向上 

   需要者の視点に立った水道を目指し、各種情報の提供（経営、水質等の情報の公開） 

  や広報・広聴活動によりニーズに対応した水道サービスを図ります。 
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１．全体概算事業費の算出 

重点施策に基づいた概算事業費は以下に示すとおりです。 

 

表 6-1-1 全体概算事業費一覧表 

番号 事業費（千円）

①

② 老朽施設更新

老朽管更新

国道２４８号線沿いの
開発による配水管

高区配水池の有効利
用

③ 災害対策
（緊急連絡管）

④

38,700
低区配水場非常用自家発電設備更新
低騒音型　44KVA　　　　　１式

61,900

24,400

21,900

項目 整備内容

大針地区配水管布設(バイパス等）
DIP(NS)　φ150mm  L=1,980m

黒岩地区配水管布設(バイパス）
DIP(NS)　φ150mm  L=780m

黒岩地区配水管布設
DIP(NS)　φ100mm  L=700m

15,600

643,800

低区配水場送水ポンプ設備更新
陸上用φ80mm×1.2m3/min×18.5kw×2台　１式

老朽管（ビニル管）更新
HPPE φ150mm～φ75mm　　L=31,000m

緊急連絡管新設（関市側）
DIP(NS)  φ100mm　　L=500m

12,500

緊急連絡管新設（美濃加茂市側）
DIP(NS)  φ150mm　　L=400m

18,200

31,100

10,400

高区配水管新設（配水池～深萱教員住宅前）
DIP(NS)　φ200mm  L=710m

減圧槽築造
SUS製　V=100m3　　　　　　１式

送水管更新（低区配水池～高区配水池）
DIP(NS)　φ100mm  L=250m

低区配水管更新（配水池～団地前）
DIP(NS)　φ150mm  L=700m

高区配水管更新（配水池～団地前）
DIP(NS)　φ150mm  L=1,050m

低区配水池場内配管更新
DIP(NS)　φ250mm ～φ100mm   １式

45,000

1,030,100

7,800

6,200

40,900

災害対策
（基幹管路耐震化）

設備台帳、管路台帳、料金・会計システム更新等情報システムの構築

総事業費

51,700

 

 

 

 

 

 

６．１ 事業概要及び概算事業費

第６章 事業計画 
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１．事業年次計画 

  事業の実施に当たっては、全体のレベルアップが図れるように検討期間を設け、優先

順位を考慮して整備を進めて行くことにします。 

  優先順位の考え方は次のとおりとします。 

表 6-2-1 優先順位 

優 先 順 位 検討及び整備期間 内    容 

Ａランク ５年以内 ・ 配水池場内管の耐震化 

・ 基幹管路の耐震化 

・ 老朽管（ビニル管）更新 

Ｂランク ５～１０年以内 ・ 開発による配水管整備 

・ 緊急連絡管の整備 

Ｃランク １０年以降 ・ 黒岩地区配水管新設（北部） 

・ 低区自家発電機の更新 

・ 送水ポンプ設備の更新 

・ 高区配水池の有効利用 

・ 新情報システムの構築 

 

表 6-2-2 年次計画 

番
号

項目 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35以降

老朽管更新

老朽施設
更新

③

災害対策
（連絡管）

災害対策
（基幹管

路）

④
高区配水
池の有効

利用

送水管布設替（低区～高区）
NSφ100　L=250m

大針地区配水管新設（ＢＰ等）
NSφ150  L=1,980m

送水ポンプ設備更新

φ80mm×1.2m
3
×18.5×2台

老朽管（ビニル管）更新
HPPEφ150～φ50
L=31,000m

緊急連絡管新設（美濃加茂
市）　　　ＮＳφ150　L=500m

事業内容

黒岩地区配水管新設（ＢＰ）
NSφ150　L=780m

黒岩地区(北部）配水管新設
NSφ100　Ｌ＝700ｍ

低区配水池自家発電機更新
44KAV

減圧槽築造
SUS製　　V=100m3

情報システム構築

①
開発による
配水管布

設

②

低区配水管布設替
NSφ250　L=700m

高区配水管布設替
NSφ200　L=1,050m

高区配水管新設   NSφ200
L=710m

緊急連絡管新設（関市）
ＮＳφ100　L=400m

低区配水池場内配管布設替
NSφ250～150　　1式

６．２ 事業の年次計画
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表 6-2-3 年度別事業費の算出と事業スケジュール 

 

番
号

項目 工種 事業量 事業費 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35以降

大針地区(BP
等)
DIP(NS) φ150

1,980 61,900 12,000 12,000 12,000 12,000 13,900

黒岩地区(BP)
DIP(NS) φ150

780m 24,400 5,000 5,000 5,000 5,000 4,400

黒岩地区
DIP(NS) φ100

700m 21,900 21,900

低区発電機 １式 38,700 38,700

送水ポンプ １式 15,600 15,600

老朽管更新
全域　　HPPE
φ150～φ50

31,000m 643,800 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000 443,800

美濃加茂市
DIP(NS) φ150

500m 18,200 3,600 3,600 3,600 3,600 3,800

関市
DIP(NS) φ100

400m 12,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500

送水管
DIP(NS) φ100

250m 7,800 1,800 1,500 1,500 1,500 1,500

低区配水池場内
NSφ250～150 1式 6,200 1,550 1,550 1,550 1,550

低区配水管
DIP(NS) φ250

700m 40,900 8,000 8,225 8,225 8,225 8,225

高区配水管
DIP(NS) φ200

1,050m 51,700 10,200 10,375 10,375 10,375 10,375

配水管布設
DIP(NS) φ200

710m 31,100 31,100

減圧槽築造
SUS V=100m3

100m3 10,400 10,400

1式 45,000 45,000

1,030,100 40,000 41,650 41,650 41,650 41,650 43,100 43,100 43,100 43,100 44,600 606,500計

③

高区配水
池の有効

利用
④

情報システム構築

老朽施設
更新

開発による
配水管布

設

②

①

災害対策
（連絡管）

災害対策
（基幹管

路）
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１．財政収支表            

6-3-1 財政の見通し 

１．営業収益 182,680 185,271 185,153 185,184 185,129 185,074 185,018 184,963 184,908 184,852 184,797 184,742 184,687

（１）給水収益 182,082 184,529 184,566 184,584 184,529 184,474 184,418 184,363 184,308 184,252 184,197 184,142 184,087

（２）受託工事収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（３）その他 598 742 587 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600

２．営業外収益 9,193 4,142 4,866 4,838 4,832 4,826 4,820 4,814 4,808 4,803 4,797 5,292 6,287

（１）受取利息及び配当金 522 220 314 308 302 296 290 284 278 273 267 262 257

（２）分担金 8,639 3,906 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 5,000 6,000

（３）その他 32 16 52 30 30 30 30 30 30 30 30 30 30

３．特別利益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計（Ａ） 191,873 189,413 190,019 190,022 189,961 189,900 189,838 189,777 189,716 189,655 189,594 190,034 190,974

１．営業費用 173,274 176,822 181,119 183,570 184,156 184,748 185,346 185,953 186,566 187,187 185,847 186,463 186,779

（１）職員給与費 13,367 12,544 12,732 12,923 13,117 13,314 13,513 13,716 13,922 14,131 14,343 14,558 14,776

（２）動力費 585 604 735 680 680 680 680 680 680 680 680 680 680

（３）委託費 6,076 7,245 7,425 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

（４）修繕費 8,931 8,424 7,687 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000

（５）薬品費 28 23 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40

（６）受水費 97,441 104,703 104,704 104,714 104,683 104,652 104,620 104,589 104,557 104,526 104,495 104,463 104,432

（７）受託工事費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（８）減価償却費 40,972 39,581 41,796 42,213 42,636 43,062 43,493 43,928 44,367 44,810 43,289 43,722 43,851

（９）その他 5,874 3,698 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

２．営業外費用 1,304 1,227 1,159 1,083 1,003 1,311 1,647 1,985 2,524 2,655 2,992 3,314 3,665

（１）支払利息 1,284 1,213 1,139 1,063 983 1,291 1,627 1,965 2,504 2,635 2,972 3,294 3,645

（２）その他 20 14 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20

３．特別損失 2 1,395 2,240 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計（Ｂ） 174,580 179,444 184,518 184,653 185,159 186,059 186,993 187,938 189,090 189,842 188,839 189,777 190,444

17,293 9,969 5,501 5,369 4,802 3,841 2,845 1,839 626 -187 755 257 530

292 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

１．企業債 0 0 0 0 21,000 21,100 21,500 21,600 22,900 22,900 25,300 25,700 27,000

２．分担金 42,500 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３．他会計負担金 2,340 1,968 2,340 2,340 2,340 2,340 2,340 2,340 2,340 2,340 2,340 2,340 2,340

４．出資金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

５．補助金 0 0 0 0 10,400 10,400 10,400 10,400 10,700 10,700 10,700 10,700 11,100

６．その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計（Ｅ） 44,840 1,968 2,340 2,340 33,740 33,840 34,240 34,340 35,940 35,940 38,340 38,740 40,440

１．建設改良費 47,779 14,987 7,700 42,457 44,107 44,107 44,107 44,107 45,557 45,557 45,557 45,557 47,057

２．企業債償還金 1,782 1,853 1,927 2,004 2,084 2,168 2,254 2,345 2,438 2,536 3,293 4,087 4,878

３．その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計（Ｆ） 49,561 16,840 9,627 44,461 46,191 46,275 46,361 46,452 47,995 48,093 48,850 49,644 51,935

-4,721 -14,872 -7,287 -42,121 -12,451 -12,435 -12,121 -12,112 -12,055 -12,153 -10,510 -10,904 -11,495 

１．当年度損益勘定留保資金 80 237 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20

２．当年度利益剰余金処分額等 4,641 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

３．その他 9,635 2,267 37,101 7,431 7,415 7,101 7,092 7,035 7,133 5,490 5,884 6,475

計（Ｉ） 4,721 14,872 7,287 42,121 12,451 12,435 12,121 12,112 12,055 12,153 10,510 10,904 11,495

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

31,080 29,227 27,301 25,297 44,214 63,147 82,394 100,654 122,113 141,823 163,161 184,096 205,506

資本的収入額が資本的支出額に不足する
額     （Ｆ）－（Ｅ）＝（Ｈ）

収
入

支
出

H34

収
入

支
出

年度
H30 H31 H32

H22
決算

H23
決算

H24 H25 H33H26 H27 H29

補填財源（資金）不足額（Ｈ）+（Ｉ）

補填財源過不足額累計

企業債借入金残高

H28

補
填
財
源
増
加

額

資
本
的
収
支

収
益
的
収
支

区分

収支差引（Ａ）－（Ｂ）＝（Ｃ）

繰越利益剰余金又は累積欠損金（Ｄ）

 

６．３ 財政の見通し
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  事業の推進にあたっては、施設の更新状況や老朽管の残延長などを定期的に確認する

ことが必要です。特に計画値と実績値に大きな乖離が懸念される場合には、その原因を

把握しておくことが重要となります。 

  進捗に合わせて事業の成果や効果を把握しておくことも重要であり、その手段として

水道事業ガイドラインの業務指標などを活用していきます。 

 

 

 

 

  水道料金は原価方式を原則として算出します。「安全な水を安定して供給し信頼される

水道」を構築するには投資が必要であり、そのための料金改定も必要になる場合があり

ます。投資に対する効果等を検討し、水道経営審議会（仮称）等の意見を聞いた上で決

定するプロセスを築き上げていきます。 

 

 

 

 

  「水道ビジョン」は今世紀中頃を、「基本計画」は１０年後の平成 34 年度を計画期間

としています。 

  しかしながら、計画の基本となる水量については、現時点で予想される要因（人口動

態、水使用動態、開発計画等）を考慮したものですが、今後の社会情勢によっては大き

く変化する可能性もあります。 

また、行政改革やさらなる経営の効率化など事業の進捗に影響を及ぼす様々な要因も

考えられ、計画途中での見直しは不可欠なものと予測されます。 

事業の見直しに際しては、ＰＤＣＡサイクルを活用することにより、計画の策定

（PLAN）、事業の推進（DO）、目標達成の確認（CHECK），改善（ACTION）を行いま

す。 

事業の推進に伴う問題点や有効性を確認しながら計画の推進や見直しを図っていきま

す。 

 

 

第７章 事業の推進にあたって 

７．１ 事業推進状況の確認

７．２ 水道料金について

７．３ ＰＤＣＡサイクルの活用
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ＰＤＣＡサイクル
《持続》

ＰＬＡＮ（計画の策定）
・ビジョン、目標の設定
・基本計画、施策の策定

ＤＯ（事業の推進）

・進捗状況の管理

ＡＣＴＩＯＮ（改善）

ＣＨＥＣＫ（目標達成の確認）

計画の実施

・事後評価
・顧客満足度の把握

成果の整理

・未達成目標の対処
・新たなニーズの把握

情報収集。開示
説明責任

事業への反映

 

図 7-3-1 事業推進のＰＤＣＡサイクル 
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§２ 坂祝町水道ビジョン（資料編） 



経営分析（経営指標）



坂祝町
給水人口別区分 5千人以上1万人未満
水源別区分 受水を主とするもの
有収水量密度別区分 全国平均未満のもの（全国平均値1.55千m3/ha)

全国平均
全国１，３２９事業体の平均値

類似団体
給水人口別区分 5千人以上1万人未満
水源別区分 受水を主とするもの
有収水量密度別区分 全国平均未満のもの（全国平均値1.55千m3/ha)
団体名 岐阜県富加町、愛知県音羽町、三重県木曽岬町など全国２６事業体の平均

近隣A市
給水人口別区分 5万人以上1０万人未満
水源別区分 受水を主とするもの
有収水量密度別区分 全国平均未満のもの（全国平均値1.55千m3/ha)
団体名 美濃加茂市

近隣B町
給水人口別区分 ５千人以上1万人未満
水源別区分 受水を主とするもの
有収水量密度別区分 全国平均未満のもの（全国平均値1.55千m3/ha)
団体名 富加町

近隣C町
給水人口別区分 １万人以上1.5万人未満
水源別区分 受水を主とするもの
有収水量密度別区分 全国平均未満のもの（全国平均値1.55千m3/ha)
団体名 川辺町

※作成時点において、当町以外のH23年度データはまだ公表されていない為、H22年度での比較となります。

　こうした観点から、坂祝町の水道事業の経営状況を把握するとともに、「地方公営企業年鑑」を用いて、類似団
体や近隣市町の水道事業体と比較・検討することにより、それぞれの問題点や特殊性を明らかにして、健全経営
を行っていくうえでの参考とするものであります。

　経営指標の構成は、①事業の概要を示す指標、②収益性を示す指標、③資産の状況を示す指標、④財務の状
況を示す指標、⑤施設の効率性を示す指標、⑥生産性を示す指標、⑦料金を示す指標、⑧費用を示す指標、⑨
繰入金の状況を示す指標の９項目に分類し、経営分析を行うものであります。
　この分析は、坂祝町水道事業における経営上の問題点を明らかにし、今後の具体的改善策の検討に資するも
のであります。

1．経営指標の目的
　水道事業の経営環境は、その置かれている歴史的、地理的条件により様々であり、健全経営のための基準を
一律に設定することは困難であります。しかしながら、個々の水道事業をいくつかの要素に分類し、類型化するこ
とにより、類似した経営環境の水道事業との比較が可能となり、自らの事業体の特徴、問題点を把握することがで
きます。

２．経営指標の構成

３．水道事業体の分類区分
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経営分析一覧表
経営分析の指標結果は、次のとおりである。

団体名

項目 H20年度 H21年度 22年度 23年度

(1) (%) 99.0 98.9 99.3 99.3 94.5 73.4 99.3 98.7 98.8

(2) (L) 292 284 284 288 304 295 288 285 246

(1) (%) 102.6 99.3 109.9 105.7 106.6 107.0 112.7 101.6 106.2

(2) (%) 102.6 99.3 109.9 106.5 106.9 107.3 111.6 104.8 106.2

(3) (%) 99.5 98.2 105.4 106.5 109.5 102.5 117.1 95.1 99.8

(4) (%) 0.00 0.90 0.00 0.00 2.80 10.87 0.00 3.30 30.70

(5) (%) 0.00 0.00 0.00 0.00 0.04 0.00 0.00 0.00 0.00

(6) （回） 0.30 0.28 0.28 0.30 0.18 0.11 0.09 0.21 0.10

(7) （回） 0.13 0.12 0.12 0.12 0.12 0.08 0.08 0.20 0.09

(8) （回） 0.15 0.14 0.14 0.15 0.14 0.10 0.09 0.23 0.10

(9) （回） 6.33 7.40 7.30 8.30 7.80 5.64 データなし データなし データなし

(10) (%) 0.7 -0.1 1.1 1.7 0.8 0.6 1.9 0.1 -0.7

(1) (%) 8.6 4.2 4.3 4.7 61.3 68.4 48.7 23.1 72.1

(2) (%) 34.8 36.5 37.5 37.5 40.4 32.8 データなし データなし データなし

(3) (%) 2.7 3.2 3.2 3.1 3.5 2.5 2.2 3.1 2.2

(1) (%) 10,182.5 4,050.0 13,561.9 6,712.0 495.0 1,440.7 730.9 1,463.7 2,360.0

(2) (%) 10,097.8 4,034.4 13,513.4 6,690.7 455.4 1,401.0 729.6 1,446.7 2,334.9

(3) （回） 0.72 0.60 0.51 0.50 1.10 0.59 0.38 2.67 2.94

(4) (%) 91.1 91.2 90.4 89.7 70.4 76.7 86.1 97.0 97.2

(5) (%) 82.8 78.6 78.0 75.7 88.5 85.6 89.3 84.0 78.0

(6) (%) 85.5 81.2 81.1 79.3 90.6 86.4 90.6 84.9 94.1

(7) (%) 90.9 86.2 86.3 84.4 125.6 111.6 103.6 86.6 96.6

(8) (%) 3.9 3.6 3.6 4.1 27.3 22.3 12.4 2.0 2.5

(1) (%) 59.3 56.6 58.2 58.7 64.5 55.0 74.3 45.9 49.3

(2) (%) 69.0 65.4 66.7 67.5 73.0 71.6 83.2 52.4 59.9

(3) (%) 85.9 86.6 87.1 86.9 87.7 76.7 89.4 87.5 82.4

(4) (%) 93.6 93.3 91.8 92.1 91.4 85.7 92.0 88.6 89.4

(5) （m3/万円） 7.5 7.3 7.4 7.6 8.6 4.9 4.5 13.4 5.3

(6) （m3/m） 14.8 14.1 13.9 14.0 25.2 11.0 11.2 12.2 9.3

(1) （人） 2,852 4,231 4,232 4,231 3,610 2,591 6,094 2,826 10,808

(2) （m3） 304,813 438,530 438,596 444,057 400,523 279,289 639,566 294,000 971,000

(3) （千円） 64,238 90,452 91,041 92,264 69,829 63,921 127,582 57,985 187,852

(4) (%) 9.0 7.1 7.2 6.8 12.5 10.7 6.4 11.9 5.2

(1) （円） 214 215 199 200 178 240 182 215 194

(2) （円） 211 206 208 208 174 225 200 197 192

(3) （％） 98.5 95.8 104.3 103.6 97.8 93.9 109.4 91.9 99.0

(4) （円） 2,037 2,037 2,037 2,037 1,547 1,909 1,837 2,037 2,000

(1) （％） 9.0 7.1 7.2 6.8 13.1 10.9 6.4 11.9 5.2

(2) （％） 0.8 0.7 0.7 0.7 6.0 7.0 4.8 0.9 0.1

(3) （％） 18.6 22.4 22.5 21.4 24.9 25.7 21.8 14.0 24.1

(4) （％） 2.5 2.0 1.9 1.6 2.7 2.6 2.4 5.8 0.1

(1) （％） 0.0 0.0 0.0 0.0 1.8 9.3 データなし データなし データなし

(2) （％） 0.0 0.0 0.0 0.0 13.0 17.4 データなし データなし データなし

最大稼働率

自己資本構成比率

流動資産回転率

当年度減価償却率

固定比率

４．財務の状態を示す指標

固定資産対長期資本比率

固定資産構成比率

固定負債構成比率

近隣A市
（H22実績)

近隣B町
（H22実績)

当座比率

自己資本回転率

累積欠損金比率

固定資産回転率

有形固定資産減価償却率

配水管使用効率

流動比率

総資本回転率

施設利用率

３．資産の状態を示す指標

近隣C町
（H22実績)

２．収益性を示す指標

全国平均
（H22実績)

類型団体
（H22実績)

坂祝町

１．事業の概要を示す指標

職員一人当たり有収水量

繰入金比率（資本的収入分）

利子負担率

職員一人当たり給水人口

給水原価

９．繰入金の状況を示す指標

給水収益に占める企業債利息

給水収益に占める減価償却費

供給単価

料金回収率

１ヶ月１０m3当たり家庭料金

給水収益に占める職員給与費

８．費用を示す指標

６．生産性を示す指標

職員一人当たり給水収益

未収金回転率

総資本利益率

企業債償還元金対減価償却比率

不良債務比率

普及率

平均有収水量

経常収支比率

営業収支比率

繰入金比率（収益的収入分）

職員給与費対営業収益比率

７．料金を示す指標

固定資産使用効率

総収支比率

負荷率

有収率

５．施設の効率性を示す指標
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経営指標

１．事業の概要を示す指標

出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

平均有収水量は、２８４Lで全国平均や、５千人～１万人規模水道と比較して若干低い水準にあり、有収水量に占める家庭用の割
合も高く、又、この水量が近年減少傾向にあることが一つの要因と考えられます。引き続き水需要や給水収益の状況を注視してい
く必要があります。

H20年度

292

H22年度

284 288

99.3

H21年度

指標の見方
　給水人口規模の大きい事業が概ね高くなる傾向を示します。これは、業務用等の大口使用者の影響により有収水量が多くなって
いるものと考えられます。また、近年は、節水型機器の普及により都市部を中心に平均有収水量は減少傾向にあります。

284

H23年度
一日平均有収水量

×１、０００　　　（L)
現在給水人口

普及率

当該団体考察

（１）

平均有収水量

（２）

指標の見方

当該団体考察

H23年度

99.3

　給水人口規模の大きい事業においては、都市部の占める割合が比較的高いため、普及率も高くなる傾向がある。一方、給水人
口の小さい事業においては、農山漁村地域等の占める割合が高く、また、自家井戸水等に依存する人口が多いことにより、水道の
普及率が低くなっているものと考えられます。

平成２２年度には勝山地区において本管整備を行い、普及率は平均９９．３％になり全国平均と比較しても高水準で、ほとんどの町
民が水道水の供給を受けている状況です。今後は、普及率１００％を目指し、必要な対策を講じていくことが望まれます。

H20年度

99.0

現在給水人口
行政区域内人口

×１００　　　（％）

H21年度 H22年度

98.9

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
99.0 98.9 99.3 99.3 

94.5 

73.4 

99.3 98.7 98.8 

200

250

300

350

292 
284 284 288 

304 

295 
288 285 

246 
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２．収益性を示す指標

出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

　収支比率は、収益性を見る際の最も代表的な指標です。総費用が総収益によってどの程度賄われているかを示す指標です。
従って、この比率が高いほど利益率が高いことを表し、逆に１００％未満であることは、損失が生じていることを意味します。これに
よって、経営が安定しているか否かを判断することがでます。

総収支比率は殆どの年が１００％を上回っており、収支は良好といえます。

H22年度
総収益

×１００　　　　（％）
総費用

105.7102.6 109.999.3

H23年度

　通常の営業活動に必要な経常費用が経常収益によってどの程度賄われているかを示す指標です。従って、この比率が高いほど
経常利益率が高いことを表し、逆に１００％未満であることは、経常損失が生じていることを意味します。これによって、経営が安定
しているか否かを判断することができます。

H20年度 H21年度

H23年度

106.5

H21年度

経常収支比率は一時低迷した時期もありましたが、殆どの年が1００％を上回っており収支は比較的良好といえます。

H22年度

102.6 99.3 109.9

×１００　　　　（％）

H20年度
営業収益＋営業外収益

営業費用＋営業外費用

（２）

経常収支比率

指標の見方

当該団体考察

当該団体考察

指標の見方

総収支比率

（１）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0
102.6 99.3 

109.9 
106.5 106.9 107.3 111.6 

104.8 106.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0 102.6 99.3 
109.9 

105.7 106.6 107.0 112.7 
101.6 106.2 
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出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

営業費用－受託工事費用

指標の見方

経常収益と同様に一時低迷さた時期もありましたが、H２２以降は１００％を上回っており、営業利益率が徐々に良くなってきたことを
示しています。

H23年度

106.5

営業収益－受託工事収益

98.2

×１００　　　　（％）

105.4

当該団体考察

H20年度

　収益性を見るための指標のひとつで、営業費用が営業収益によってどの程度賄われているかを示すものです。従って、この比率
が高いほど営業利益率が良いことを表し、逆に１００％未満であることは、営業損失が生じていることを意味します。

H21年度 H22年度

H22年度

99.5

過去には平成21年度のみに累積欠損が発生しましたが、他の年には累積欠損金が発生しておらず全体的に健全な経営状態にあ
るといえます。

0.00.0 0.9

H21年度

×１００　　　　（％）

H20年度

　事業体の経営状況が健全な状態にあるかどうかを累積欠損金の有無により把握しようとするもので、営業収益に対する累積欠損
金の割合をいいます。

累積欠損金

0.0
累積欠損金比率

営業収支比率

（３）

営業収益－受託工事収益

指標の見方

（４）

当該団体考察

H23年度

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0
99.5 98.2 

105.4 106.5 109.5 
102.5 

117.1 
95.1 

99.8 

0.00
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0.00 0.90 0.00 0.00 
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0.00 
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出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

H22年度

0.28

H23年度

0.0

H23年度H20年度

H20年度

0.30

　自己資本に対する営業収益の割合で、期間中に自己資本の何倍の営業収益があったかを示すものです。この比率が高いほど投
下資本に比して営業活動が活発であることを意味します。ただし、自己資本が少なければ自己資本回転率は高くなるので、水道事
業のように多額の借入金があるものについては、自己資本構成比率を考慮に入れるとともに、総資本回転率も合わせて分析するこ
とが適当です。

H21年度

H21年度

　不良債務の有無と営業収益との対応関係から事業体の経営状態を見るもので、不良債務が生じている場合には、早急に経営健
全化に取り組み、その解消を図る必要があります。

不良債務が発生しておらず健全な経営状態にあるといえます。

H22年度

（回）自己資本
回転率

（６）

自己資本回転率は全国平均や類似団体等よりも高く、営業活動が活発に行われてます。

指標の見方

指標の見方

当該団体考察

0.0

当該団体考察

不良債務

期首自己資本＋期末自己資本

×１００　　　　（％）

0.0 0.0
営業収益－受託工事収益

営業収益－受託工事収益

不良債務比率

（５）

0.30 0.282
（注：自己資本＝自己資本金＋剰余金）
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出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

固定資産回転率は平均０．１４％で、全国平均と同数値で類似団体を上回っています。これは、用水供給事業により、取水施設や
浄水施設を有しないことが一つの要因です。

H20年度

0.14

H21年度

（回）
0.14

0.12

H23年度

0.150.15

2 0.120.12

　総資本に対する営業収益の割合で、期間中に総資本の何倍の営業収益があったかを示すものです。

総資本回転率は、全国平均と同等で類似団体を上回り営業活動が活発に行われていることを示しています。

指標の見方

当該団体考察

　固定資産に対する営業収益の割合で、期間中に固定資産の何倍の営業収益があったかを示すものです。水道事業は施設型の
事業であることから、固定資産回転率は重要な指標で、回転率が高い場合は施設が有効に稼働していることを示し、一方、低い場
合は一般的に過大投資になっていることが考えられます。未稼働資産の大きい団体では未稼働資産分について考慮する必要があ
ります。

2

営業収益－受託工事収益

0.13

（７）

総資本回転率
期首総資本＋期末総資本

当該団体考察

H20年度 H21年度

（回）

H23年度

（８）

固定資産回転率

指標の見方

H22年度

H22年度
営業収益－受託工事収益

期首固定資産＋期末固定資産
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出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

H22年度

　経営する側から総資本（負債・資本合計）の収益性を見るもので、事業の経常的な収益力を総合的に表す指標です。この指標が
高いほど総合的な収益が高いことになり、また、当年度経常損益を当年度純損益に置き換えることで、総資本に対する当年度処分
可能利益がどれだけ生じたかを分析することもできるが、この場合、特別損益の大きさにより差異が生じることに留意する必要があ
ります。

総資本利益率は一時低迷をしていますが、平均的には全国平均や類似団体を上回っていることから、収益が高いことがいえます。

H20年度

H23年度

H23年度

2

H20年度

1.7

未収金回転率は７．３０回で、全国平均とほぼ同等となり良好です。

H21年度 H22年度

7.40 8.30

営業収益－受託工事収益

7.30

0.7

指標の見方

×１００（％）

6.33

1.1-0.1
期首総資本＋期末総資本

総資本利益率

当年度経常損益

期首未収金＋期末未収金

（１０）

2

当該団体考察

当該団体考察

指標の見方

（回）

　民間企業における受取勘定回転率で、未収金に対する営業収益の割合を表します。一般的にこの率が高いほど未収期間が短
く、早く回収されることを表しています。水道事業の場合、メータ検針期間の長短による調定日と料金の納期限との関係及び料金滞
納者の多少によって未収金の額が影響を受けること等の事情があり、未収金回転率が低いことが、即、経営状態が悪いことを示す
ことにはならないが、年度毎の推移を見ることにより収益の回収が好転しているのか否かについての判断材料となります。

（９）

未収金回転率

H21年度
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３．資産の状態を示す指標

出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

H23年度

4.7

H23年度

37.5

　投下資本の回収と再投資との間のバランスを見る指標で、一般的にこの比率が１００％を超えると再投資を行うにあたって企業債
等の外部資金に頼らざるを得なくなり、投資の健全性は損なわれることになります。みなし償却を行っている場合は、この比率は必
然的に高くなります。

企業債償還元金対減価償却費比率は、全国平均や類似団体よりも大きく下回っており、投資の健全性は良好といえます。

34.8

×１００　　　　（％）

H22年度

×１００　　　　（％）

H20年度

　償却資産における減価償却済みの部分の割合を示す比率で、減価償却の進み具合や資産の経過年数を知ることができます。当比率の
向上は相対的に資本費（減価償却費）の減少を意味すしますが、同時に施設の老朽化の度合いを示していることから、修繕費の発生や生
産能力の低下を知らせるもので、償却資産の減価償却の進み具合を分析することによって、将来の施設更新の必要性や今後の修繕費の
発生見込みを推測し、以後の設備投資計画を立てる際の参考とすることができます。給水人口規模の大きい事業が高くなる傾向を示してい
ます。

有形固定資産
減価償却累計額

8.6

H21年度 H22年度

有形固定資産減価償却率は、３７．５％で全国平均を若干下回っていますが、類似団体を上回っており、平均的な水準といえます。
近年上昇傾向にあるが、供用開始時や拡張時に整備した資産が更新時期を迎えていることが考えられる事から、計画に基づく確
実な更新が望まれます。

指標の見方

当該団体考察

有形固定資産（償却対象
資産）の帳簿原価

建設改良のための
企業債償還元金

当年度減価償却費

指標の見方

H21年度

4.34.2

H20年度

36.5 37.5

（１）

企業債償還元金対
減価償却費比率

（２）

有形固定資産減
価償却率

当該団体考察
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出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

H23年度

3.1

　償却対象固定資産に対する平均償却率です。水道事業の施設は貯水施設、導水施設、浄水施設等比較的耐用年数の長いもの
によって構成されていますので、一般的にこの比率は低くなるものと考えられます。また、平準化した設備投資や統一的な償却方
法がとられている限り、この比率は年度によって極端な変動をすることはありません。水道事業においては、３％前後を示している
ものが多く、団体間、年度間であまり差異は見られません。

当年度減価償却率は３．２％で、比較的耐用年数の長いもので構成されており良好といえます。

当年度減価償却費
H22年度

2.7 3.2 3.2

（３）

当年度
減価償却率

H21年度H20年度

有形固定資産＋無形固定資産－土
地－建設仮勘定＋当年度減価償却

費

×１００（％）

指標の見方

当該団体考察
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４．財務の状態を示す指標

出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

流動比率は１３５６１．９％であり、全国平均や類似団体平均を大きく上回っています。また、当座比率との乖離も少なく良好といえ
ます。

H23年度

6,690.7

H22年度

13,513.4

H21年度

H23年度

6,712.0
流動負債

10,182.5

（２）

H21年度 H22年度

当座比率

流動比率

現金預金＋未収金

指標の見方

（１）

当該団体考察

流動負債

流動資産

　支払義務としての流動負債に対する支払手段としての当座資産（流動資産のうち、現金・預金、換金性の高い未収金等）の割合
を示すもので、短期債務に対する支払能力を表しています。当座比率の支払能力を見る場合、単に数値の大小にとどまらず、その
要因が当座資産の大小にあるのか、流動負債の大小にあるのかを確かめることが大切です。

当座比率は１３５１３．4％で、全国平均や類似団体を大きく上回り、短期債務に対する支払い能力は良好です。

13,561.9

　流動負債に対する流動資産の割合で、短期債務に対する支払い能力を表しています。この比率は１００％以上であることが必要
で、１００％を下回っていれば不良債務が発生していることになります。この比率と下記の当座比率の差は、当座資産の割合の差を
示すと同時に、貯蔵品の占める割合の差を示しています。従って、両比率間の乖離が著しい場合は、貯蔵品（たな卸資産）を持ち過
ぎていないか、貯蔵品管理のあり方を検討すべきです。

×１００　　　　（％）

10,097.8 4,034.4

4,050.0

H20年度

H20年度

×１００　　　　（％）

指標の見方

当該団体考察
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出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

H22年度 H23年度

0.50
期首流動資産＋期末流動資産

2

90.4

H23年度

89.7

　財務の長期的な安全性をみる重要な指標です。水道事業は施設の建設費の大部分を企業債（借入資本金）によって調達してい
ることから、自己資本構成比率は低いものとならざるを得ないが、事業経営の安定を図るためには、自己資本の造成が必要です。
自己資本は、負債と異なり原則として返済する必要のない資本であり、支払利息が発生しないことから、自己資本による建設投資
を行う方が資本費を抑える結果となります。給水人口規模が大きな事業が若干低くなる傾向を示しています。

自己資本構成比率は９０．４％で、全国平均や類似団体を大きく上回っています。これは、近年企業債の発行を行っていないこと等
によるもので、自己資本の造成は図られています。

×１００　　　　（％）

流動資産
回転率

当該団体考察

H20年度 H21年度

91.1 91.2

指標の見方

0.72 0.60

（回）
営業収益－受託工事収益

H21年度

負債・資本合計

自己資本金＋剰余金

（４）

自己資本
構成比率

　流動資産の経営活動における回転度を表したものです。従って、この率が過大である時は流動資産の平均保有高が過小であり、
過小である時は流動資産の平均保有高が過大であることを表しています。

流動資産回転率は０．５１回で、類似団体とほぼ同程度で流動資産の保有高にも良好といえます。

0.51
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H22年度

（３）

当該団体考察

指標の見方
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出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

H23年度

78.6 78.082.8

H23年度

79.3
固定負債＋資本金＋剰余

金

H20年度

85.5

75.7

H22年度H20年度 H21年度

　資産合計（固定資産＋流動資産＋繰延勘定）中の固定資産の割合を示すものです。一般にこの比率は低い方が柔軟な経営が可
能となるが、水道事業は施設型事業であり、かつ、減価償却費に近い額が固定資産取得のために借り入れた企業債の償還に充て
られることにより（参照：企業債償還元金対減価償却費比率）、そのまま企業内部へ資金が留保される率も低く、固定資産構成比率
は高くなっている。

固定資産
×１００　　　　（％）

×１００　　　　（％）

81.2 81.1

H22年度

指標の見方

（５）

固定資産＋流動資産＋繰
延勘定

 　事業の固定的・長期的安全性を見る指標です。この比率は、資金が長期的に拘束される固定資産が、どの程度返済期限のない
自己資本金や長期に活用可能な固定負債などの長期資本｛自己資本（自己資本金＋剰余金）及び長期借入金（借入資本金＋固
定負債）｝によって調達されているかを示すものである。この比率は１００％以下で、かつ、低いことが望ましい。１００％を上回ってい
る場合には、固定資産の一部が一時借入金等の流動負債によって調達されていることを示す。

固定資産

固定資産対長期資本比率は８１．１％で、全国平均や類似団体よりも低い数値となっています。しかし、前述した当座比率は高いこ
とから、財務の安全性については良好といえます。

H21年度

固定資産構成比率は７８．０％であり、全国平均や類似団体平均よりも低く、より柔軟な経営が行われています。

指標の見方

固定資産対
長期資本比率

当該団体考察

（６）

固定資産
構成比率

当該団体考察
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出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

固定負債＋借入資本金

負債・資本合計

H20年度 H21年度 H23年度

固定資産
H21年度 H22年度

3.6 3.6

　前述の自己資本構成比率とは逆に総資本に対する自己負債と借入資本金の割合を示すものです。事業体の他人資本依存度を
示す指標であるため、自己資本構成比率とは逆の傾向を示します。

H23年度

84.486.3

H20年度

86.2
自己資本金＋剰余金固定比率

固定負債
構成比率

（８）

当該団体考察

×１００　　　　（％）

90.9

　自己資本がどの程度固定資産に投下されているかを見る指標で、１００％以下であれば固定資産への投資が自己資本の枠内におさまっ
ていることになります。１００％を超えていれば借入金で設備投資を行っていることになり、借入金の償還、利息の負担などの問題が生じる。
ただし、水道事業の場合は、建設投資のための財源として企業債に依存する度合いが高いため、必然的にこの比率が高くなっている。その
ため、前述の固定資産対長期資本比率と合わせて考える必要がある。すなわち、固定比率が１００％を超えていても、固定資産対長期資本
比率が１００％を下回っていれば、長期的な資本の枠内の投資が行われているということで、必ずしも不健全な状態とはいえません。

固定比率は８６．３％で、全国平均や類似団体よりも低い数値となっています。この数値は１００％以下であり固定資産への投資が
自己資本の枠内におさまっていることになり、良好といえます。

4.1

H22年度

指標の見方

当該団体考察 固定負債構成比率は３．６％で、全国平均や類似団体を大きく下回っており、自己負債と借入資本金の割合は良好といえます。

×１００　　　　（％）

3.9

指標の見方

（７）
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５．施設の効率性を示す指標

出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

一日最大配水量

　施設の一年間の平均利用率を示す指標で、利用状況を総合的に判断する重要な指標です。この比率は高いほど施設の効率が
よいことになるが、あくまでも平均利用率であるから、水道事業のように季節によって需要変動のあるものについては、最大稼働率
や負荷率と合わせて判断する必要があります。

67.569.0

×１００　　　　（％）

H23年度

58.7

65.4

一日平均配水量

（２）

最大稼働率

指標の見方

施設利用率は５８．２％で、全国平均や類似団体とほぼ同等となっており、比較的有効に施設が利用されている状況です。

H23年度

　施設の一年間の最大稼働率を示す指標です。１００％に近い場合は、施設に余裕がなくなったことを示し、安定供給に問題を残し
ているといえます。逆に比率が低い場合は、一部の施設が遊休状態のあり、投資が過大であることを示しています。

最大稼働率は６６．７％で、全国平均や類似団体とほぼ同等で安定供給は良好といえます。

（１）

施設利用率

指標の見方

H22年度

一日配水能力

当該団体考察

H20年度 H21年度

当該団体考察

56.6 58.2

66.7

H21年度

H22年度

×１００　　　　（％）

H20年度

59.3

一日配水能力
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出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

H23年度

92.1

H21年度 H22年度

年間総配水量
年間総有収水量

93.6 93.3 91.8

H20年度

86.985.9 86.6

H23年度

指標の見方

当該団体考察

H21年度

有収率は９１．８％で、全国平均や類似団体を上回っている。漏水等も少なく、水道水がより有効的に使用されていると言えます。

H20年度

　施設の稼働効率がそのまま収益につながっているかをみる重要な指標で、この比率が低いということは、漏水、メータ不感等が考
えられます。この場合は、施設効率が高くても収益につながらないことのなるため、対策を講じ、水資源の有効利用や経費の節減を
図る必要があります。

指標の見方

有収率

当該団体考察

（４）

（３）

負荷率
87.1

一日最大配水量
一日平均配水量

H22年度

×１００　　　　（％）

×１００　　　　（％）

　施設の効率を示す指標で、比率が高ければ高いほど効率的に施設を利用していることになります。水道事業は水需要のピークに
見合う施設を建設するため、一年間の水需要の変動を正確に把握する必要があります。変動幅が大きいほどこの比率は低くなりま
す。

負荷率は８７．１％で、全国平均とほぼ同等で類似団体を上回っています。一年間の水需要の変動は比較的小さく、施設を効率よく
利用しているといえます。
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出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

H23年度

14.0

　施設の効率を判断する指標のひとつで、給水区域内における人口密度の影響を受け、給水人口規模の大きい事業が概ね高い
傾向を示しています。これは、給水人口規模の大きい事業ほど都市部を抱え、人家等の密集度が高いことによるものです。また、
地形的な要因や、需要構造の違い等の影響も受けます。

配水管使用効率は13.9 ｍ3/ｍで、全国平均を大きく下回っていますが、類似団体より上回った数値となっています。これは給水人
口１人あたりの需要水量が比較的低いことに起因するものと考えられます。

年間総配水量
導送配水管総延長

13.9

H23年度

7.6
有形固定資産

H22年度

7.3 7.4

（m3/万円）固定資産
使用効率

指標の見方

当該団体考察

当該団体考察

指標の見方

（５）
H20年度 H21年度

7.5

年間総配水量

　有形固定資産に対する年間総配水量の割合です。この率が高いほど施設が効率的であることを意味し、数値が低い場合は、遊
休資産、未稼働資産について検討を要します。水源別で「受水」区分団体は、取水・浄水施設を有しないため、また、「その他」区分
の団体は、地下水・伏流水を水源としているため、それぞれ比較的固定資産の取得に要する経費が低く、使用効率が高くなるもの
と考えられます。

固定資産使用効率は７．４％で、全国平均とほぼ同等で類似団体より上回っています。施設が効率的に利用されており良好といえ
ます。

（６）
H22年度

配水管
使用効率 14.1

H20年度

14.8

H21年度

　　　　（m3/m）
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６．生産性を示す指標

出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

　損益勘定所属職員一人当たりの生産性について、給水人口を基準として把握するために指標です。なお、生産性の向上は、設備
投資や管理の効率化、業務の委託化と密接の関連しているので、生産性の指標は、設備投資や費用に関する他の指標と合わせ
て総合的に判断する必要があります。

職員一人当たりの給水人口は4,232人で、全国平均や類似団体を上回っており、適正な定員管理となっています。

H23年度

444,057

H22年度
年間総有収水量

H20年度

損益勘定所属職員数
304,813

　　　　　　（m3）

H23年度

4,231

現在給水人口

職員一人当たり
の有収水量

当該団体考察

（２）

（１）

指標の見方

当該団体考察

指標の見方

職員一人当たり
の給水人口 4,231

H20年度 H22年度

4,232
損益勘定所属職員数

2,852

　　　　　　（人）

H21年度

438,596

　損益勘定所属職員一人当たりの生産性について、有収水量を基準として把握するために指標です。なお、生産性の向上は、設備
投資や管理の効率化、業務の委託化と密接の関連しているので、生産性の指標は、設備投資や費用に関する他の指標と合わせ
て総合的に判断する必要があります。

職員一人当たりの有収水量は４３８，５９６ｍ3で、全国平均や類似団体を大きく回っています。職員１人あたりの生産性については
良好といえます。
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出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

職員給与費対営業収益比率は７．２％であり、全国平均や類似団体を大きく下回っている。より少ない職員で収益を上げており生
産性は良好といえる。

H22年度

6.8

　損益勘定所属職員一人当たりの生産性について、給水収益を基準として把握するために指標です。なお、生産性の向上は、設備
投資や管理の効率化、業務の委託化と密接の関連しているので、生産性の指標は、設備投資や費用に関する他の指標と合わせ
て総合的に判断する必要があります。

職員一人当たりの給水収益は９１，０４１千円で、全国平均や類似団体を上回っており、職員１人あたりの生産性は良好といえま
す。

職員給与費

9.0

H23年度

指標の見方

指標の見方

91,041

給水収益
H20年度

損益勘定所属職員数
64,238

　　　　　（千円）

90,452

（３）

当該団体考察

（４）

職員一人当たり
の給水収益

職員給与費対営
業収益比率

当該団体考察

営業収益に対する職員給与費の割合を示し、適正な職員の数と配置が成されているかを見る指標である。

営業収益－受託工事収益

H21年度

×１００　　　　（％）
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７．料金を示す指標

出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

H22年度

214

H23年度

208

供給単価は２０８円で、全国平均を上回っているが類似団体を下回っています。供給単価が比較的高いことは、給水原価と同様に
用水供給単価の影響が大きいと言えます。

H20年度

　１m３当たりどれだけの料金を徴収して給水したかを示す指標です。

208
年間総有収水量

211

当該団体考察

（１）

給水原価

当該団体考察

指標の見方

（２）

供給単価
206

指標の見方 　１m3を給水するのにどれだけの原価がかかったかを示す指標です。

円

H20年度

給水収益

H21年度

円

経常費用－受託工事費
－材料・不用品売却原価－附帯事業費

給水原価は１９９円で、全国平均を上回っているが、類似団体平均を下回っています。給水原価が比較的高いことは、用水供給単
価の影響が大きいと言えます。
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出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

2,0372,037

基本料金＋１０m３使用時の従量料金

2,037

一般家庭（口径１３ｍｍ）の１ヶ月当たりの基本料金＋１０m３使用時の従量料金で、消費者の経済的負担を示します。指標の見方

当該団体考察

近年においては料金回収率は100％を超えており、全国平均や類似団体を上回っています。経営に必要な経費を料金で賄っている
状況で良好といえます。

103.6
給水原価

×１００　　　　（％）

H23年度H21年度
（３）

料金回収率

指標の見方

（４）

１ヶ月１０m３当た
り家庭料金

当該団体考察

供給単価
H20年度

H21年度

１ヶ月１０m３当たり家庭料金は２，０３７円で、全国平均を大きく上回り、類似団体とほぼ同等となっています。料金が高いことは、給
水原価と同様に用水供給単価の影響が大きいといえます。

H22年度

95.8 104.3

　供給単価と給水原価との関係を見るものです、料金回収率が１００％を下回っている場合、給水にかかる費用が水道料金による
収入以外に他の収入で賄われていることを意味します。料金回収率が著しく低く、繰出基準に定める事由以外の繰入金によって収
入不足を補てんしているような事業体にあっては、適正な料金収入の確保が求められます。
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８．費用を示す指標

出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

事業の生産性及び効率性を見るもので、数値が高いほど好ましくありません。

事業の効率性及び財務の安全性を見るもので、数値は低い方が好ましいこととなります。

給水収益に占める企業債利息は０．７％で、全国平均や類似団体を大きく下回っています。これは、近年借入を行っていないことに
よるものです。

H21年度 H22年度

7.2

H21年度 H22年度
職員給与費

6.8

（２）

給水収益に占め
る企業債利息

指標の見方

当該団体考察

指標の見方

当該団体考察

（１）

給水収益に占め
る職員給与費

×１００

H20年度

9.0

％

給水収益に占める職員給与費は7.2％で、全国平均や類似団体を大きく下回っています。これは、用水供給により取水・浄水部門
がないことが低い数値の一つといえます。

H23年度

H23年度

0.7

％
給水収益

H20年度

0.7

×１００

0.7

企業債利息

7.1
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0.8
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出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

H23年度

H23年度

21.4

事業の経営状態を判断する目安となるもので。年度間の格差が小さいほど望ましいこととなります。

有利子の負債及び借入資本金に対する支払利息の割合で、外部利子の平均利率を示すものです。企業債利息等は金融情勢の影
響を受け年々変化するものですが、高金利の企業債を借り入れて事業を行った場合は、利子負担率が高くなり、その後の経営を圧
迫する要因の一つとなります。

2.5

給水収益に占める減価償却費は２２．５％で、全国平均や類似団体を下回っています。投下資本に対する回収率がよく経営状態は
良好といえます。

利子負担率は、１．９０％であり、全国平均や類似団体を大きく下回っている。これは、平成19年度の繰上償還によるものもあります
が、近年は企業債の借入を行っておらず経営は良好といえます。

H21年度

指標の見方

当該団体考察

指標の見方

当該団体考察

（３）

給水収益に占め
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（４）

利子負担率
支払利息＋企業債取扱諸費

×１００ ％
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1.6
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22.4 22.5
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18.6
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減価償却費

1.9
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×１００
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％
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９．繰入金の状況を示す指標

出典 　類似団体、全国平均、近隣団体：「地方公営企業年鑑　第54集（H22年度版）」（総務省自治財政局編）
　当該団体：決算書

　収益的収入における繰入金依存度を分析しようとするもので、これらが収支比率に与える影響を考察することが重要です。なお、
繰入金比率が低い要因として、一般会計から繰出基準どおりの繰入れを受けていないことも考えられるので留意する必要がありま
す。

損益勘定繰入金はありません。

　資本的収入における繰入金依存度を分析しようとするものであり、これらが収支比率に与える影響を考察することは重要である。
なお、繰入金比率が低い要因として、一般会計から繰出基準どおりの繰入れを受けていないことも考えられるので留意する必要が
ある。

H23年度

0.0

％

H21年度
資本勘定繰入金

H22年度

0.0

×１００

％

H21年度

繰入金比率
（収益的収入分） 0.0

H23年度

×１００

H20年度

指標の見方

当該団体考察

（１）

当該団体考察

資本的収入
0.0

H20年度

指標の見方

（２）

繰入金比率
（資本的収入分）

繰入金比率（資本的収入分）は０％であり、全国平均や類似団体のように繰入をしていない。

＊資本勘定繰入金＝他会計負担金とした。

0.0

0.0 0.0

H22年度

収益的収入
0.0

損益勘定繰入金

0.0

2.0

4.0
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0.0 0.0 0.0 0.0
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9.3

データなし データなし データなし
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データなし データなし データなし
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水道事業ガイドラインに基づく業務指標の算出

坂　祝　町　産　業　建　設　課



水道事業ガイドラインに基づく業務指標の算定

　１．業務指標算定の目的

　２．業務指標の算定

　１．安心：すべての国民が安心しておいしく飲める水道水の供給
　　１）水資源の保全
　　２）水源から給水栓までの水質管理

　２．安定：いつでもどこでも安定的に生活用水を確保
　　１）連続した水道水の供給
　　２）将来への備え
　　３）リスクの管理

　３．持続：いつでも安心できる水を安定して供給
　　１）地域特性にあった運営基盤の強化
　　２）水道文化・技術の継承と発展
　　３）消費者ニーズを踏まえた給水サービスの充実

　４．環境：環境保全への貢献
　　１）地球温暖化防止、環境保全などの推進
　　２）健全な水循環

　５．管理：水道システムの適正な実行・業務運営および維持管理
　　１）適正な実行・業務運営
　　２）適正な維持管理

　６．国際：わが国の経験の海外移転による国際貢献
　　１）技術の移転
　　２）国際機関、諸国との交流

　「水道ビジョン」の理念に基づき、安心、安定、持続、環境、管理及び国際の６項目に分類して算出
します。

　業務指標の算定は、水道事業を客観的・定量的に分析することにより、施設や経営状況の現状を
的確に把握し、今後の事業運営に活かしサービス水準の向上を図ることを目的とします。清浄にし
て豊富低廉な水の供給を図り、公衆衛生の向上と生活環境の改善に寄与していきます。

　業務指標の算定は、「水道事業ガイドライン（JWWAQ100:2005)」（平成１７年１月　日本水道協会）
に基づく方法により行います。

　水道サービス（事業）は、消費者のニーズを満たす必要がありますが、このニーズは多気に渡り、
また、その内容は簡単に表現することができません。このため水道サービスは多面的にわたる個々
の業務を定量的に表すことによってはじめて評価が可能となります。
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す
。

水
道

事
業

体
が

、
安

全
で

お
い

し
い

水
の

供
給

の
た

め
に

、
原

水
水

質
を

ど
の

程
度

詳
細

に
監

視
し

て
い

る
か

を
示

す
。

数
値

が
高

い
こ

と
は

、
取

水
の

自
由

度
が

大
き

い
。

自
己

水
源

を
保

有
し

て
い

な
い

。

自
己

水
源

を
持

た
な

い
場

合
は

適
用

で
き

な
い

。

原
水

を
月

１
回

以
上

何
項

目
調

査
し

て
い

る
か

を
示

し
、

高
い

方
が

よ
い

。
用

水
供

給
の

た
め

原
水

は
な

い
。

安 　 　 　 　 　 心

水 源 か ら 給 水 栓 ま で の 水 質 管 理

毎
日

水
質

検
査

の
関

し
て

給
水

面
積

1
0
0
km

2
当

り
の

監
視

密
度

で
、

水
道

水
の

水
質

管
理

水
準

を
示

す
。

一
日

平
均

配
水

量
1
,0

0
0
m

3
当

り
に

設
置

さ
れ

て
い

る
連

続
自

動
水

質
監

視
装

置
の

台
数

で
、

水
道

水
の

水
質

管
理

水
準

を
示

す
。

水
質

基
準

を
満

足
す

る
こ

と
は

、
安

全
で

お
い

し
い

水
を

供
給

す
る

水
道

事
業

体
に

と
っ

て
最

低
限

遵
守

す
べ

き
事

項
。

確
保

し
て

い
る

水
源

量
に

対
し

て
、

平
均

的
な

需
要

量
が

ど
の

程
度

か
を

示
す

も
の

で
、

水
源

の
ゆ

と
り

度
、

効
率

性
を

示
す

。

最
大

需
要

量
に

対
し

て
ど

れ
だ

け
ゆ

と
り

を
持

っ
て

水
源

を
確

保
し

て
い

る
か

を
示

す
も

の
で

、
渇

水
に

対
す

る
安

全
度

を
示

す
。

原
水

有
効

利
用

率
（
％

）

原
水

水
質

監
視

度
（
項

目
）

重
金

属
濃

度
水

質
基

準
比

（
％

）
Σ

（
各

重
金

属
の

給
水

栓
で

の
年

間
測

定
最

大
濃

度
÷

各
重

金
属

の
水

質
基

準
値

）
÷

6
×

1
0
0

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

無
機

物
質

濃
度

水
質

基
準

比
（
％

）
Σ

（
各

無
機

質
の

給
水

栓
で

の
年

間
測

定
最

大
濃

度
÷

各
無

機
質

の
水

質
基

準
値

）
÷

6
×

1
0
0
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番
号

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

1
1
1
2

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
1
1
3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
1
1
4

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
1
1
5

9
7
.3

9
7
.0

9
7
.5

9
8
.0

1
1
1
6

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
1
1
7

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

２
．

安
定

：
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
安

定
的

に
生

活
用

水
を

確
保

番
号

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

2
0
0
1

1
7
9

1
8
1

1
8
1

1
8
1

2
0
0
2

3
1
2

3
0
1

3
0
9

3
1
2

2
0
0
3

3
6
.6

3
9
.9

3
8
.7

3
8
.0

2
0
0
4

0
.9

1
0
.9

5
0
.9

2
0
.9

2

2
0
0
5

1
5

0
0

0

2
0
0
6

9
9
.0

9
8
.9

9
9
.3

9
9
.3

2
0
0
7

4
.7

4
.8

4
.8

4
.9

2
0
0
8

3
9
.5

3
9
.5

3
9
.3

3
8
.6

水
質

基
準

に
定

め
る

4
種

類
の

有
機

物
質

の
基

準
値

に
対

す
る

各
有

機
物

質
最

大
濃

度
の

割
合

（
平

均
値

）
で

、
給

水
栓

で
の

水
道

水
の

基
本

的
な

性
状

を
表

す
。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

指
　

標
　

値
　

の
　

見
　

方

連 続 し た 水 道 水 の 供 給

配
水

管
延

長
密

度
（
K

m
/
K

m
2
）

浄
水

予
備

力
確

保
率

（
％

）

（
一

日
平

均
配

水
量

÷
給

水
人

口
）
×

１
０

０
０

配
水

管
延

長
÷

給
水

区
域

面
積

水
道

メ
ー

タ
密

度
（
個

/
K

m
）

水
道

メ
ー

タ
÷

配
水

管
延

長

給
水

制
限

日
数

（
日

）
年

間
給

水
制

限
日

数

普
及

率
（
％

）
（
給

水
人

口
÷

給
水

区
域

内
人

口
）
×

１
０

０

給
水

人
口

一
人

当
た

り
配

水
量

（
L
/
日

/
人

）

業
　

　
　

　
　

　
務

　
　

　
　

　
　

指
　

　
　

　
　

　
標

指
　

　
　

標
　

　
　

名
定

　
　

　
　

　
　

義
解

　
　

　
　

　
説

鉛
製

給
水

管
率

（
％

）

分
　

　
類

（
鉛

製
給

水
管

使
用

件
数

÷
給

水
件

数
）
÷

１
０

０

消
毒

副
生

成
物

濃
度

水
質

基
準

比
（
％

）

有
機

塩
素

化
学

物
質

濃
度

水
質

基
準

比
（
％

）
数

値
は

低
い

方
が

よ
い

。

水
質

基
準

に
定

め
る

5
種

類
の

消
毒

副
生

成
物

の
基

準
値

に
対

す
る

各
副

生
成

物
最

大
濃

度
の

割
合

（
平

均
値

）
で

、
給

水
栓

で
の

副
生

成
物

の
多

少
に

よ
る

水
道

水
の

安
全

性
を

示
す

。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

指
　

標
　

値
　

の
　

見
　

方

指
　

　
　

標
　

　
　

名
定

　
　

　
　

　
　

義
解

　
　

　
　

　
説

業
　

　
　

　
　

　
務

　
　

　
　

　
　

指
　

　
　

　
　

　
標

粉
末

活
性

炭
を

投
入

し
た

日
数

の
年

間
割

合
で

、
原

水
水

質
の

変
動

に
対

し
て

、
如

何
に

適
切

に
対

応
し

た
か

を
示

す
。

数
値

は
低

い
方

が
望

ま
し

い
。

総
給

水
件

数
に

対
す

る
受

水
槽

を
経

由
せ

ず
直

性
給

水
さ

れ
る

件
数

の
割

合
で

、
水

質
管

理
の

信
頼

性
確

保
に

対
す

る
取

り
組

み
度

合
い

や
、

サ
ー

ビ
ス

向
上

度
合

い
を

示
す

。

水
質

基
準

に
定

め
る

9
種

類
の

有
機

塩
素

化
学

物
質

の
基

準
値

に
対

す
る

各
物

質
最

大
濃

度
の

割
合

（
平

均
値

）
で

、
給

水
栓

で
の

物
質

の
多

少
に

よ
る

水
道

水
の

安
全

性
を

示
す

。

給
水

人
口

一
人

当
た

り
貯

留
飲

料
水

量
(L

/
人

）
〔
（
配

水
池

総
容

量
（
緊

急
貯

水
総

容
量

は
除

く
）
×

1
/
2
+
緊

急
貯

水
総

容
量

）
÷

給
水

人
口

〕
×

1
0
0
0

（
年

間
活

性
炭

投
入

日
数

÷
年

間
日

数
）
×

１
０

０

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

水
質

悪
化

を
防

ぐ
観

点
か

ら
数

値
は

高
い

方
が

よ
い

。

鉛
管

を
使

用
し

て
い

る
件

数
の

全
給

水
件

数
に

対
す

る
割

合
で

、
鉛

管
の

解
消

を
促

進
す

る
度

合
い

を
示

す
。

余
裕

が
な

い
と

浄
水

施
設

の
更

新
、

補
修

点
検

な
ど

に
支

障
を

来
す

。
全

浄
水

施
設

能
力

＝
最

大
受

水
可

能
量

と
し

た
。

水
道

水
を

貯
め

て
お

く
配

水
池

の
総

容
量

が
平

均
配

水
量

の
何

日
分

あ
る

か
で

、
給

水
の

対
す

る
安

全
性

、
災

害
、

事
故

等
に

対
す

る
危

機
対

応
性

を
示

す
。

需
要

と
供

給
の

調
整

及
び

突
発

事
故

の
た

め
0
.5

日
分

以
上

必
要

と
さ

れ
る

。

給
水

人
口

一
人

当
り

何
L
の

水
が

常
時

貯
め

ら
れ

て
い

る
か

で
、

災
害

時
の

一
人

当
り

に
確

保
さ

れ
て

い
る

飲
料

水
量

を
示

す
。

地
震

時
等

の
災

害
直

後
で

は
、

一
人

一
日

3
L
必

要
と

さ
れ

る
。

給
水

人
口

一
人

当
り

一
日

何
配

水
し

た
か

で
、

水
環

境
の

保
全

に
対

す
る

取
り

組
み

の
一

つ
で

あ
る

節
水

型
消

費
パ

タ
ー

ン
の

促
進

度
合

い
を

示
す

。

都
市

部
で

は
給

水
区

域
外

か
ら

来
た

人
口

の
消

費
分

、
活

動
分

が
含

ま
れ

、
真

の
消

費
量

よ
り

多
く
な

る
。

Σ
（
各

有
機

質
の

給
水

栓
で

の
年

間
測

定
最

大
濃

度
÷

各
有

機
質

の
水

質
基

準
値

）
÷

4
×

1
0
0

安 　 　 　 　 　 定

給
水

区
域

面
積

１
K
m

2
当

り
配

水
管

が
何

㎞
布

設
さ

れ
て

い
る

か
で

、
消

費
者

か
ら

の
申

し
込

み
に

対
す

る
物

理
的

な
利

便
性

の
度

合
い

を
示

す
。

給
水

区
域

内
で

水
道

を
使

っ
て

い
る

人
の

割
合

で
、

誰
も

が
い

つ
で

も
安

定
的

に
給

水
サ

ー
ビ

ス
を

享
受

で
き

る
状

況
に

あ
る

か
を

示
す

。

必
要

と
さ

れ
る

一
日

最
大

浄
水

量
を

配
水

し
た

と
き

、
浄

水
施

設
全

体
で

は
ど

の
程

度
の

余
裕

が
あ

る
か

の
割

合
で

、
水

運
用

の
安

定
性

、
柔

軟
性

及
び

危
険

対
応

性
を

示
す

。

（
全

浄
水

施
設

能
力

ー
一

日
最

大
浄

水
量

）
÷

全
浄

水
施

設
能

力
×

１
０

０

配
水

池
貯

水
能

力
（
日

）
配

水
池

総
容

量
÷

一
日

平
均

配
水

量

一
年

間
で

何
日

給
水

制
限

を
し

た
か

で
あ

り
、

契
約

消
費

者
の

快
適

・
利

便
性

、
給

水
サ

ー
ビ

ス
の

安
定

性
を

示
す

。

Σ
（
各

有
機

塩
素

化
学

物
質

の
給

水
栓

年
間

測
定

最
大

濃
度

÷
各

有
機

塩
素

化
学

物
質

の
水

質
基

準
値

）
÷

9
×

1
0
0

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

数
値

は
高

い
方

が
よ

い
。

安 　 　 　 　 　 心

水 源 か ら 給 水 栓 ま で の 水 質 管 理

分
　

　
類

Σ
（
各

消
毒

副
生

成
物

の
給

水
栓

で
の

年
間

測
定

最
大

濃
度

÷
各

消
毒

副
生

成
物

の
水

質
基

準
値

）
÷

5
×

1
0
0

直
結

給
水

率
（
％

）
（
直

結
給

水
件

数
÷

給
水

件
数

）
×

１
０

０

活
性

炭
投

入
率

（
％

）

有
機

物
質

濃
度

水
質

基
準

比
（
％

）

都
市

化
が

進
ん

で
い

る
地

域
は

数
値

が
高

く
、

逆
に

山
間

部
や

農
村

部
で

は
低

い
。

配
水

管
１

K
m

当
り

何
個

の
水

道
メ

ー
タ

が
接

続
さ

れ
て

い
る

か
で

、
配

水
管

の
効

率
を

示
す

。
人

口
密

度
が

高
い

場
合

、
こ

の
数

値
は

高
く
な

る
。
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番
号

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

2
1
0
1

-
-

-
-

2
1
0
2

5
3
.6

5
3
.6

5
3
.6

5
3
.6

2
1
0
3

7
.4

7
.3

7
.1

7
.1

2
1
0
4

0
.3

0
.0

0
.0

0
.2

2
1
0
5

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1
0
6

0
.1

0
.0

0
.1

0
.2

2
1
0
7

0
.0

0
0
.3

2
1
.2

7
0
.9

4

2
2
0
1

-
-

-
-

2
2
0
2

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2
0
3

7
8
.7

8
2
.4

8
0
.2

7
9
.5

2
2
0
4

9
7
.5

9
7
.5

1
0
0
.0

9
9
.8

2
2
0
5

5
4
.3

5
4
.3

5
4
.3

0
.0

2
2
0
6

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
2
0
7

-
-

-
-

2
2
0
8

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

2
2
0
9

8
6
.8

8
6
.8

8
6
.8

8
6
.8

数
値

は
高

い
方

が
よ

い
。

取
水

し
た

原
水

を
融

通
し

て
異

な
る

浄
水

場
へ

送
水

で
き

る
水

量
の

受
水

側
の

受
水

可
能

量
に

対
す

る
割

合
で

、
給

水
の

安
定

性
を

示
す

。
数

値
は

高
い

方
が

よ
い

。

浄
水

施
設

の
う

ち
高

度
な

耐
震

化
が

な
さ

れ
て

い
る

施
設

能
力

の
全

浄
水

施
設

能
力

に
対

す
る

割
合

で
、

震
災

時
に

お
い

て
も

安
定

的
な

浄
水

処
理

が
で

き
る

か
を

示
す

。
数

値
は

高
い

方
が

よ
い

。

ポ
ン

プ
施

設
の

う
ち

高
度

な
耐

震
化

が
な

さ
れ

て
い

る
施

設
能

力
の

全
ポ

ン
プ

施
設

能
力

に
対

す
る

割
合

で
、

震
災

時
に

お
い

て
も

安
定

的
な

浄
水

処
理

が
で

き
る

か
を

示
す

。
数

値
は

高
い

方
が

よ
い

。

最
大

の
浄

水
場

ま
た

は
最

大
の

管
路

が
事

故
で

2
4
時

間
停

止
し

た
と

き
給

水
で

き
な

い
人

口
の

給
水

人
口

に
対

す
る

割
合

で
、

シ
ス

テ
ム

の
融

通
性

、
余

裕
度

の
よ

る
サ

ー
ビ

ス
の

安
定

性
を

示
す

。
数

値
は

低
い

方
が

よ
い

。

緊
急

時
に

応
急

給
水

で
き

る
貯

水
拠

点
が

給
水

区
域

1
0
0
km

2
当

り
何

箇
所

あ
る

か
で

、
震

災
時

の
飲

料
水

の
確

保
の

し
や

す
さ

を
示

す
。

数
値

は
高

い
方

が
よ

い
。

年
間

の
水

源
の

有
害

物
質

（
油

、
化

学
物

質
の

流
出

等
）
に

よ
る

水
質

汚
染

回
数

で
、

水
源

の
突

発
的

水
質

異
常

の
リ

ス
ク

が
ど

れ
だ

け
あ

る
か

を
示

す
。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

年
間

の
幹

線
管

路
の

事
故

が
幹

線
管

路
総

延
長

1
0
0
km

当
り

何
件

あ
る

か
で

、
管

路
の

健
全

性
を

示
す

。

最
大

の
浄

水
場

ま
た

は
最

大
の

管
路

が
事

故
で

2
4
時

間
停

止
し

た
と

き
配

水
で

き
る

水
量

の
平

均
配

水
量

に
対

す
る

割
合

で
、

シ
ス

テ
ム

の
融

通
性

、
余

裕
度

の
よ

る
サ

ー
ビ

ス
の

安
定

性
を

示
す

。
数

値
は

高
い

方
が

よ
い

。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

配
水

池
の

う
ち

高
度

な
耐

震
化

が
な

さ
れ

て
い

る
施

設
容

量
の

全
配

水
池

容
量

に
対

す
る

割
合

で
、

震
災

時
に

お
い

て
も

安
定

的
な

水
の

供
給

が
で

き
る

か
を

示
す

。

ポ
ン

プ
所

耐
震

施
設

率
（
％

）
（
耐

震
対

策
が

施
さ

れ
て

い
る

ポ
ン

プ
所

能
力

÷
全

ポ
ン

プ
所

能
力

）
×

１
０

０

系
統

間
の

原
水

融
通

率
（
％

）
（
原

水
融

通
能

力
÷

受
水

側
浄

水
能

力
）
×

１
０

０

配
水

池
耐

震
施

設
率

（
％

）
（
耐

震
対

策
が

施
さ

れ
て

い
る

配
水

池
能

力
÷

全
配

水
池

能
力

）
×

１
０

０

（
事

故
時

配
水

量
÷

一
日

平
均

配
水

量
）
×

１
０

０

浄
水

施
設

耐
震

率
（
％

）
（
耐

震
対

策
が

施
さ

れ
て

い
る

浄
水

施
設

能
力

÷
全

浄
水

施
設

能
力

）
×

１
０

０

給
水

拠
点

密
度

（
％

）
（
配

水
池

・
緊

急
貯

水
総

数
÷

給
水

区
域

面
積

）
×

１
０

０

事
故

時
給

水
人

口
率

（
％

）

将 来 へ の 備 え

管
路

の
新

設
率

（
％

）

経
年

化
管

路
率

（
％

）

分
　

　
類

業
　

　
　

　
　

　
務

　
　

　
　

　
　

指
　

　
　

　
　

　
標

（
新

設
管

路
延

長
÷

管
路

総
延

長
）
×

１
０

０

管
路

の
更

生
率

（
％

）

経
年

化
浄

水
施

設
率

（
％

）
（
法

定
耐

用
年

数
を

超
え

た
浄

水
施

設
能

力
÷

全
浄

水
施

設
能

力
）
×

１
０

０

経
年

化
設

備
率

（
％

）
（
経

年
化

年
数

を
超

え
て

い
る

電
気

・
機

械
設

備
数

÷
電

気
・
機

械
設

備
の

総
数

）
×

１
０

０

（
更

生
さ

れ
た

管
路

延
長

÷
管

路
総

延
長

）
×

１
０

０

バ
ル

ブ
の

更
新

率
（
％

）
（
更

新
さ

れ
た

バ
ル

ブ
数

÷
管

路
に

設
置

さ
れ

て
い

る
バ

ル
ブ

総
数

）
×

１
０

０

（
法

定
耐

用
年

数
を

超
え

た
管

路
延

長
÷

管
路

総
延

長
）
×

１
０

０

管
路

の
更

新
率

（
％

）
（
更

新
さ

れ
た

管
路

延
長

÷
管

路
総

延
長

）
×

１
０

０

（
事

故
時

給
水

人
口

÷
給

水
人

口
）
×

１
０

０

事
故

時
配

水
量

率
（
％

）

幹
線

管
路

の
事

故
割

合
（
件

/
1
0
0
K

m
）

（
幹

線
管

路
の

事
故

件
数

÷
幹

線
管

路
延

長
）
×

１
０

０

水
源

の
水

質
事

故
数

（
件

）
年

間
水

源
水

質
事

故
件

数

指
　

　
　

標
　

　
　

名
定

　
　

　
　

　
　

義
解

　
　

　
　

　
説

4
0
年

を
耐

用
年

数
と

考
え

れ
ば

、
年

平
均

2
.5

％
の

更
新

が
必

要
で

あ
る

。

法
定

耐
用

年
数

を
超

え
た

浄
水

施
設

能
力

の
全

浄
水

施
設

能
力

に
対

す
る

割
合

で
、

経
年

化
し

た
施

設
の

程
度

を
示

す
。

人
口

密
度

が
高

い
場

合
、

こ
の

数
値

は
高

く
な

る
。

用
水

供
給

の
た

め
浄

水
施

設
は

な
い

。

法
定

耐
用

年
数

を
超

え
た

電
気

・
機

械
設

備
数

の
電

気
・
機

械
設

備
の

総
数

に
対

す
る

割
合

で
、

安
定

供
給

に
向

け
て

計
画

的
に

設
備

の
更

新
を

実
施

し
て

い
る

か
を

示
す

。

数
値

が
高

い
ほ

ど
古

い
設

備
が

多
い

こ
と

に
な

る
が

、
使

用
の

可
否

を
示

す
も

の
で

な
い

。

指
　

標
　

値
　

の
　

見
　

方

年
間

で
新

設
し

た
管

路
延

長
の

総
延

長
に

対
す

る
割

合
で

、
管

路
の

整
備

の
度

合
い

を
示

し
、

未
普

及
地

域
の

解
消

や
管

網
整

備
状

況
、

ブ
ロ

ッ
ク

化
の

推
進

、
二

重
管

等
を

反
映

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

整
備

が
行

き
届

い
た

水
道

事
業

体
で

は
、

こ
の

数
値

は
低

く
な

る
。

安 　 　 　 　 　 定

年
間

で
更

生
（
古

い
管

の
内

面
を

補
修

す
る

こ
と

）
し

た
管

路
延

長
の

総
延

長
に

対
す

る
割

合
で

、
管

路
の

信
頼

性
確

保
に

対
す

る
執

行
度

合
い

を
示

す
。

管
路

更
生

は
全

て
の

管
路

機
能

を
回

復
す

る
わ

け
で

は
な

く
、

応
急

的
、

暫
定

的
で

あ
り

根
本

的
な

改
善

に
は

な
ら

な
い

。

年
間

で
更

新
し

た
バ

ル
ブ

数
の

総
バ

ル
ブ

数
に

対
す

る
割

合
で

、
管

路
に

お
け

る
配

水
制

御
上

の
信

頼
性

確
保

に
努

め
て

い
る

度
合

い
を

示
す

。

管
路

の
更

新
と

同
時

に
行

わ
れ

る
こ

と
が

多
い

の
で

、
管

路
更

新
率

と
関

係
が

深
い

。

法
定

耐
用

年
数

を
超

え
た

管
路

延
長

の
総

延
長

に
対

す
る

割
合

で
、

安
定

供
給

に
向

け
て

計
画

的
に

管
路

の
更

新
を

実
施

し
て

い
る

か
を

示
す

。

数
値

が
高

い
ほ

ど
古

い
管

路
が

多
い

こ
と

に
な

る
が

、
使

用
の

可
否

を
示

す
も

の
で

な
い

。

年
間

で
更

新
し

た
管

路
延

長
の

総
延

長
に

対
す

る
割

合
で

、
管

路
の

信
頼

性
確

保
に

対
す

る
執

行
度

合
い

を
示

す
。

リ ス ク の 管 理
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番
号

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

2
2
1
0

1
.9

1
.9

3
.2

3
.1

2
2
1
1

デ
ー

タ
な

し
デ

ー
タ

な
し

デ
ー

タ
な

し
デ

ー
タ

な
し

2
2
1
2

デ
ー

タ
な

し
デ

ー
タ

な
し

デ
ー

タ
な

し
デ

ー
タ

な
し

2
2
1
3

0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0

2
2
1
4

2
.3

2
.4

2
.4

2
.4

2
2
1
5

0
.3

5
0
.3

5
0
.3

5
0
.3

5

2
2
1
6

デ
ー

タ
な

し
デ

ー
タ

な
し

デ
ー

タ
な

し
デ

ー
タ

な
し

2
2
1
7

5
0
.0

5
0
.0

5
0
.0

5
0
.0

2
2
1
8

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

３
．

持
続

：
い

つ
で

も
安

心
で

き
る

水
を

安
定

し
て

供
給

番
号

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

3
0
0
1

9
9
.5

9
8
.2

1
0
5
.4

1
0
6
.5

3
0
0
2

1
0
2
.6

9
9
.3

1
0
9
.9

1
0
6
.5

3
0
0
3

1
0
2
.6

9
9
.3

1
0
9
.9

1
0
5
.7

3
0
0
4

0
.0

0
.9

0
.0

0
.0

3
0
0
5

0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0

分
　

　
類

数
値

は
低

い
方

が
独

立
採

算
制

の
原

則
に

則
っ

て
い

る
。

営
業

収
益

の
営

業
費

用
に

対
す

る
割

合
で

、
収

益
性

を
示

す
。

1
0
0
％

未
満

で
あ

る
こ

と
は

営
業

損
益

を
生

じ
て

い
る

こ
と

を
意

味
す

る
。

数
値

は
1
0
0
％

を
一

定
程

度
上

回
っ

て
い

る
必

要
が

あ
る

。

経
常

収
益

の
経

常
費

用
に

対
す

る
割

合
で

、
収

益
性

を
示

す
。

1
0
0
％

未
満

で
あ

る
こ

と
は

経
常

損
益

を
生

じ
て

い
る

こ
と

を
意

味
す

る
。

数
値

は
1
0
0
％

以
上

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

総
収

益
の

総
費

用
に

対
す

る
割

合
で

、
総

費
用

が
総

収
益

に
よ

っ
て

ど
の

程
度

賄
わ

れ
て

い
る

か
を

示
す

。
1
0
0
％

未
満

の
場

合
は

収
益

で
費

用
を

賄
え

な
い

こ
と

と
な

り
、

健
全

な
経

営
と

は
言

え
な

い
。

数
値

は
1
0
0
％

以
上

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

累
積

欠
損

金
の

受
託

工
事

収
益

を
除

い
た

営
業

収
益

に
対

す
る

比
率

で
、

経
営

が
健

全
な

状
態

で
あ

る
か

を
示

す
。

数
値

は
0
％

で
あ

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

持 　 　 　 　 　 続

地 域 特 性 に あ っ た 運 営 基 盤 の 強 化

損
益

勘
定

繰
入

金
の

収
益

的
収

入
に

対
す

る
割

合
で

、
水

道
事

業
の

経
営

状
況

の
健

全
性

、
効

率
性

を
示

す
。

繰
入

金
比

率
（
収

益
的

収
入

分
）
（
％

）
（
損

益
勘

定
繰

入
金

÷
収

益
的

収
入

）
×

１
０

０

給
水

件
数

1
,0

0
0
件

当
た

り
に

対
す

る
年

間
で

凍
結

に
よ

り
破

裂
し

た
給

水
装

置
の

延
べ

件
数

で
、

給
水

区
域

に
お

け
る

地
域

の
特

性
を

示
す

。
数

値
は

低
い

方
が

よ
い

。

業
　

　
　

　
　

　
務

　
　

　
　

　
　

指
　

　
　

　
　

　
標

指
　

標
　

値
　

の
　

見
　

方

指
　

　
　

標
　

　
　

名
定

　
　

　
　

　
　

義
解

　
　

　
　

　
説

給
水

装
置

の
凍

結
発

生
率

（
件

/
1
0
0
0
件

）
（
給

水
装

置
の

年
間

凍
結

件
数

÷
給

水
件

数
）
×

１
,０

０
０

緊
急

時
に

使
用

で
き

る
車

載
用

給
水

タ
ン

ク
の

総
容

量
が

給
水

人
口

1
,0

0
0
人

当
り

何
m

3
保

有
さ

れ
て

い
る

か
で

、
緊

急
時

に
有

効
な

応
急

給
水

活
動

を
実

施
で

き
る

か
を

示
す

。
数

値
は

高
い

方
が

よ
い

。

自
家

用
発

電
機

の
容

量
が

当
該

設
備

の
必

要
と

さ
れ

る
電

力
の

総
量

に
対

す
る

割
合

で
、

危
険

対
応

性
を

示
す

。
数

値
は

高
い

方
が

停
電

事
故

に
強

い
。

異
常

時
に

警
報

の
発

せ
ら

れ
る

施
設

数
の

全
施

設
数

に
対

す
る

割
合

で
、

水
道

施
設

の
安

全
性

確
保

へ
の

取
り

組
み

を
示

す
。

数
値

は
高

い
方

が
異

常
時

の
対

応
が

し
や

す
い

。

浄
水

場
な

ど
で

使
う

主
と

し
て

発
電

用
の

燃
料

が
一

日
平

均
使

用
量

に
対

し
て

何
日

分
貯

蔵
し

て
あ

る
か

で
、

浄
水

処
理

が
安

定
し

て
継

続
で

き
る

か
を

示
す

。

燃
料

劣
化

が
な

い
範

囲
で

余
裕

を
持

つ
こ

と
が

よ
い

。

稼
働

し
て

い
る

給
水

車
が

給
水

人
口

1
,0

0
0
人

当
り

何
台

保
有

さ
れ

て
い

る
か

で
、

緊
急

時
に

有
効

な
応

急
給

水
活

動
を

実
施

で
き

る
か

を
示

す
。

数
値

は
高

い
方

が
よ

い
。

緊
急

時
に

使
用

で
き

る
可

搬
ポ

リ
タ

ン
ク

・
ポ

リ
パ

ッ
ク

が
給

水
人

口
1
,0

0
0
人

当
り

何
個

保
有

さ
れ

て
い

る
か

で
、

緊
急

時
に

有
効

な
応

急
給

水
活

動
を

実
施

で
き

る
か

を
示

す
。

数
値

は
高

い
方

が
よ

い
。

耐
震

性
の

あ
る

材
質

と
継

手
に

よ
り

構
成

さ
れ

た
管

路
延

長
の

総
延

長
に

対
す

る
割

合
で

、
地

震
災

害
に

対
す

る
水

道
シ

ス
テ

ム
の

安
全

性
、

信
頼

性
を

示
す

。
数

値
は

高
い

方
が

よ
い

。

浄
水

場
で

使
う

薬
品

が
一

日
平

均
使

用
量

に
対

し
て

何
日

分
貯

蔵
し

て
あ

る
か

で
、

浄
水

処
理

が
安

定
し

て
継

続
で

き
る

か
を

示
す

。
薬

品
劣

化
が

な
い

範
囲

で
余

裕
を

持
つ

こ
と

が
よ

い
。

指
　

標
　

値
　

の
　

見
　

方

〔
（
営

業
収

益
＋

営
業

外
収

益
）
÷

（
営

業
費

用
＋

営
業

外
費

用
）
〕

×
１

０
０

総
収

支
比

率
（
％

）
（
総

収
益

÷
総

費
用

）
×

１
０

０

累
積

欠
損

金
比

率
（
％

）
〔
累

積
欠

損
金

÷
（
営

業
収

益
－

受
託

工
事

収
益

）
〕
×

１
０

０

経
常

収
支

比
率

（
％

）

車
載

用
の

給
水

タ
ン

ク
保

有
度

（
m

3
/
1
0
0
0
人

）
（
車

載
用

給
水

タ
ン

ク
の

総
容

量
÷

給
水

人
口

）
×

　
　

　
　

１
０

０
０

営
業

収
支

比
率

（
％

）
（
営

業
収

益
÷

営
業

費
用

）
×

１
０

０

（
自

家
用

発
電

設
備

容
量

÷
当

該
設

備
の

電
気

総
容

量
）
×

１
０

０

警
報

付
施

設
率

（
％

）
（
警

報
付

施
設

数
÷

全
施

設
数

）
×

１
０

０

自
家

用
発

電
設

備
容

量
率

（
％

）

燃
料

備
蓄

日
数

（
日

）
平

均
燃

料
貯

蔵
量

÷
一

日
使

用
量

給
水

車
保

有
度

（
台

/
1
0
0
0
人

）
（
給

水
車

数
÷

給
水

人
口

）
×

１
０

０

可
搬

ポ
リ

タ
ン

ク
・ポ

リ
パ

ッ
ク

保
有

度
（個

/
1
0
0
0
人

）
（
可

搬
ポ

リ
タ

ン
ク

・
ポ

リ
パ

ッ
ク

数
÷

給
水

人
口

）
×

１
０

０
０

薬
品

備
蓄

日
数

（
日

）
平

均
薬

品
貯

蔵
量

÷
一

日
平

均
使

用
量

管
路

の
耐

震
化

率
（
％

）
耐

震
管

延
長

÷
管

路
総

延
長

×
１

０
０

業
　

　
　

　
　

　
務

　
　

　
　

　
　

指
　

　
　

　
　

　
標

解
　

　
　

　
　

説
指

　
　

　
標

　
　

　
名

定
　

　
　

　
　

　
義

安 　 　 　 　 　 定

リ ス ク の 管 理

分
　

　
類
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番
号

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

3
0
0
6

0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

3
0
0
7

6
4
,2

3
8

9
0
,4

5
2

9
1
,0

4
1

9
2
,2

6
4

3
0
0
8

9
.0

7
.1

7
.2

6
.8

3
0
0
9

0
.8

0
.7

0
.7

0
.7

3
0
1
0

1
8
.6

2
2
.4

2
2
.5

2
1
.4

3
0
1
1

1
.6

0
.9

1
.0

1
.0

3
0
1
2

1
7
.9

1
8
.2

1
7
.1

1
5
.8

3
0
1
3

9
8
.5

9
5
.8

1
0
4
.3

1
0
3
.6

3
0
1
4

2
1
1

2
0
6

2
0
8

2
0
8

3
0
1
5

2
1
4

2
1
5

1
9
9

2
0
0

3
0
1
6

2
,0

3
7

2
,0

3
7

2
,0

3
7

2
,0

3
7

3
0
1
7

3
,9

2
7

3
,9

2
7

3
,9

2
7

3
,9

2
7

3
0
1
8

9
3
.6

9
3
.3

9
1
.8

9
2
.1

3
0
1
9

5
9
.3

5
6
.6

5
8
.2

5
8
.7

3
0
2
0

6
9
.0

6
5
.4

6
6
.7

6
7
.5

3
0
2
1

8
5
.9

8
6
.6

8
7
.1

8
6
.9

一
日

平
均

給
水

量
の

一
日

最
大

給
水

量
に

対
す

る
割

合
で

、
水

道
事

業
の

施
設

効
率

を
判

断
す

る
。

数
値

は
高

い
程

効
率

的
で

あ
る

。

有
収

水
量

の
年

間
の

配
水

量
に

対
す

る
割

合
で

、
水

道
施

設
及

び
給

水
装

置
を

通
し

て
給

水
さ

れ
る

水
量

が
ど

の
程

度
収

益
に

つ
な

が
っ

て
い

る
か

を
示

す
。

原
則

と
し

て
数

値
は

1
0
0
％

に
近

い
ほ

ど
よ

い
。

一
日

平
均

給
水

量
の

一
日

給
水

能
力

に
対

す
る

割
合

で
、

水
道

施
設

の
経

済
性

を
総

括
的

に
判

断
す

る
。

数
値

は
基

本
的

に
は

高
い

方
が

よ
い

。

一
日

最
大

給
水

量
の

一
日

最
大

給
水

能
力

に
対

す
る

割
合

で
、

水
道

事
業

の
施

設
効

率
を

判
断

す
る

。
数

値
は

基
本

的
に

は
高

い
方

が
よ

い
。

有
収

水
量

1
m

3
当

り
ど

れ
だ

け
の

費
用

が
か

か
っ

て
い

る
か

を
示

す
。

数
値

は
低

い
方

が
望

ま
し

い
。

標
準

的
な

家
庭

に
お

け
る

水
使

用
量

（
1
0
m

3
）
に

対
す

る
料

金
を

表
し

、
消

費
者

の
経

済
的

負
担

を
示

す
。

数
値

は
低

い
方

が
望

ま
し

い
。

数
値

は
低

い
方

が
望

ま
し

い
。

標
準

的
な

家
庭

に
お

け
る

水
使

用
量

（
2
0
m

3
）
に

対
す

る
料

金
を

表
し

、
特

に
世

帯
人

数
2
～

3
人

の
家

庭
の

経
済

的
負

担
を

示
す

。

企
業

債
残

高
の

給
水

収
益

に
対

す
る

割
合

で
、

企
業

債
残

高
の

規
模

と
経

営
へ

の
影

響
を

分
析

す
る

。
数

値
は

低
い

方
が

よ
い

。

供
給

単
価

の
給

水
原

価
に

対
す

る
割

合
で

、
水

道
事

業
の

経
営

状
況

の
健

全
化

を
示

す
。

1
0
0
％

を
下

回
っ

て
い

る
場

合
、

給
水

に
係

る
費

用
が

料
金

収
入

以
外

の
収

入
で

賄
わ

れ
て

い
る

こ
と

を
意

味
す

る
。

有
収

水
量

1
m

3
当

り
ど

れ
だ

け
の

収
入

を
得

て
い

る
か

を
示

す
。

数
値

は
低

い
方

が
望

ま
し

い
。

企
業

債
利

息
の

給
水

収
益

に
対

す
る

割
合

で
、

水
道

事
業

の
効

率
性

及
び

財
務

安
全

性
を

分
析

す
る

。
数

値
は

低
い

方
が

よ
い

。

減
価

償
却

費
の

給
水

収
益

に
対

す
る

割
合

で
、

水
道

事
業

の
効

率
性

を
分

析
す

る
。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

企
業

債
償

還
金

の
給

水
収

益
に

対
す

る
割

合
で

、
企

業
債

償
還

金
が

経
営

に
与

え
る

影
響

を
分

析
す

る
。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

資
本

勘
定

繰
入

金
の

資
本

的
収

入
に

対
す

る
割

合
で

、
水

道
事

業
の

経
営

状
況

の
健

全
性

、
効

率
性

を
示

す
。

数
値

は
低

い
方

が
独

立
採

算
制

の
原

則
に

則
っ

て
い

る
。

損
益

勘
定

所
属

職
員

一
人

当
り

の
生

産
性

に
つ

い
て

、
給

水
収

益
を

基
準

と
し

て
把

握
す

る
。

数
値

は
高

い
方

が
よ

い
。

指
　

標
　

値
　

の
　

見
　

方

持 　 　 　 　 　 続

地 域 特 性 に あ っ た 運 営 基 盤 の 強 化

指
　

　
　

標
　

　
　

名
定

　
　

　
　

　
　

義
解

　
　

　
　

　
説

分
　

　
類

業
　

　
　

　
　

　
務

　
　

　
　

　
　

指
　

　
　

　
　

　
標

一
箇

月
当

た
り

家
庭

用
料

金
（
２

０
ｍ

３
）
（
円

）
１

ヶ
月

当
た

り
の

一
般

家
庭

用
（
口

径
１

３
ｍ

ｍ
）
の

基
本

料
金

＋
２

０
m

３
使

用
時

の
従

量
料

金

一
箇

月
当

た
り

家
庭

用
料

金
（
１

０
ｍ

３
）
（
円

）
１

ヶ
月

当
た

り
の

一
般

家
庭

用
（
口

径
１

３
ｍ

ｍ
）
の

基
本

料
金

＋
１

０
m

３
使

用
時

の
従

量
料

金

供
給

単
価

（
円

/
ｍ

３
）

給
水

収
益

÷
有

収
水

量

給
水

原
価

（
円

/
ｍ

３
）

〔
経

常
費

用
－

（
受

託
工

事
費

＋
材

料
及

び
不

用
品

売
却

原
価

＋
附

帯
事

業
費

）
〕
÷

有
収

水
量

負
荷

率
（
％

）
（
一

日
平

均
給

水
量

÷
一

日
最

大
給

水
量

）
×

１
０

０

給
水

収
益

に
対

す
る

企
業

債
残

高
の

割
合

（
％

）

有
収

率
（
％

）
（
有

収
水

量
÷

給
水

量
）
×

１
０

０

施
設

利
用

率
（
％

）
（
一

日
平

均
給

水
量

÷
一

日
給

水
能

力
）
×

１
０

０

施
設

最
大

稼
働

率
（
％

）
（
一

日
最

大
給

水
量

÷
一

日
給

水
能

力
）
×

１
０

０

（
企

業
債

残
高

÷
給

水
収

益
）
×

１
０

０

給
水

収
益

に
対

す
る

職
員

給
与

費
の

割
合

（
％

）
（
職

員
給

与
費

÷
給

水
収

益
）
×

１
０

０

給
水

収
益

の
対

す
る

企
業

債
利

息
の

割
合

（
％

）
（
企

業
債

利
息

÷
給

水
収

益
）
×

１
０

０

料
金

回
収

率
（
％

）
（
供

給
単

価
÷

給
水

原
価

）
×

１
０

０

給
水

収
益

に
対

す
る

減
価

償
却

費
の

割
合

（
％

）
（
減

価
償

却
費

÷
給

水
収

益
）
×

１
０

０

給
水

収
益

に
対

す
る

企
業

債
償

還
金

の
割

合
（
％

）
（
企

業
債

償
還

金
÷

給
水

収
益

）
×

１
０

０

職
員

一
人

当
た

り
給

水
収

益
（
千

円
/
人

）
（
給

水
収

益
÷

損
益

勘
定

所
属

職
員

数
）
÷

１
,０

０
０

繰
入

金
比

率
（
資

本
的

収
入

分
）
（
％

）
（
資

本
勘

定
繰

入
金

÷
資

本
的

収
入

）
×

１
０

０

職
員

給
与

費
の

給
水

収
益

に
対

す
る

割
合

で
、

水
道

事
業

の
生

産
性

及
び

効
率

性
を

分
析

す
る

。
数

値
は

低
い

方
が

よ
い

。
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番
号

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

3
0
2
2

1
0
,1

8
2
.5

4
,0

5
0
.0

1
3
,5

6
1
.9

6
,7

1
2
.0

3
0
2
3

9
1
.1

9
1
.2

9
0
.4

8
9
.7

3
0
2
4

9
0
.9

8
6
.2

8
6
.3

8
4
.4

3
0
2
5

8
.6

4
.2

4
.3

4
.7

3
0
2
6

0
.1

5
0
.1

4
0
.1

4
0
.1

5

3
0
2
7

7
.5

7
.3

7
.4

7
.6

3
1
0
1

0
.3

3
1
.0

0
0
.5

0
0
.5

0

3
1
0
2

0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0

3
1
0
3

9
.3

9
2
.0

1
5
.0

9
3
.0

3
1
0
4

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
1
0
5

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
1
0
6

1
.3

3
.0

4
.0

2
.5

3
1
0
7

0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0

3
1
0
8

0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0

3
1
0
9

3
2
5
,7

4
5

4
6
9
,8

4
9

4
7
7
,5

7
6

4
8
2
,0

5
9

3
1
1
0

8
0
4
.7

1
,2

1
2
.0

1
,2

2
7
.0

1
,2

2
2
.0

技
術

開
発

費
の

給
水

収
益

に
対

す
る

割
合

で
、

水
道

技
術

開
発

に
対

す
る

投
資

の
度

合
い

を
示

す
。

数
値

は
よ

り
高

い
方

が
望

ま
し

い
。

年
間

で
職

員
一

人
当

り
何

m
3
配

水
し

た
こ

と
に

な
る

か
を

示
す

。
水

道
サ

ー
ビ

ス
全

般
の

効
率

性
を

示
す

。
数

値
は

高
い

方
が

効
率

的
と

い
え

る
。

水
道

メ
ー

タ
総

数
を

全
職

員
数

で
除

し
た

値
で

、
水

道
サ

ー
ビ

ス
全

般
の

効
率

性
を

示
す

。
数

値
は

職
員

が
多

い
と

低
く
な

り
、

外
部

委
託

が
多

い
と

高
く
な

る
。

技
術

職
員

総
数

の
全

職
員

数
に

対
す

る
割

合
で

、
こ

の
率

が
低

く
な

る
こ

と
は

、
水

道
事

業
体

と
し

て
直

営
で

の
施

設
の

維
持

管
理

が
難

し
く
な

る
こ

と
に

つ
な

が
る

。
数

値
は

よ
り

高
い

方
が

望
ま

し
い

。

職
員

は
平

均
何

年
水

道
事

業
に

携
わ

っ
て

い
る

か
を

示
す

。
人

的
資

源
と

し
て

の
専

門
技

術
の

蓄
積

を
示

す
。

数
値

は
よ

り
高

い
方

が
望

ま
し

い
。

技
術

開
発

業
務

従
事

職
員

数
の

全
職

員
数

に
対

す
る

割
合

で
、

水
道

技
術

開
発

に
対

す
る

人
的

投
資

の
度

合
い

を
示

す
。

数
値

は
よ

り
高

い
方

が
望

ま
し

い
。

職
員

一
人

当
り

持
っ

て
い

る
民

間
資

格
の

件
数

を
示

す
。

職
員

の
能

力
向

上
の

た
め

に
必

要
で

あ
る

。
数

値
は

よ
り

高
い

方
が

望
ま

し
い

。

職
員

一
人

当
り

の
外

部
研

修
を

受
け

た
時

間
数

で
、

人
材

育
成

に
対

す
る

人
的

投
資

の
度

合
い

を
示

す
。

職
員

一
人

当
り

の
内

部
研

修
を

受
け

た
時

間
数

を
示

す
。

職
員

一
人

ひ
と

り
の

資
質

を
向

上
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

数
値

は
よ

り
高

い
方

が
望

ま
し

い
。

数
値

は
よ

り
高

い
方

が
望

ま
し

い
。

企
業

債
償

還
元

金
の

当
年

度
減

価
償

却
費

に
対

す
る

割
合

で
、

投
下

資
本

の
回

収
と

再
投

資
と

の
間

の
バ

ラ
ン

ス
を

見
る

。
数

値
は

1
0
0
％

以
下

で
あ

れ
ば

、
財

務
的

に
安

全
と

言
え

る
。

受
託

工
事

収
益

を
除

い
た

営
業

収
益

の
年

度
平

均
の

固
定

資
産

額
に

対
す

る
割

合
を

回
数

で
示

し
、

1
年

間
に

固
定

資
産

額
の

何
倍

の
営

業
収

益
が

あ
っ

た
か

を
示

す
。

数
値

は
高

い
方

が
よ

い
。

給
水

量
の

有
形

固
定

資
産

に
対

す
る

値
で

、
大

き
い

ほ
ど

施
設

が
効

率
的

で
あ

る
こ

と
を

意
味

す
る

。
数

値
は

高
い

方
が

よ
い

。

職
員

一
人

当
り

持
っ

て
い

る
法

定
資

格
の

件
数

を
示

す
。

技
術

の
伝

承
、

専
門

知
識

を
有

す
る

水
道

技
術

者
の

確
保

、
育

成
を

行
う

上
で

の
目

安
と

な
る

。
数

値
は

よ
り

高
い

方
が

望
ま

し
い

。
持 　 　 　 　 　 続

水 道 文 化 ・ 技 術 の 継 承 と 発 展

流
動

資
産

の
流

動
負

債
に

対
す

る
割

合
で

、
事

業
の

財
務

安
全

性
を

示
す

。
1
0
0
％

を
下

回
っ

て
い

れ
ば

不
良

債
務

が
発

生
し

て
い

る
可

能
性

が
高

い
。

数
値

は
1
0
0
％

以
上

で
よ

り
高

い
方

が
安

全
で

あ
る

。

自
己

資
本

金
と

剰
余

金
の

合
計

額
の

負
債

・
資

本
合

計
額

に
対

す
る

割
合

で
、

財
務

の
安

全
性

を
示

す
。

数
値

は
高

い
方

が
財

務
的

に
安

全
で

あ
る

。

固
定

資
産

の
自

己
資

本
金

と
剰

余
金

の
合

計
額

に
対

す
る

割
合

で
、

自
己

資
本

金
が

ど
の

程
度

固
定

資
産

に
投

下
さ

れ
て

い
る

か
を

示
す

。

数
値

は
1
0
0
％

以
下

で
あ

れ
ば

、
財

務
面

で
安

定
的

と
言

え
る

。

分
　

　
類

業
　

　
　

　
　

　
務

　
　

　
　

　
　

指
　

　
　

　
　

　
標

指
　

標
　

値
　

の
　

見
　

方

指
　

　
　

標
　

　
　

名
定

　
　

　
　

　
　

義
解

　
　

　
　

　
説

職
員

一
人

当
た

り
メ

ー
タ

数
（
個

/
人

）
水

道
メ

ー
タ

総
数

÷
全

職
員

数

技
術

開
発

職
員

率
（
％

）
（
技

術
開

発
業

務
従

事
職

員
数

÷
全

職
員

数
）
×

１
０

０

技
術

開
発

費
率

（
％

）
（
技

術
開

発
費

÷
給

水
収

益
）
×

１
０

０

職
員

一
人

当
た

り
配

水
量

（
m

3
/
人

）
年

間
配

水
量

÷
全

職
員

数

内
部

研
修

時
間

（
時

間
）

（
職

員
が

内
部

研
修

を
受

け
た

時
間

・
人

数
）
÷

全
職

員
数

技
術

職
員

率
（
％

）
（
技

術
職

員
総

数
÷

全
職

員
数

）
×

１
０

０

水
道

業
務

経
験

年
数

度
（
年

/
人

）
全

職
員

の
水

道
業

務
経

験
年

数
÷

全
職

員
数

職
員

が
取

得
し

て
い

る
法

定
資

格
数

÷
全

職
員

数

固
定

資
産

使
用

効
率

（
ｍ

３
/
1
0
,0

0
0
円

）
（
給

水
量

÷
有

形
固

定
資

産
）
×

１
０

,０
０

０

外
部

研
修

時
間

（
時

間
）

（
職

員
が

外
部

研
修

を
受

け
た

時
間

・
人

数
）
÷

全
職

員
数

民
間

資
格

取
得

度
（
件

/
人

）
職

員
が

取
得

し
て

い
る

民
間

資
格

取
得

数
÷

全
職

員
数

職
員

資
格

取
得

度
（
件

/
人

）

〔
（
自

己
資

本
金

＋
剰

余
金

）
÷

負
債

・
資

本
合

計
〕
×

１
０

０

地 域 特 性 に あ っ た 運 営 基 盤 の 強 化

流
動

比
率

（
％

）
（
流

動
資

産
÷

流
動

負
債

）
×

１
０

０

固
定

資
産

回
転

率
（
回

）
（
営

業
収

益
－

受
託

工
事

収
益

）
÷

〔
（
期

首
固

定
資

産
＋

期
末

固
定

資
産

）
÷

２
〕

企
業

債
償

還
金

対
減

価
償

却
費

比
率

（
％

）
（
企

業
債

償
還

金
÷

当
年

度
減

価
償

却
費

）
×

１
０

０

固
定

比
率

（
％

）
〔
固

定
資

産
÷

（
自

己
資

本
金

＋
剰

余
金

）
〕
×

１
０

０

自
己

資
本

構
成

比
率

（
％

）
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番
号

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

3
1
1
1

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

0
.0

0
0

3
1
1
2

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

該
当

な
し

3
2
0
1

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
2
0
2

0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0

3
2
0
3

0
.0

0
.0

4
.7

9
.5

3
2
0
4

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
2
0
5

0
.4

0
.0

0
.0

0
.0

3
2
0
6

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
2
0
7

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
2
0
8

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
2
0
9

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
2
1
0

6
1
.7

8
9
.0

9
1
.5

8
3
.5

４
．

環
境

：
環

境
保

全
へ

の
貢

献

番
号

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

4
0
0
1

0
.0

4
0
.0

4
0
.0

4
0
.0

4

4
0
0
2

0
.1

0
.1

0
.1

0
.1

分
　

　
類

全
施

設
で

の
総

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

÷
年

間
配

水
量

取
水

か
ら

給
水

ま
で

1
m

3
の

水
を

送
水

す
る

ま
で

に
要

し
た

消
費

エ
ネ

ル
ギ

ー
量

を
示

す
。

環
境

負
荷

低
減

を
図

る
た

め
の

施
策

選
定

に
も

活
用

で
き

る
。

地 球 温 暖 化 防 止

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

取
水

か
ら

給
水

ま
で

1
m

3
の

水
を

送
水

す
る

ま
で

に
要

し
た

電
力

消
費

量
を

示
す

。
経

年
的

に
比

較
す

る
こ

と
で

環
境

保
全

へ
の

取
り

組
み

度
合

い
を

見
る

。

環 　 　 境

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

受
付

件
数

を
全

職
員

で
除

し
た

値
を

示
す

。
職

員
一

人
当

り
の

業
務

の
効

率
性

を
把

握
す

る
た

め
の

も
の

で
あ

る
。

業
務

を
委

託
し

て
い

る
場

合
や

、
職

員
数

が
多

い
と

き
は

数
値

は
低

く
な

る
。

年
間

の
監

査
請

求
数

で
法

令
に

基
づ

く
も

の
の

件
数

を
示

す
。

指
　

標
　

値
　

の
　

見
　

方

指
　

　
　

標
　

　
　

名
定

　
　

　
　

　
　

義
解

　
　

　
　

　
説

業
　

　
　

　
　

　
務

　
　

　
　

　
　

指
　

　
　

　
　

　
標

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

水
質

苦
情

件
数

の
給

水
件

数
に

対
す

る
値

に
1
,0

0
0
を

乗
じ

た
値

で
示

す
。

契
約

消
費

者
の

水
質

へ
の

満
足

度
を

示
す

。

水
道

料
金

苦
情

件
数

の
給

水
件

数
に

対
す

る
値

に
1
,0

0
0
を

乗
じ

た
値

で
示

す
。

水
道

サ
ー

ビ
ス

に
対

す
る

水
道

料
金

の
顧

客
満

足
度

を
示

す
。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

水
道

サ
ー

ビ
ス

苦
情

件
数

の
給

水
件

数
に

対
す

る
値

に
1
,0

0
0
を

乗
じ

た
値

で
示

す
。

モ
ニ

タ
人

数
の

給
水

人
口

に
対

す
る

値
に

1
,0

0
0
を

乗
じ

た
値

で
示

す
。

消
費

者
と

の
双

方
向

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

推
進

し
て

い
る

度
合

い
を

示
す

。
数

値
は

高
い

方
が

望
ま

し
い

。

ア
ン

ケ
ー

ト
回

答
人

数
の

給
水

人
口

に
対

す
る

値
に

1
,0

0
0
を

乗
じ

た
値

で
示

す
。

消
費

者
の

ニ
ー

ズ
の

収
集

実
行

度
を

示
す

。
数

値
は

高
い

方
が

望
ま

し
い

。

見
学

者
数

の
給

水
人

口
に

対
す

る
値

に
1
,0

0
0
を

乗
じ

た
値

で
示

す
。

開
か

れ
た

水
道

施
設

を
目

指
す

こ
と

と
関

係
が

深
い

。
数

値
は

高
い

方
が

望
ま

し
い

。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

消
費

者
の

何
％

が
水

道
水

を
飲

用
し

て
い

る
か

を
示

す
。

数
値

は
高

い
方

が
望

ま
し

い
。

広
報

誌
配

布
部

数
の

給
水

件
数

に
対

す
る

割
合

を
示

す
。

水
道

事
業

へ
の

理
解

や
透

明
性

の
確

保
等

を
目

的
に

行
っ

て
い

る
広

報
の

活
動

状
況

を
示

す
。

数
値

は
高

い
方

が
望

ま
し

い
。

公
傷

で
休

務
し

た
延

べ
人

・
日

数
の

全
職

員
数

と
年

間
公

務
日

数
を

乗
じ

た
日

数
に

対
す

る
割

合
で

、
水

道
事

業
体

の
安

全
衛

生
管

理
の

水
準

の
係

る
も

の
で

あ
る

。

定
　

　
　

　
　

　
義

解
　

　
　

　
　

説

持 　 　 　 　 　 続

水 道 文 化 ・ 技 術

監
査

請
求

数
（
件

）

水
道

サ
ー

ビ
ス

に
対

す
る

苦
情

割
合

（
件

/1
,0

00
件

）

水
道

事
業

に
関

わ
る

情
報

の
提

供
度

（
部

/
件

）

水
道

料
金

に
対

す
る

苦
情

割
合

（
件

/
1
,0

0
0
件

）

分
　

　
類

（
水

道
料

金
苦

情
件

数
÷

給
水

件
数

）
×

１
,０

０
０

（
水

道
サ

ー
ビ

ス
苦

情
件

数
÷

給
水

件
数

）
×

１
,０

０
０

水
質

に
対

す
る

苦
情

割
合

（
件

/
1
,0

0
0
件

）
（
水

質
苦

情
件

数
÷

給
水

件
数

）
×

１
,０

０
０

年
間

情
報

開
示

請
求

件
数

配
水

量
１

m
３
当

た
り

電
力

消
費

量
　

　
（
K
w

h
/
m

3
)

総
電

力
量

÷
年

間
配

水
量

配
水

量
１

m
３
当

た
り

消
費

エ
ネ

ル
ギ

ー
（
M

J
/
m

3
)

年
間

の
情

報
開

示
請

求
数

で
法

令
に

基
づ

く
も

の
の

件
数

を
示

す
。

職
員

一
人

当
た

り
受

付
件

数
（
件

/
人

）
受

付
件

数
÷

全
職

員
数

消 費 者 ニ ー ズ を ふ ま え た 給 水 サ ー ビ ス の 充 実

年
間

監
査

請
求

件
数

情
報

開
示

請
求

数
（
件

）

（
見

学
者

数
÷

給
水

人
口

）
×

１
,０

０
０

ア
ン

ケ
ー

ト
情

報
収

集
割

合
（
人

/
1
,0

0
0
人

）

広
報

誌
配

付
部

数
÷

給
水

件
数

モ
ニ

タ
割

合
（
人

/
1
,0

0
0
人

）
（
モ

ニ
タ

人
数

÷
給

水
人

口
）
×

１
,０

０
０

（
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

人
数

÷
給

水
人

口
）
×

１
,０

０
０

水
道

施
設

見
学

者
割

合
（
人

/
1
,0

0
0
人

）

直
接

飲
用

率
（
％

）
（
直

接
飲

用
回

答
数

÷
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

総
数

）
×

１
０

０

公
傷

率
（
％

）
〔
（
公

傷
で

休
務

し
た

延
べ

人
数

・
日

数
）
÷

（
全

職
員

数
×

年
間

公
務

日
数

）
〕
×

１
０

０

業
　

　
　

　
　

　
務

　
　

　
　

　
　

指
　

　
　

　
　

　
標

指
　

標
　

値
　

の
　

見
　

方

指
　

　
　

標
　

　
　

名
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番
号

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

4
0
0
3

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

4
0
0
4

-
-

-
-

4
0
0
5

4
3
2
.8

2
9
3
.0

4
3
3
.0

4
3
3
.2

4
0
0
6

1
7
.4

1
7
.0

1
5
.7

1
5
.6

水 循 環
4
1
0
1

-
-

-
-

５
．

管
理

：
水

道
シ

ス
テ

ム
の

適
正

な
実

行
・
業

務
運

営
及

び
維

持
管

理

番
号

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

5
0
0
1

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

5
0
0
2

4
3
4

4
3
4

4
3
4

4
3
4

5
0
0
3

9
.1

8
.7

8
.6

9
.1

5
0
0
4

0
.1

7
0
.1

4
0
.1

0
0
.1

0

5
0
0
5

0
.0

7
0
.0

3
0
.0

0
0
.0

0

5
0
0
6

1
1
.4

1
1
.7

1
1
.2

1
0
.3

5
0
0
7

0
.0

0
.4

1
.2

1
.2

5
0
0
8

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

5
0
0
9

－
－

－
－

浄
水

場
の

運
転

管
理

を
委

託
し

た
浄

水
能

力
の

総
浄

水
能

力
に

対
す

る
割

合
で

、
委

託
し

て
い

る
度

合
い

を
見

る
。

管 　 　 　 　 　 理

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

配
水

池
清

掃
実

施
率

（
％

）

数
値

は
高

低
だ

け
で

単
純

に
評

価
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。

検
針

を
委

託
し

た
水

道
メ

ー
タ

数
の

総
数

に
対

す
る

割
合

で
、

検
針

業
務

の
直

営
と

委
託

の
割

合
を

見
る

。
数

値
の

高
い

こ
と

は
職

員
の

減
に

つ
な

が
る

。

数
値

の
高

い
こ

と
は

職
員

の
減

に
つ

な
が

る
。

平
均

何
％

稼
働

し
て

い
る

か
を

示
し

、
数

値
の

高
低

で
評

価
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。

検
針

に
関

わ
る

誤
り

件
数

の
検

針
1
,0

0
0
件

に
対

す
る

誤
り

件
数

で
示

す
。

検
針

の
正

確
性

の
度

合
い

を
見

る
。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

検
針

請
求

に
関

わ
る

誤
り

件
数

の
検

針
請

求
1
,0

0
0
件

に
対

す
る

誤
り

件
数

で
示

す
。

料
金

請
求

の
正

確
性

の
度

合
い

を
見

る
。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

給
水

圧
力

が
適

正
範

囲
内

で
な

か
っ

た
測

定
点

数
と

日
数

が
年

間
で

全
体

の
測

定
点

に
対

し
て

何
箇

所
あ

っ
た

か
の

割
合

を
示

す
。

適
正

圧
力

の
維

持
は

給
水

サ
ー

ビ
ス

の
重

要
な

要
素

の
一

つ
で

あ
る

。

掃
除

し
た

配
水

池
容

量
の

全
配

水
池

容
量

に
対

す
る

割
合

で
、

配
水

池
の

管
理

状
況

を
把

握
し

、
安

全
で

良
質

な
水

を
供

給
す

る
。

年
間

で
稼

働
し

て
い

る
ポ

ン
プ

の
全

ポ
ン

プ
の

割
合

で
、

ポ
ン

プ
施

設
の

稼
働

度
を

見
る

。

年
度

末
に

納
入

さ
れ

て
い

な
い

金
額

の
総

料
金

収
入

額
に

対
す

る
割

合
を

示
す

。
経

年
的

に
比

較
す

る
こ

と
で

料
金

滞
納

の
度

合
い

を
見

る
。

（
誤

検
針

件
数

÷
検

針
総

件
数

）
×

１
,０

０
０

検
針

誤
り

割
合

（
件

/
1
,0

0
0
件

）

料
金

の
未

納
に

よ
り

給
水

停
止

を
実

施
し

た
件

数
の

給
水

件
数

1
,0

0
0
件

に
対

す
る

給
水

停
止

を
実

施
し

た
件

数
を

示
す

。
経

年
的

に
比

較
す

る
こ

と
で

料
金

滞
納

の
度

合
い

を
見

る
。

〔
最

近
５

年
間

に
清

掃
し

た
配

水
池

容
量

÷
（
配

水
池

総
容

量
÷

５
）
〕
×

１
０

０

地
下

水
揚

水
量

の
水

源
利

用
水

量
に

対
す

る
割

合
で

、
環

境
保

全
の

視
野

も
入

れ
て

広
く
考

え
る

べ
き

で
あ

る
。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

数
値

は
高

い
方

が
経

営
上

有
利

と
い

え
る

。

再
生

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

使
用

量
の

全
施

設
で

使
用

し
て

い
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

に
対

す
る

割
合

で
、

環
境

負
荷

低
減

に
対

す
る

取
り

組
み

、
環

境
保

全
度

を
示

す
。

数
値

は
高

い
方

が
よ

い
。

指
　

標
　

値
　

の
　

見
　

方
解

　
　

　
　

　
説

環 　 　 　 　 境分
　

　
類

（
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

設
備

の
電

力
使

用
量

÷
全

施
設

の
電

力
使

用
量

）
×

１
０

０

業
　

　
　

　
　

　
務

　
　

　
　

　
　

指
　

　
　

　
　

　
標

地
下

水
率

（
％

）
（
地

下
水

揚
水

量
÷

水
源

利
用

率
）
×

１
０

０

浄
水

発
生

土
の

有
効

利
用

率
（
％

）
（
有

効
利

用
土

量
÷

浄
水

発
生

土
量

）
×

１
０

０

指
　

　
　

標
　

　
　

名

浄
水

場
で

発
生

す
る

土
を

埋
め

立
て

な
ど

で
廃

棄
処

分
せ

ず
、

培
養

土
な

ど
と

し
て

利
用

し
て

い
る

量
の

全
発

生
度

量
の

対
す

る
割

合
で

、
環

境
保

全
へ

の
取

り
組

み
度

合
い

や
環

境
保

全
性

を
示

す
。

指
　

標
　

値
　

の
　

見
　

方

指
　

　
　

標
　

　
　

名
定

　
　

　
　

　
　

義
解

　
　

　
　

　
説

地 球 温 暖 化 防 止 、 環 境 保 全 な ど の 推 進

数
値

は
高

い
方

が
よ

い
。

水
道

工
事

で
発

生
す

る
土

、
A

s、
C

o
な

ど
を

埋
め

立
て

な
ど

で
廃

棄
処

分
せ

ず
、

再
利

用
し

て
い

る
量

の
全

建
設

副
産

物
量

の
対

す
る

割
合

で
、

環
境

保
全

へ
の

取
り

組
み

度
合

い
や

環
境

保
全

性
を

示
す

。

数
値

は
高

い
方

が
よ

い
。

配
水

し
た

水
1
m

3
当

た
り

水
道

事
業

と
し

て
何

ｇ
二

酸
化

炭
素

を
排

出
し

た
か

を
示

す
。

経
年

的
に

比
較

す
る

こ
と

で
環

境
負

荷
の

低
減

を
見

る
。

年
間

ポ
ン

プ
平

均
稼

働
率

（
％

）
〔
ポ

ン
プ

運
転

時
間

の
総

計
÷

（
ポ

ン
プ

総
台

数
×

年
間

日
数

×
２

４
）
〕
×

１
０

０

料
金

未
納

率
（
％

）
（
年

度
末

未
納

料
金

総
額

÷
総

料
金

収
入

額
）
×

１
０

０

料
金

請
求

誤
り

割
合

（
件

/
1
、

0
0
0
件

）
（
誤

料
金

請
求

件
数

÷
料

金
請

求
総

件
数

）
×

１
,０

０
０

適 正 な 実 行 ・ 業 務 運 営

検
針

委
託

率
（
％

）

〔
総

二
酸

化
炭

素
（
C

O
2
)排

出
量

÷
年

間
配

水
量

〕
×

１
０

６

建
設

副
産

物
の

リ
サ

イ
ク

ル
率

（
％

）
（
リ

サ
イ

ク
ル

さ
れ

た
建

設
副

産
物

量
÷

建
設

副
産

物
排

出
量

）
×

１
０

０

定
　

　
　

　
　

　
義

分
　

　
類

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
率

（
％

）

配
水

量
１

m
３
当

た
り

に
酸

化
炭

素
（
C

O
2
）
排

出
量

（
ｇ
・
C

O
2
/
m

3
)

業
　

　
　

　
　

　
務

　
　

　
　

　
　

指
　

　
　

　
　

　
標

給
水

圧
不

適
正

率
（
％

）
〔
適

正
な

範
囲

に
な

か
っ

た
圧

力
測

定
箇

所
・
日

数
÷

（
圧

力
測

定
箇

所
総

数
×

年
間

日
数

）
〕
×

１
０

０

数
値

は
高

い
方

が
よ

い
。

給
水

停
止

割
合

（
件

/
1
,0

0
0
件

）
（
給

水
停

止
件

数
÷

給
水

件
数

）
×

１
,０

０
０

浄
水

場
第

三
者

委
託

率
（
％

）
（
第

三
者

委
託

し
た

浄
水

場
能

力
÷

全
浄

水
場

能
力

）
×

１
０

０

（
委

託
し

た
水

道
メ

ー
タ

数
÷

水
道

メ
ー

タ
総

数
）
×

１
０

０

- 87 -



番
号

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

5
1
0
1

－
－

－
－

5
1
0
2

4
7
.3

4
6
.9

4
6
.3

4
6
.4

5
1
0
3

1
3
.0

1
.6

1
.6

1
.6

5
1
0
4

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

5
1
0
5

2
4
.7

3
.1

3
.0

3
.0

5
1
0
6

0
.1

0
.0

0
.0

0
.0

5
1
0
7

2
.0

2
.0

2
.0

2
.0

5
1
0
8

7
.4

7
.1

7
.0

7
.1

5
1
0
9

0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0

5
1
1
0

1
2
5
.0

1
2
5
.0

1
2
5
.0

1
2
5
.0

5
1
1
1

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

5
1
1
2

1
7
.1

1
7
.1

1
7
.0

1
6
.9

5
1
1
3

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

9
9
.6

5
1
1
4

3
.6

3
.6

3
.6

3
.6

5
1
1
5

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

６
．

国
際

：
我

が
国

の
経

験
の

海
外

移
転

に
よ

る
国

際
貢

献

番
号

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

技 術
6
0
0
1

0
0

0
0

交
流

6
1
0
1

0
0

0
0

数
値

は
高

い
方

が
望

ま
し

い
。

指
　

標
　

値
　

の
　

見
　

方

数
値

は
高

い
方

が
よ

い
。

年
間

で
点

検
し

た
消

火
栓

の
総

数
に

対
す

る
割

合
で

、
消

防
水

利
機

能
の

健
全

性
確

保
に

対
す

る
執

行
度

合
い

を
示

す
。

数
値

は
高

い
方

が
よ

い
。

排
水

管
延

長
1
km

当
た

り
に

対
す

る
消

火
栓

の
設

置
数

を
示

す
。

管
路

施
設

の
消

防
能

力
、

救
命

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

と
し

て
の

危
機

対
応

能
力

の
度

合
い

を
示

す
。

数
値

は
高

い
方

が
よ

い
。

解
　

　
　

　
　

説

人
的

交
流

の
件

数
で

示
す

。
数

値
は

高
い

方
が

望
ま

し
い

。

数
値

は
高

い
方

が
よ

い
。

貯
水

槽
水

道
総

数
に

対
す

る
調

査
・
指

導
の

割
合

を
示

す
。

水
道

事
業

者
の

貯
水

槽
に

対
す

る
関

与
の

度
合

い
を

表
す

。

協
力

し
た

人
数

と
滞

在
日

数
の

積
で

示
す

。

1
給

水
件

数
当

た
り

の
年

間
の

漏
水

量
を

示
す

。
事

業
効

率
を

表
す

。
数

値
は

低
い

方
が

よ
い

。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

電
気

設
備

な
ど

の
点

検
し

た
回

数
の

法
定

点
検

回
数

に
対

す
る

割
合

で
、

管
理

の
適

正
度

を
示

す
。

数
値

は
1
0
0
％

以
上

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

数
値

は
高

い
方

が
よ

い
。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

非
鋳

鉄
管

路
で

起
き

た
年

間
事

故
件

数
の

非
鋳

鉄
管

路
延

長
1
0
0
km

に
対

す
る

事
故

件
数

で
、

非
鋳

鉄
管

路
の

健
全

性
を

示
す

。
数

値
は

低
い

方
が

よ
い

。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

年
間

の
漏

水
量

の
配

水
量

に
対

す
る

割
合

で
、

事
業

効
率

を
表

す
。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

数
値

は
高

い
方

が
信

頼
性

は
よ

い
と

言
え

る
。

指
　

標
　

値
　

の
　

見
　

方

解
　

　
　

　
　

説

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

浄
水

場
が

事
故

で
過

去
1
0
年

間
に

停
止

し
た

件
数

の
総

浄
水

場
に

対
す

る
割

合
で

、
浄

水
場

の
安

定
度

を
示

す
。

数
値

は
低

い
方

が
よ

い
。

管 　 　 　 　 　 理 分
　

　
類

業
　

　
　

　
　

　
務

　
　

　
　

　
　

指
　

　
　

　
　

　
標

管
路

の
年

間
事

故
件

数
の

管
路

総
延

長
1
0
0
km

に
対

す
る

事
故

件
数

で
、

管
路

の
健

全
性

を
示

す
。

給
水

管
の

年
間

事
故

件
数

の
給

水
件

数
1
0
0
0
件

に
対

す
る

事
故

件
数

で
、

給
水

管
の

健
全

性
を

示
す

。
経

年
的

に
比

較
す

る
こ

と
で

水
道

事
業

者
の

積
極

的
関

与
の

度
合

い
を

見
る

。

断
水

・
濁

水
の

全
給

水
人

口
に

対
す

る
時

間
割

合
を

示
す

。

管
路

総
延

長
1
km

当
た

り
に

対
す

る
バ

ル
ブ

の
設

置
数

を
示

す
。

配
水

操
作

の
柔

軟
性

や
管

路
の

維
持

管
理

の
容

易
性

を
示

す
。

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

と
鋼

管
の

延
長

の
水

道
管

総
延

長
に

対
す

る
割

合
で

、
管

路
の

安
定

性
、

維
持

管
理

上
の

容
易

性
を

示
す

。

鋳
鉄

管
路

で
発

生
し

た
年

間
事

故
件

数
の

鋳
鉄

管
路

延
長

1
0
0
km

に
対

す
る

事
故

件
数

で
、

鋳
鉄

管
路

の
健

全
性

を
示

す
。

年
間

で
点

検
し

た
管

路
延

長
の

総
延

長
に

対
す

る
割

合
で

、
管

路
の

健
全

性
確

保
に

対
す

る
執

行
度

合
い

を
示

す
。

分
　

　
類

業
　

　
　

　
　

　
務

　
　

　
　

　
　

指
　

　
　

　
　

　
標

国 際 交 流

適 正 な 維 持 管 理

指
　

　
　

標
　

　
　

名
定

　
　

　
　

　
　

義

〔
（
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
延

長
＋

鋼
管

延
長

）
÷

管
路

総
延

長
〕
×

１
０

０

管
路

の
事

故
割

合
（
件

/
1
0
0
K

m
）

（
管

路
の

事
故

件
数

÷
管

路
総

延
長

）
×

１
０

０

浄
水

場
事

故
割

合
（
1
0
年

間
の

件
数

/
箇

所
）

１
０

年
間

の
浄

水
場

停
止

事
故

件
数

÷
浄

水
場

総
数

給
水

管
の

事
故

割
合

（
件

/
1
0
0
0
件

）
（
給

水
管

の
事

故
件

数
÷

給
水

件
数

）
×

１
０

０

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

・
鋼

管
率

（
％

）

漏
水

率
（
％

）
（
年

間
漏

水
量

÷
年

間
配

水
量

）
×

１
０

０

鉄
製

管
路

の
事

故
割

合
（
件

/
1
0
0
K

m
）

（
鉄

製
管

路
の

事
故

件
数

÷
鉄

製
管

路
総

延
長

）
×

１
０

０

非
鉄

製
管

路
の

事
故

割
合

（
件

/
1
0
0
K

m
）

（
非

鉄
製

管
路

の
事

故
件

数
÷

非
鉄

製
管

路
総

延
長

）
×

１
０

０

管
路

点
検

率
（
％

）
（
点

検
し

た
管

路
延

長
÷

管
路

総
延

長
）
×

１
０

０

設
備

点
検

実
施

率
（
％

）
（
電

気
・
計

装
・
機

械
設

備
等

の
点

検
回

数
÷

電
気

・
計

装
・
機

械
設

備
の

法
定

点
検

回
数

）
×

１
０

０

給
水

件
数

当
た

り
漏

水
量

（
m

3
/
年

/
件

）
年

間
漏

水
量

÷
給

水
件

数

断
水

・
濁

水
時

間
（
時

間
）

（
断

水
・
濁

水
時

間
×

断
水

・
濁

水
区

域
給

水
人

口
）
÷

給
水

人
口

消
火

栓
設

置
密

度
（
基

/
K

m
）

消
火

栓
数

÷
配

水
管

延
長

消
火

栓
点

検
率

（
％

）
（
点

検
し

た
消

火
栓

数
÷

消
火

栓
総

数
）
×

１
０

０

バ
ル

ブ
設

置
密

度
（
基

/
K

m
）

バ
ル

ブ
設

置
数

÷
管

路
総

延
長

国
際

交
流

数
（
件

）
年

間
人

的
交

流
件

数

国
際

技
術

等
協

力
度

（
人

・
週

）
人

的
技

術
等

協
力

者
数

×
滞

在
週

数

貯
水

槽
水

道
指

導
率

（
％

）
（
貯

水
槽

水
道

指
導

件
数

÷
貯

水
槽

水
道

総
数

）
×

１
０

０

指
　

　
　

標
　

　
　

名
定

　
　

　
　

　
　

義
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業
務

指
標

（
Ｐ

Ｉ）
算

出
の

た
め

の
デ

ー
タ

シ
ー

ト
（
１

）

１
．

安
心

：
す

べ
て

の
国

民
が

安
心

し
て

お
い

し
く
飲

め
る

水
道

水
の

供
給

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

0
.4

給
水

栓
で

年
間

に
測

定
さ

れ
た

濃
度

の
最

大
値

2
2

総
ト

リ
ハ

ロ
メ

タ
ン

最
大

濃
度

m
g/

L

0
.0

0
0
0
1

給
水

栓
で

年
間

に
測

定
さ

れ
た

濃
度

の
最

大
値

2
1

残
留

塩
素

水
質

管
理

目
標

値
m

g/
L

消
費

者
が

塩
素

臭
を

不
快

と
感

じ
な

く
な

る
残

留
塩

素
濃

度
０

．
４

M
g/

L

2
0

年
間

残
留

塩
素

最
大

濃
度

m
g/

L
0
.3

0
.0

0
0
0
0
0

厚
生

労
働

省
が

定
め

る
水

質
基

準
に

関
す

る
省

令
に

示
さ

れ
て

い
る

値

1
9

2
-
M

IB
水

質
基

準
値

m
g/

L
厚

生
労

働
省

が
定

め
る

水
質

基
準

に
関

す
る

省
令

に
示

さ
れ

て
い

る
値

1
8

ジ
ェ

オ
ス

ミ
ン

水
質

基
準

値
m

g/
L

0
.0

0
0
0
1

3
7
7

給
水

栓
で

年
間

に
測

定
さ

れ
た

濃
度

の
最

大
値

1
7

2
-
M

IB
最

大
濃

度
m

g/
L

給
水

栓
で

年
間

に
測

定
さ

れ
た

濃
度

の
最

大
値

1
6

ジ
ェ

オ
ス

ミ
ン

最
大

濃
度

m
g/

L
0
.0

0
0
0
0
0

0

年
間

の
一

項
目

で
も

基
準

値
等

を
満

足
し

な
い

回
数

（
原

則
と

し
て

給
水

栓
水

）

1
5

全
検

査
回

数
回

年
間

の
計

画
に

従
っ

て
水

質
検

査
を

し
た

回
数

（
原

則
と

し
て

給
水

栓
水

）

1
4

水
質

基
準

不
適

合
回

数
回

01

水
道

事
業

者
が

認
可

を
受

け
、

給
水

を
行

う
区

域
面

積

1
3

連
続

自
動

水
質

監
視

装
置

設
置

数
台

配
水

管
に

設
置

さ
れ

て
、

濁
度

、
色

度
、

残
留

塩
素

を
２

４
時

間
連

続
で

測
定

で
き

る
装

置
の

台
数

1
2

給
水

区
域

面
積

K
m

2
1
2
.8

9

-

年
間

に
行

う
原

水
の

水
質

検
査

項
目

数
監

視
頻

度
が

月
１

回
よ

り
少

な
い

項
目

数
を

引
用

す
る

場
合

は
、

＊
印

を
付

け
る

。

1
1

水
質

検
査

採
水

箇
所

数
箇

所
給

水
栓

の
毎

日
水

質
検

査
の

箇
所

数

1
0

原
水

水
質

監
視

項
目

数
項

目
--

自
己

の
水

道
水

の
水

源
流

域
に

水
源

の
涵

養
、

水
質

保
全

の
た

め
の

行
為

に
要

し
た

年
間

投
資

額

9
そ

の
流

域
か

ら
の

取
水

量
m

3
投

資
し

た
流

域
か

ら
の

年
間

の
取

水
量

で
、

地
下

水
の

取
水

量
は

含
ま

な
い

。

8
水

源
保

全
に

投
資

し
た

費
用

円
-

9
1
4
,4

3
9

水
道

事
業

体
が

単
独

で
管

理
し

て
い

る
全

て
の

水
源

水
量

で
あ

り
、

条
件

付
水

源
で

あ
っ

て
も

、
水

道
事

業
体

の
意

志
で

自
由

に
取

水
で

き
る

水
源

水
量

7
全

水
源

水
量

m
3
/
日

水
道

事
業

体
が

利
用

で
き

る
水

源
水

量
の

総
量

。
な

お
、

“
確

保
し

て
い

る
水

源
水

量
”
と

は
異

な
る

の
で

注
意

が
必

要
で

あ
る

。

6
自

己
保

有
水

源
水

量
m

3
/
日

-

3
,1

0
7

実
行

の
あ

る
水

利
権

水
量

、
井

戸
の

公
称

能
力

水
量

、
水

道
用

水
供

給
事

業
等

か
ら

の
契

約
受

水
量

等
か

ら
の

う
ち

、
い

つ
で

も
確

保
で

き
る

こ
と

が
保

障
さ

れ
て

い
る

水
量

（
浄

水
場

内
の

ロ
ス

率
等

に
よ

り
配

水
量

換
算

し
た

も
の

）
の

合
計

5
年

間
取

水
量

m
3

水
道

事
業

体
全

て
の

取
水

施
設

（
河

川
や

地
下

水
等

）
か

ら
取

水
さ

れ
た

年
間

の
総

水
量

9
7
7
,2

3
5

9
3
9
,6

9
8

9
5
5
,1

5
2

4

単
位

水
道

事
業

体
の

各
浄

水
場

出
口

か
ら

配
水

さ
れ

た
水

量
、

各
井

戸
か

ら
揚

水
さ

れ
た

水
量

等
の

年
間

合
計

量
を

、
年

間
日

数
で

除
し

た
も

の
で

、
井

戸
及

び
受

水
を

含
む

。
た

だ
し

、
緊

急
時

の
受

水
は

含
ま

な
い

。

2
確

保
し

て
い

る
水

源
水

量
m

3
/
日

4
,9

0
0

定
　

　
　

　
　

義

4
,9

0
0

4
,9

0
0

4
,9

0
0

水
道

事
業

体
の

各
浄

水
場

出
口

か
ら

配
水

さ
れ

た
水

量
、

各
井

戸
か

ら
揚

水
さ

れ
た

水
量

等
の

一
日

の
合

計
量

の
う

ち
、

年
間

の
最

大
の

も
の

。

配
水

量
の

う
ち

水
道

事
業

の
運

営
に

有
効

に
利

用
さ

れ
た

年
間

の
総

水
量

（
有

収
水

量
＋

無
収

水
量

）

2
,9

4
3

3
,0

0
3

番
号

項
　

　
目

m
3
/
日

1
一

日
平

均
配

水
量

m
3
/
日

3
一

日
最

大
配

水
量

年
間

有
効

水
量

m
3

8
7
7
,1

9
2

8
7
7
,0

6
3

-
-

-

2
,6

4
2

2
,5

4
8

2
,6

1
7

2
,6

6
9

-

-
-

-
-

1
2
.8

9
1
2
.8

9

0
0

-
-

1
1

0
.0

0
0
0
0
0

0
.0

0
0
0
0
0

0
.0

0
0
0
0
0

0
.0

0
0
0
0
0

0
0

3
7
7

3
7
7

0
.3

0
.3

0
.4

0
.4

0
.0

0
0
0
1

0
.0

0
0
0
1

0
.0

0
0
0
1

0
.0

0
0
0
1

0
.0

2
2

0
.0

1
6

0
.0

0
9

0
.0

1
7

-

1
2
.8

9

0 0

3
7
7

0
.0

0
0
0
0
0

3
,0

3
9

8
8
8
,1

1
4

9
6
4
,1

1
7

- -

0
.0

0
0
0
1

0
.0

0
0
0
1

0
.3

0
.4- - 1

0
.0

0
0
0
0
0
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H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

資
料

１
資

料
１

資
料

１
資

料
１

資
料

２
資

料
２

資
料

２
資

料
２

資
料

３
資

料
３

資
料

３
資

料
３

資
料

４
資

料
４

資
料

４
資

料
４

資
料

５
資

料
５

資
料

５
資

料
５

資
料

６
資

料
６

資
料

６
資

料
６

定
　

　
　

　
　

義

3
6
5

3
6
5

0
0

3
7

鉛
製

給
水

管
使

用
件

数
件

5
.0

0
.3

4

鉛
製

管
を

給
水

管
と

し
て

用
い

て
い

る
年

度
当

初
の

給
水

契
約

者
の

数
。

道
路

下
だ

け
で

な
く
、

メ
ー

タ
下

流
（
屋

内
配

管
）
の

件
数

を
含

め
た

も
の

で
あ

る
。

0

粉
末

活
性

炭
を

浄
水

処
理

と
し

て
投

入
し

た
日

数
。

複
数

の
施

設
が

あ
る

場
合

は
、

そ
の

１
箇

所
で

も
、

１
時

間
で

も
投

入
し

た
場

合
で

も
１

日
と

す
る

。

3
6

年
間

日
数

日
４

月
１

日
か

ら
翌

年
３

月
３

１
日

ま
で

の
日

数

3
5

年
間

活
性

炭
投

入
日

数
日

0

3
6
5

受
水

槽
を

介
さ

ず
、

配
水

管
の

水
圧

又
は

直
結

加
圧

ポ
ン

プ
に

よ
り

直
接

給
水

さ
れ

る
給

水
件

数
（
契

約
件

数
）
の

総
数

3
4

給
水

件
数

件
年

度
当

初
の

給
水

契
約

の
総

数
。

水
道

事
業

体
に

よ
っ

て
は

給
水

栓
数

と
い

う
と

こ
ろ

も
あ

る
。

3
3

直
結

給
水

件
数

件

2
,4

1
4

2
,3

4
8

各
消

毒
副

生
成

物
の

水
質

基
準

値
厚

生
労

働
省

が
定

め
る

各
消

毒
副

生
成

物
（
臭

素
酸

、
ク

ロ
ロ

酢
酸

、
ジ

ク
ロ

ロ
酢

酸
、

ト
リ

ク
ロ

ロ
酢

酸
、

ホ
ル

ム
ア

ル
デ

ヒ
ド

）
の

水
質

基
準

値

3
2

各
消

毒
副

生
成

物
の

最
大

濃
度

の
合

計
値

ー

給
水

栓
で

測
定

さ
れ

た
各

消
毒

副
生

成
物

（
臭

素
酸

、
ク

ロ
ロ

酢
酸

、
ジ

ク
ロ

ロ
酢

酸
、

ト
リ

ク
ロ

ロ
酢

酸
、

ホ
ル

ム
ア

ル
デ

ヒ
ド

）
の

年
間

最
大

濃
度

0
.0

0

3
1

各
有

機
塩

素
化

学
物

質
の

最
大

濃
度

の
合

計
値

ー

給
水

栓
で

測
定

さ
れ

た
各

有
機

塩
素

化
学

物
質

（
四

塩
化

炭
素

、
1
,1

-
ジ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
、

ジ
ク

ロ
ロ

メ
タ

ン
、

シ
ス

-
1
,2

-
ジ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
、

テ
ト

ラ
ク

ロ
ロ

エ
チ

レ
ン

、
ト

リ
ク

ロ
ロ

エ
チ

レ
ン

、
ベ

ン
ゼ

ン
、

1
,2

-
ジ

ク
ロ

ロ
エ

タ
ン

、
1
,1

,2
-
ト

リ
ク

ロ
ロ

エ
タ

ン
）
の

年
間

最
大

濃
度

各
有

機
塩

素
化

学
物

質
の

水
質

基
準

値
厚

生
労

働
省

が
定

め
る

各
有

機
塩

素
化

学
物

質
（
四

塩
化

炭
素

、
1
,1

-
ジ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
、

ジ
ク

ロ
ロ

メ
タ

ン
、

シ
ス

-
1
,2

-
ジ

ク
ロ

ロ
エ

チ
レ

ン
、

テ
ト

ラ
ク

ロ
ロ

エ
チ

レ
ン

、
ト

リ
ク

ロ
ロ

エ
チ

レ
ン

、
ベ

ン
ゼ

ン
、

1
,2

-
ジ

ク
ロ

ロ
エ

タ
ン

、
1
,1

,2
-
ト

リ
ク

ロ
ロ

エ
タ

ン
）
の

水
質

基
準

値

0
.0

0
0
.0

0
0
.0

0

3
0

各
有

機
物

質
の

最
大

濃
度

の
合

計
値

ー
給

水
栓

で
測

定
さ

れ
た

各
有

機
物

質
（
陰

イ
オ

ン
界

面
活

性
剤

、
非

イ
オ

ン
界

面
活

性
剤

、
フ

ェ
ノ

ー
ル

類
、

色
度

）
の

年
間

最
大

濃
度

各
有

機
物

質
の

水
質

基
準

値
厚

生
労

働
省

が
定

め
る

各
有

機
物

質
（
陰

イ
オ

ン
界

面
活

性
剤

、
非

イ
オ

ン
界

面
活

性
剤

、
フ

ェ
ノ

ー
ル

類
、

色
度

）
の

水
質

基
準

値
0
.0

0
0
.0

0

0
.0

0

2
9

各
無

機
物

質
の

最
大

濃
度

の
合

計
値

ー

各
重

金
属

の
最

大
濃

度
2
8

の
合

計
値

2
7

測
定

し
た

農
薬

数

給
水

栓
で

測
定

さ
れ

た
各

無
機

物
質

（
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
及

び
そ

の
化

合
物

、
塩

化
物

イ
オ

ン
、

カ
ル

シ
ウ

ム
、

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

等
（
硬

度
）
、

鉄
及

び
そ

の
化

合
物

、
マ

ン
ガ

ン
及

び
そ

の
化

合
物

、
ナ

ト
リ

ウ
ム

及
び

そ
の

化
合

物
）
の

年
間

最
大

濃
度

各
無

機
質

の
水

質
基

準
値

厚
生

労
働

省
が

定
め

る
各

無
機

物
質

（
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
及

び
そ

の
化

合
物

、
塩

化
物

イ
オ

ン
、

カ
ル

シ
ウ

ム
、

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

等
（
硬

度
）
、

鉄
及

び
そ

の
化

合
物

、
マ

ン
ガ

ン
及

び
そ

の
化

合
物

、
ナ

ト
リ

ウ
ム

及
び

そ
の

化
合

物
）
の

水
質

基
準

値

ー

給
水

栓
で

測
定

さ
れ

た
各

重
金

属
（
カ

ド
ミ

ウ
ム

及
び

そ
の

化
合

物
、

水
銀

及
び

そ
の

化
合

物
、

セ
レ

ン
及

び
そ

の
化

合
物

、
鉛

及
び

そ
の

化
合

物
、

ヒ
素

及
び

そ
の

化
合

物
、

六
価

ク
ロ

ム
化

合
物

）
の

年
間

最
大

濃
度

各
重

金
属

の
水

質
基

準
値

各
農

薬
の

年
間

測
定

最
大

値
：
測

定
を

実
施

し
た

各
農

薬
の

そ
れ

ぞ
れ

の
年

間
の

最
大

値

厚
生

労
働

省
が

定
め

る
各

重
金

属
（
カ

ド
ミ

ウ
ム

及
び

そ
の

化
合

物
、

水
銀

及
び

そ
の

化
合

物
、

セ
レ

ン
及

び
そ

の
化

合
物

、
鉛

及
び

そ
の

化
合

物
、

ヒ
素

及
び

そ
の

化
合

物
、

六
価

ク
ロ

ム
化

合
物

）
の

水
質

基
準

値

各
農

薬
の

水
質

管
理

目
標

値
：
厚

生
労

働
省

に
よ

る
通

知
に

示
さ

れ
て

い
る

各
農

薬
の

目
標

値

各
農

薬
の

年
間

測
定

最
大

濃
度

の
合

計
値

ー
-

-
-

-
各

農
薬

の
水

質
管

理
目

標
値

給
水

栓
等

で
年

間
に

測
定

さ
れ

た
有

機
物

濃
度

の
最

大
値

厚
生

労
働

省
が

定
め

る
水

質
基

準
に

関
す

る
省

令
に

示
さ

れ
て

い
る

値

測
定

す
る

農
薬

の
項

目
数

は
、

地
域

ご
と

の
状

況
を

勘
案

し
て

選
定

す
る

。
0

5
.0

0
.8

2
3

総
ト

リ
ハ

ロ
メ

タ
ン

濃
度

水
質

基
準

値

単
位

m
g/

L
厚

生
労

働
省

が
定

め
る

水
質

基
準

に
関

す
る

省
令

に
示

さ
れ

て
い

る
値

2
4

有
機

物
最

大
濃

度
m

g/
L

番
号

項
　

　
目

2
5

有
機

物
水

質
基

準
値

m
g/

L

項
目

2
6

0
.1

0
0

0
.1

0
0

0
.1

0
0

0
.1

0
0

0
.0

0
0
.0

0

0
.2

4
0
.2

3

0
.0

0

0
.8

0
.5

3
.0

0
0

2
,4

2
4

2
,4

5
4

0
0

0
.0

0

0
.0

0

2
,3

9
4

2
,4

4
4

0
.0

0
0
.0

0

2
,3

5
2

2
,3

9
2

00
.4

3
.0

0
.0

0

3
6
6

0

0
.2

3

0
.0

0

- 90 -



２
．

安
定

：
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
安

定
的

に
生

活
用

水
を

確
保

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

資
料

７
資

料
７

資
料

７
資

料
７

1
5

1
5

1
5

1
5

資
料

７
資

料
７

資
料

７
資

料
７

2
8

2
8

2
8

2
8

資
料

８
資

料
８

資
料

８
資

料
８

1
0

1
2

資
料

８
資

料
８

資
料

８
資

料
８

1
,0

5
8

1
,0

6
3

1
,0

6
7

1
,0

7
3

定
　

　
　

　
　

義
番

号
項

　
　

目
単

位

2
,6

1
7

3
2
0

3
2
0

8
,4

6
1

8
,4

6
3

2
,5

4
8

2
,4

2
0

2
,4

2
0

幹
線

管
路

の
事

故
件

数
件

0

新
設

管
路

延
長

K
m

0
.0 -

年
間

に
発

生
し

た
幹

線
に

分
類

さ
れ

る
導

水
管

、
送

水
管

、
配

水
本

管
の

管
路

事
故

件
数

2
3

2
0

バ
ル

ブ
設

置
数

基
導

・
送

・
配

水
管

に
設

置
さ

れ
て

い
る

全
て

の
バ

ル
ブ

数
（
仕

切
弁

、
空

気
弁

、
排

水
弁

、
減

圧
弁

、
流

量
制

御
弁

等
）
。

た
だ

し
、

消
火

栓
は

含
め

な
い

。
年

間
に

新
た

に
布

設
し

た
導

・
送

・
配

水
管

の
延

長
で

、
布

設
替

え
や

増
径

は
含

め
な

い
。

な
お

、
道

路
の

片
側

に
布

設
さ

れ
て

い
て

、
新

た
に

反
対

側
に

道
路

拡
幅

等
で

布
設

さ
れ

る
場

合
は

新
設

と
す

る
。

2
2

年
間

水
源

水
質

事
故

件
数

件
年

間
に

表
流

水
・
井

戸
を

問
わ

ず
、

油
や

廃
液

の
流

出
や

農
薬

、
化

学
肥

料
等

に
よ

り
水

源
が

汚
染

さ
れ

、
取

水
停

止
に

な
る

こ
と

及
び

取
水

停
止

に
な

る
恐

れ
が

あ
る

件
数

2
1

年
間

に
既

設
管

路
内

面
の

ラ
イ

ニ
ン

グ
補

修
を

行
っ

た
導

・
送

・
配

水
管

の
延

長

1
9

更
新

さ
れ

た
バ

ル
ブ

数
基

導
・
送

・
配

水
管

に
設

置
さ

れ
て

い
て

、
年

間
に

更
新

さ
れ

た
バ

ル
ブ

数

1
8

更
生

さ
れ

た
管

路
延

長
K
m

0
.0

0
.0

1
7

更
新

さ
れ

た
管

路
延

長
K
m

布
設

替
え

及
び

管
路

内
配

管
（
Ｐ

ＩＰ
）
等

に
よ

り
年

間
に

更
新

さ
れ

た
導

・
送

・
配

水
管

の
延

長
0
.2

0
.0

0

地
方

公
営

企
業

法
施

行
規

則
第

７
条

及
び

第
８

条
関

連
の

別
表

第
二

号
の

耐
用

年
数

で
あ

る
４

０
年

を
超

え
て

い
る

管
路

1
6

管
路

総
延

長
K
m

実
際

に
供

用
し

て
い

る
導

水
管

、
送

水
管

、
配

水
管

の
総

延
長

。
た

だ
し

、
管

理
し

て
い

て
も

、
使

用
廃

止
管

は
含

ま
な

い
。

1
5

法
定

耐
用

年
数

を
超

え
た

管
路

延
長

K
m

4
.5

6
1
.7

1
4

電
気

・
機

械
設

備
の

総
数

台

-
-

水
道

事
業

体
あ

る
い

は
水

道
用

水
供

給
事

業
体

が
所

有
す

る
浄

水
場

の
電

気
・
機

械
設

備
の

総
数

地
方

公
営

企
業

法
施

行
規

則
第

７
条

及
び

第
８

条
関

連
の

別
表

第
二

号
の

耐
用

年
数

で
、

コ
ン

ク
リ

－
ト

構
造

物
（
浄

水
施

設
）
の

法
定

耐
用

年
数

は
６

０
年

と
さ

れ
て

い
る

。

1
3

経
年

化
年

数
を

超
え

て
い

る
電

気
・
機

械
設

備
数

台
地

方
公

営
企

業
法

施
行

規
則

第
７

条
及

び
第

８
条

関
連

の
別

表
第

二
号

の
耐

用
年

数
を

超
え

て
い

る
浄

水
場

の
電

気
・
機

械
設

備
の

数
の

合
計

1
2

法
定

耐
用

年
数

を
超

え
た

浄
水

施
設

能
力

m
3
/
日

-

１
－

１
２

と
同

じ

1
1

水
道

メ
ー

タ
数

個
水

道
事

業
体

が
管

理
し

て
い

る
水

道
メ

ー
タ

の
総

数

1
0

給
水

区
域

面
積

K
m

2
1
2
.8

9

2
,4

1
4

給
水

区
域

内
に

居
住

す
る

総
人

口
。

た
だ

し
、

給
水

区
域

外
か

ら
の

通
勤

者
や

観
光

客
は

含
め

な
い

。

9
配

水
管

延
長

K
m

配
水

池
等

か
ら

浄
水

を
各

供
給

地
点

ま
で

供
給

す
る

配
水

管
の

総
延

長

8
給

水
区

域
内

人
口

人
8
,6

4
0

6
1
.1

年
間

浄
水

量
の

う
ち

、
最

も
大

き
い

実
績

値

7
年

間
給

水
制

限
日

数
日

渇
水

時
の

給
水

の
公

平
性

確
保

や
水

道
施

設
の

事
故

時
等

の
た

め
に

、
減

圧
等

に
よ

り
年

間
に

給
水

を
制

限
し

た
日

数

6
一

日
最

大
浄

水
量

m
3
/
日

3
,1

0
7

1
5

１
－

１
と

同
じ

5
全

浄
水

施
設

能
力

m
3
/
日

現
在

の
浄

水
場

一
日

当
た

り
実

質
浄

水
能

力
の

総
和

。
た

だ
し

、
実

際
に

故
障

、
補

修
で

使
用

で
き

な
い

能
力

は
除

く
。

4
一

日
平

均
配

水
量

m
3
/
日

2
,6

6
9

4
,9

0
0

災
害

用
の

応
急

給
水

槽
の

合
計

容
量

3
給

水
人

口
人

年
度

当
初

に
給

水
区

域
内

に
居

住
し

、
当

該
水

道
事

業
に

よ
り

給
水

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
て

い
る

総
人

口
。

た
だ

し
、

給
水

区
域

外
か

ら
の

通
勤

者
や

観
光

客
は

給
水

人
口

に
含

め
な

い
。

2
緊

急
貯

水
槽

容
量

m
3

3
2
0

8
,5

5
6

1
配

水
池

総
容

量
m

3
浄

水
池

、
配

水
池

、
配

水
塔

及
び

緊
急

貯
水

槽
の

合
計

容
量

（
有

効
容

量
）

2
,4

2
0

8
,5

5
2

8
,5

2
5

2
,9

4
3

3
,0

0
3

0
0

4
,9

0
0

4
,9

0
0

1
2
.8

9
1
2
.8

9

2
,4

2
4

2
,4

5
4

6
1
.3

6
2
.5

6
2
.2

6
3
.0 0

0
.2

0
.8

4
.5

4
.5

-
-

0
0

2
,4

4
4

2
,4

2
0

2
,6

4
2

3
2
0

8
,4

6
1

4
.5

4
,9

0
0

3
,0

3
9

0

8
,5

2
1

--

6
3
.3

1
2
.8

9

0

6
3
.6

0
.1 0 0
.6
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H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

資
料

９
資

料
９

資
料

９
資

料
９

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

資
料

９
資

料
９

資
料

９
資

料
９

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

資
料

１
０

資
料

１
０

資
料

１
０

資
料

１
０

2
,1

0
0

2
,1

0
0

2
,1

0
0

2
,1

0
0

資
料

１
１

資
料

１
１

資
料

１
１

資
料

１
１

資
料

１
１

資
料

１
１

資
料

１
１

資
料

１
１

資
料

１
２

資
料

１
２

資
料

１
２

資
料

１
２

資
料

１
２

資
料

１
２

資
料

１
２

資
料

１
２

資
料

１
３

資
料

１
３

資
料

１
３

資
料

１
３

資
料

１
３

資
料

１
３

資
料

１
３

資
料

１
３

番
号

項
　

　
目

単
位

定
　

　
　

　
　

義

2
,4

4
4

2
,4

1
4

4

年
間

で
凍

結
に

よ
り

破
裂

し
た

給
水

装
置

の
延

べ
数

4
7

給
水

件
数

件
１

－
３

４
に

同
じ

4
6

給
水

装
置

の
年

間
凍

結
件

数
件

0

浄
水

施
設

、
ポ

ン
プ

施
設

等
の

設
備

の
運

転
に

必
要

な
電

力
（
契

約
電

力
と

自
家

発
電

設
備

容
量

）
の

総
和

遠
隔

で
施

設
の

異
常

を
検

知
で

き
る

警
報

設
備

（
テ

レ
ビ

監
視

設
備

IT
V

を
含

む
）
が

あ
る

施
設

数
）

4
5

全
施

設
数

件
事

務
所

、
浄

水
場

、
ポ

ン
プ

所
、

ポ
ン

プ
塔

、
配

水
池

等
の

施
設

の
全

数

4
4

警
報

付
施

設
数

件
2

車
載

用
給

水
タ

ン
ク

の
総

容
量

m
3

3

4
3

当
該

設
備

の
電

力
総

容
量

K
W

給
水

車
数

台
0 2
0

応
急

給
水

に
使

用
す

る
給

水
車

及
び

車
載

用
の

給
水

タ
ン

ク
の

総
容

量
。

た
だ

し
、

ウ
オ

ー
タ

ー
バ

ル
ー

ン
は

含
ま

な
い

。

4
2

自
家

用
発

電
設

備
容

量
K
W

浄
水

を
供

給
す

る
た

め
に

必
要

な
浄

水
施

設
、

ポ
ン

プ
施

設
等

に
導

入
さ

れ
て

い
る

自
家

発
電

設
備

の
容

量
で

、
整

備
不

良
で

稼
働

で
き

な
い

発
電

設
備

な
ど

は
除

く
。

4
1

3
8

一
日

使
用

量
t/

日
又

は
K
L
/
日

自
家

発
電

設
備

を
定

格
で

稼
働

さ
せ

た
場

合
に

、
一

日
で

消
費

す
る

量

常
時

待
機

し
、

緊
急

時
に

は
い

つ
で

も
出

動
で

き
る

水
道

事
業

体
保

有
（
契

約
車

は
含

ま
な

い
）
の

給
水

車
の

車
両

数
。

な
お

、
タ

ン
ク

の
容

量
は

１
m

３
以

上
を

対
象

と
す

る
。

4
0

可
搬

ポ
リ

タ
ン

ク
・
ポ

リ
パ

ッ
ク

数
個

常
時

備
蓄

品
と

し
て

確
保

し
て

あ
り

、
い

つ
で

も
利

用
で

き
る

状
態

に
あ

る
ポ

リ
タ

ン
ク

・
ポ

リ
パ

ッ
ク

の
数

。
ポ

リ
タ

ン
ク

・
ポ

リ
パ

ッ
ク

の
容

量
は

、
３

～
１

８
L
程

度
と

す
る

。

3
9

3
6

一
日

平
均

使
用

量
t/

日
又

は
K
L
/
日

年
間

で
使

用
し

た
量

を
、

そ
の

間
の

日
数

で
除

し
た

値

3
7

平
均

燃
料

貯
蔵

量
ｔ　

又
は

K
L

燃
料

貯
蔵

槽
の

貯
蔵

し
て

い
る

貯
蔵

量
の

年
間

平
均

。
燃

料
と

は
、

自
家

発
電

設
備

を
稼

働
す

る
た

め
の

油
類

を
い

う
。

導
・
送

・
配

水
管

に
お

け
る

離
脱

防
止

機
構

付
継

ぎ
手

を
有

す
る

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

、
鋼

管
（
溶

接
継

ぎ
手

）
及

び
水

道
配

水
用

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
（
高

密
度

、
熱

融
着

継
ぎ

手
）
の

総
延

長

3
5

平
均

薬
品

貯
蔵

量
ｔ　

又
は

K
L

薬
品

と
は

、
浄

水
処

理
用

の
凝

集
剤

及
び

塩
素

剤
を

い
う

。
　

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 薬

品
貯

蔵
槽

に
貯

蔵
し

て
い

る
貯

蔵
量

の
年

間
平

均
量

3
4

耐
震

管
延

長
K
m

1
.2

1
.2

水
道

施
設

耐
震

工
法

指
針

に
定

め
る

レ
ベ

ル
２

，
ラ

ン
ク

Ａ
の

耐
震

基
準

で
設

計
さ

れ
て

い
る

も
の

、
又

は
調

査
の

結
果

、
こ

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

と
判

断
さ

れ
た

も
の

を
指

す
。

3
2

全
ポ

ン
プ

所
能

力
m

3
/
日

ポ
ン

プ
を

設
置

し
て

取
水

、
導

水
、

送
水

、
配

水
を

行
う

施
設

の
能

力

3
3

耐
震

対
策

の
施

さ
れ

て
い

る
配

水
池

容
量

m
3

水
道

施
設

耐
震

工
法

指
針

に
定

め
る

レ
ベ

ル
２

，
ラ

ン
ク

Ａ
の

耐
震

基
準

で
設

計
さ

れ
て

い
る

も
の

、
又

は
調

査
の

結
果

、
こ

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

と
判

断
さ

れ
た

も
の

を
指

す
。

受
水

側
浄

水
能

力
m

3
/
日

- -

3
1

耐
震

対
策

の
施

さ
れ

て
い

る
ポ

ン
プ

所
能

力
m

3
/
日

応
急

給
水

配
水

池
・
緊

急
貯

水
総

数
箇

所
7 -

原
水

を
受

け
入

れ
る

浄
水

場
の

浄
水

能
力

の
合

計

3
0

耐
震

対
策

の
施

さ
れ

て
い

る
浄

水
施

設
能

力
m

3
/
日

水
道

施
設

耐
震

工
法

指
針

に
定

め
る

レ
ベ

ル
２

，
ラ

ン
ク

Ａ
の

耐
震

基
準

で
設

計
さ

れ
て

い
る

も
の

、
又

は
調

査
の

結
果

、
こ

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

と
判

断
さ

れ
た

も
の

を
指

す
。

2
9

事
故

時
配

水
量

m
3
/
日

2
,1

0
0

8
,3

3
8

応
急

給
水

設
備

に
よ

り
応

急
給

水
が

で
き

る
配

水
池

、
配

水
塔

及
び

緊
急

貯
水

槽
な

ど
の

設
置

数

2
8

原
水

融
通

能
力

m
3
/
日

系
統

間
の

原
水

連
絡

管
に

よ
る

系
統

変
更

可
能

原
水

量
の

実
質

能
力

2
7

6
.5

最
大

浄
水

場
が

２
４

時
間

全
面

停
止

し
た

場
合

の
配

水
量

、
ま

た
は

、
最

大
ポ

ン
プ

所
が

２
４

時
間

全
面

停
止

し
た

場
合

の
配

水
量

の
少

な
い

方

2
6

事
故

時
給

水
人

口
人

浄
水

場
が

２
４

時
間

全
面

停
止

し
た

場
合

の
人

口
、

ま
た

は
、

最
大

ポ
ン

プ
所

が
２

４
時

間
全

面
停

止
し

た
場

合
で

給
水

で
き

な
い

人
口

の
多

い
方

2
5

2
4

幹
線

管
路

延
長

K
m

事
故

時
の

影
響

が
大

き
い

管
路

で
あ

る
導

水
管

、
送

水
管

、
配

水
本

管
な

ど
幹

線
に

分
類

さ
れ

て
い

る
管

路
の

総
延

長
6
.5

7
.3

-
-

-
-

8
,2

5
2

8
,4

5
9

7
7

2
0

2
0

3
3

-
-

0
02
.0

0
0

2
,4

2
4

2
,4

5
4

2
2

4
4

7
.3

2
,1

0
0

2
,1

0
0

2
,1

0
0

-

2
.0 0 2
0

8
,4

4
0

- - 3 2 4 0
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３
．

持
続

：
い

つ
ま

で
も

安
心

で
き

る
水

を
安

定
し

て
供

給

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

定
　

　
　

　
　

義
番

号
項

　
　

目
単

位

年
間

の
料

金
徴

収
の

対
象

と
な

っ
た

水
量

及
び

他
会

計
等

か
ら

の
収

入
の

あ
っ

た
水

量

2
3

1
8
5
,4

0
2
,8

4
9

1
7
3
,2

7
4
,3

6
6

1
8
2
,6

6
2,

3
2
2

年
間

の
主

た
る

営
業

活
動

か
ら

生
じ

る
費

用

1

経
常

費
用

円
年

間
の

営
業

費
用

と
営

業
外

費
用

の
合

計

2
2

有
収

水
量

m
3

9
1
4
,4

3
9

1
9
5
,6

8
8
,1

5
3

年
間

の
有

収
水

量
１

m
３

当
た

り
に

得
て

い
る

収
益

2
1

給
水

原
価

円
/
m

3
年

間
の

有
収

水
量

１
m

３
当

た
り

の
生

産
に

発
生

す
る

費
用

2
0

供
給

単
価

円
/
m

3
2
1
0
.8

2
1
4
.0

建
設

改
良

に
充

て
る

た
め

に
発

行
し

た
企

業
債

の
当

該
年

度
償

還
金

（
借

換
債

は
除

く
）

1
9

企
業

債
残

高
円

建
設

改
良

に
充

て
る

た
め

に
発

行
し

た
企

業
債

の
未

償
還

残
高

1
8

企
業

債
償

還
金

円
3
,0

8
9
,3

3
4

3
4
,5

7
4
,6

5
7

年
間

に
支

払
っ

た
企

業
債

の
利

息

1
7

減
価

償
却

費
円

年
間

の
費

用
と

さ
れ

る
固

定
資

産
の

減
価

額
（
当

年
度

償
却

額
）

1
6

企
業

債
利

息
円

1
,4

8
3
,9

2
4

3
5
,9

3
8
,7

6
7

年
間

の
そ

の
給

与
の

全
部

若
し

く
は

半
分

以
上

を
損

益
鑑

定
か

ら
支

払
わ

れ
る

年
度

末
に

お
け

る
職

員
の

数

1
5

職
員

給
与

費
円

年
間

の
損

益
勘

定
所

属
職

員
に

関
わ

る
費

用
を

い
い

、
直

接
人

件
費

（
給

与
、

手
当

）
と

間
接

人
件

費
（
法

定
福

利
費

、
退

職
給

与
金

、
厚

生
費

な
ど

）
の

合
計

1
4

損
益

勘
定

所
属

職
員

数
人

3

1
7
,4

2
5
,3

1
3

年
間

の
企

業
債

、
出

資
金

、
国

庫
（
県

）
補

助
金

、
工

事
負

担
金

な
ど

の
合

計

1
3

給
水

収
益

円
年

間
の

営
業

収
益

の
一

つ
で

、
公

の
施

設
と

し
て

の
水

道
施

設
の

使
用

に
つ

い
て

徴
収

す
る

年
間

の
使

用
料

（
料

金
）
の

合
計

1
2

資
本

的
収

入
円

0

1
9
2
,7

1
4
,0

2
5

年
間

の
営

業
収

益
、

営
業

外
収

益
及

び
特

別
利

益
の

合
計

（
総

収
益

と
同

じ
）

1
1

資
本

勘
定

繰
入

金
円

年
間

の
他

会
計

か
ら

の
資

本
的

繰
入

金
（
他

会
計

出
資

金
・
補

助
金

）

1
0

収
益

的
収

入
円

2
0
0
,7

8
5
,4

1
9

0

年
間

に
給

水
装

置
の

新
設

又
は

修
繕

な
ど

、
法

で
定

め
ら

れ
た

水
道

施
設

以
外

の
工

事
を

行
っ

た
際

の
対

価
と

し
て

受
け

取
る

収
入

9
損

益
勘

定
繰

入
金

円
年

間
の

他
会

計
か

ら
の

収
益

的
収

入
（
他

会
計

補
助

金
）

8
受

託
工

事
収

益
円

0 0

年
間

の
営

業
費

用
、

営
業

外
費

用
及

び
特

別
損

失
の

合
計

7
累

積
欠

損
金

円
営

業
活

動
の

結
果

生
じ

た
欠

損
金

が
当

該
年

度
で

処
理

で
き

ず
に

、
多

年
度

に
わ

た
っ

て
累

積
し

た
も

の

6
総

費
用

円
1
9
5
,6

8
8
,1

5
3

0

年
間

の
金

融
財

務
活

動
に

要
す

る
費

用
及

び
主

た
る

営
業

活
動

以
外

の
活

動
か

ら
生

じ
る

費
用

（
支

払
利

息
、

繰
延

勘
定

償
却

な
ど

）

5
総

収
益

円
年

間
の

営
業

収
益

、
営

業
外

収
益

及
び

特
別

利
益

の
合

計

4
営

業
外

費
用

円
1
,5

3
4
,0

7
4

2
0
0
,7

8
5
,4

1
9

3
営

業
外

収
益

円
年

間
の

主
た

る
営

業
活

動
以

外
の

財
務

活
動

か
ら

生
じ

る
収

入
〔
受

取
利

息
及

び
配

当
金

、
国

庫
（
県

）
補

助
金

、
他

会
計

補
助

金
な

ど
〕

2
営

業
費

用
円

1
9
4
,1

5
4
,0

7
9

7
,5

5
5
,6

2
6

4
,3

3
6
,6

8
0

営
業

収
益

円
年

間
の

主
た

る
営

業
活

動
と

し
て

行
う

財
貨

・
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

の
対

価
と

し
て

の
収

入
1
9
3
,2

2
9
,7

9
3

1
8
2
,0

3
6
,1

7
8

1
8
2
,6

7
9
,7

3
6

1
8
7
,5

6
8
,1

4
8

1
9
1
,8

7
2
,4

7
5

1
8
8
,8

8
9
,4

1
9

1
7
4
,5

8
0
,4

8
6

5
,5

3
1
,9

7
0

9
,1

9
2
,7

3
9

3
,4

8
6
,5

7
0

1
,3

0
3
,8

6
0

0
0

1
8
7
,5

6
8
,1

4
8

1
9
1
,8

7
2
,4

7
5

1
,6

4
6
,4

0
6

0

0
0

1
8
0
,9

0
3
,5

5
4

1
8
2
,0

8
2
,2

1
7

2
2

0
0

4
2
,5

0
0
,0

0
0

2
,3

4
0
,0

0
0

4
0
,5

6
4
,1

5
1

4
0
,9

7
2
,7

0
0

1
,7

1
3
,3

3
3

1
,7

8
1
,5

9
0

1
2
,8

6
8
,0

0
5

1
3
,0

6
8
,7

5
4

1
,3

5
2
,5

8
7

1
,2

8
4
,3

3
0

2
1
5
.4

1
9
9
.1

8
7
7
,0

6
3

8
7
7
,1

9
2

3
2
,8

6
1
,3

2
4

3
1
,0

7
9
,7

3
4

2
0
6
.3

2
0
7
.6

1
8
8
,8

8
9
,4

1
9

1
7
4
,5

7
8
,2

2
6

1
7
8
,0

4
9,

1
2
6

4
,0

3
2
,3

4
3

1
9
8
,8

5
2
,2

6
7

1
8
8
,0

8
9
,9

6
5

1
9
4
,5

1
5
,5

8
7

0

1
,9

6
8
,0

0
0

1
8
4
,5

2
8
,9

9
8

20 0 0

1
9
8
,8

5
2
,2

6
7

2
9
,2

2
7
,1

2
7

2
0
7
.8

2
0
0
.4

8
8
8
,1

1
4

1
2
,5

4
4
,3

3
9

1
,2

1
3
,3

1
3

3
9
,5

8
0
,9

2
5

1
,8

5
2
,6

0
7
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H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
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番
号

項
　

　
目

単
位

定
　

　
　

　
　

義

2
,0

3
7

0

配
水

管
技

能
講

習
会

と
配

管
設

計
講

習
会

の
修

了
者

及
び

浄
水

施
設

管
理

技
士

（
１

，
２

級
）
と

管
路

施
設

管
理

技
士

（
１

，
２

級
）
の

資
格

の
取

得
数

4
7

職
員

が
取

得
し

て
い

る
民

間
資

格
所

得
数

件
0

水
道

維
持

管
理

指
針

（
日

本
水

道
協

会
）
の

法
定

資
格

者
一

覧
表

に
記

載
さ

れ
て

い
る

、
水

道
事

業
を

遂
行

す
る

上
で

必
要

と
考

え
ら

れ
る

資
格

の
取

得
数

4
6

全
職

員
数

人
年

度
当

初
の

水
道

事
業

体
の

実
職

員
数

。
嘱

託
、

再
雇

用
、

臨
時

職
員

は
除

く
。

4
5

職
員

が
取

得
し

て
い

る
法

定
資

格
数

件
1 3

企
業

の
経

営
に

際
し

て
、

長
期

（
１

年
以

上
）
に

使
用

す
る

た
め

所
有

す
る

資
産

。
期

間
の

終
わ

り
に

お
け

る
有

形
固

定
資

産
、

無
形

固
定

資
産

及
び

投
資

の
合

計
。

4
4

有
形

固
定

資
産

円
企

業
の

経
営

に
際

し
て

、
長

期
（
１

年
以

上
）
に

使
用

す
る

た
め

所
有

す
る

資
産

で
、

物
と

し
て

の
実

態
を

持
つ

建
物

、
構

造
物

な
ど

の
資

産

4
3

期
末

固
定

資
産

円
1
,3

0
9
,9

5
4
,5

1
3

1
,3

0
9
,9

5
4
,5

1
3

３
－

１
７

と
同

じ

4
2

期
首

固
定

資
産

円
企

業
の

経
営

に
際

し
て

、
長

期
（
１

年
以

上
）
に

使
用

す
る

た
め

所
有

す
る

資
産

。
期

間
の

は
じ

め
に

お
け

る
有

形
固

定
資

産
、

無
形

固
定

資
産

及
び

投
資

の
合

計
。

4
1

当
年

度
減

価
償

却
費

円
3
5
,9

3
8
,7

6
7

1
,2

9
9
,2

7
5
,6

7
6

企
業

の
経

営
に

際
し

て
、

長
期

（
１

年
以

上
）
に

使
用

す
る

た
め

所
有

す
る

資
産

4
0

企
業

債
償

還
元

金
円

３
－

１
８

と
同

じ

3
9

固
定

資
産

円
1
,3

0
9
,9

5
4
,5

1
3

3
,0

8
9
,3

3
4

企
業

の
正

味
財

産
の

う
ち

、
資

本
金

の
額

を
超

過
し

た
部

分

3
8

負
債

・
資

本
合

計
円

貸
借

対
照

表
に

お
け

る
負

債
と

資
本

の
合

計

3
7

剰
余

金
円

7
8
5
,5

7
0
,1

5
6

1
,5

8
1
,2

9
8
,4

5
6

事
業

の
通

常
の

取
引

に
お

い
て

１
年

以
内

に
償

還
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

短
期

の
債

務

3
6

自
己

資
本

金
円

開
業

時
に

お
け

る
固

有
資

本
金

、
固

定
資

産
の

取
得

に
当

た
っ

て
繰

り
入

れ
ら

れ
る

出
資

金
及

び
固

定
資

産
の

取
得

を
通

じ
て

組
み

入
れ

ら
れ

た
剰

余
金

の
合

計

3
5

流
動

負
債

円
2
,6

6
4
,8

1
0

6
5
5
,7

0
8
,4

6
1

年
間

の
一

日
給

水
量

の
中

で
最

大
の

も
の

3
4

流
動

資
産

円
現

金
・
預

金
の

ほ
か

、
原

則
と

し
て

１
年

以
内

に
現

金
化

さ
れ

る
債

権
な

ど

3
3

一
日

最
大

給
水

量
m

3
/
日

3
,1

0
7

2
7
1
,3

4
3
,9

4
3

3
2

一
日

給
水

能
力

m
3
/
日

浄
水

施
設

の
一

日
当

た
り

の
給

水
能

力
。

水
道

事
業

単
位

で
は

全
浄

水
場

の
給

水
能

力
の

合
計

を
い

う
。

4
,5

0
0

4
,5

0
0

4
,5

0
0

4
,5

0
0

年
間

に
当

該
給

水
区

域
に

対
し

て
給

水
し

た
実

績
水

量

3
1

一
日

平
均

給
水

量
m

3
/
日

年
間

の
給

水
区

域
に

対
し

て
給

水
し

た
実

績
水

量
を

年
間

日
数

で
除

し
た

も
の

3
0

給
水

量
m

3
9
7
7
,2

3
5

2
,6

6
9

水
道

水
の

実
使

用
量

に
応

じ
て

徴
収

す
る

料
金

部
分

2
9

従
量

料
金

（
2
0
m

3
使

用
時

）
円

水
道

水
の

実
使

用
量

に
応

じ
て

徴
収

す
る

料
金

部
分

2
8

従
量

料
金

（
1
0
m

3
使

用
時

）
円

1
,8

9
0

0

水
道

事
業

の
経

営
の

相
当

因
果

関
係

を
持

ち
つ

つ
水

道
事

業
に

附
帯

し
て

経
営

さ
れ

る
事

業
に

係
る

費
用

2
7

基
本

料
金

（
口

径
1
3
m

m
）

円
水

道
水

の
使

用
量

と
関

係
な

く
定

額
で

徴
収

す
る

料
金

部
分

2
6

附
帯

事
業

費
円

0
0

給
水

装
置

の
新

設
又

は
修

繕
等

の
受

託
工

事
に

要
す

る
費

用

2
5

材
料

及
び

不
用

品
売

却
原

価
円

工
事

材
料

等
を

水
道

事
業

体
自

身
の

工
事

に
使

用
せ

ず
、

売
却

し
た

場
合

の
材

料
及

び
不

用
品

の
原

価

2
4

受
託

工
事

費
円

0 0

0

1
,8

9
0

1
,8

9
0

2
,0

3
7

2
,0

3
7

2
,0

3
7

2
,9

4
3

3
,0

0
3

3
5
0
,5

0
1
,4

2
2

3
6
5
,9

0
4
,8

4
5

9
3
9
,6

9
8

9
5
5
,1

5
2

2
,5

4
8

2
,6

1
7

8
3
8
,3

2
8
,6

9
3

8
4
7
,6

5
1
,9

0
2

1
,6

3
9
,5

1
4
,5

9
9

1
,6

6
5
,3

0
0
,0

1
4

8
,6

5
4
,2

5
6

2
,6

9
8
,0

4
0

6
5
7
,4

2
1
,7

9
4

6
5
7
,7

0
8
,4

6
1

4
0
,9

7
2
,7

0
0

1
,3

0
9
,9

5
4
,5

1
3

1
,2

8
9
,0

1
3
,1

7
7

1
,2

8
9
,0

1
3
,1

7
7

1
,2

9
9
,3

9
5
,1

6
9

1
,7

1
3
,3

3
3

1
,7

8
1
,5

9
0

2
1

2
2 0

2
,6

4
2

9
6
4
,1

1
7

0

1
,8

9
0

0 0 0
0

0
0

0
0

8
5
0
,9

1
9
,9

0
2

1
,6

8
4
,6

5
4,

7
5
5

1
,2

7
5
,5

9
9,

4
0
9

1
,8

5
2
,6

0
7

3
,0

3
9

4
0
9
,0

5
5
,3

4
6

6
,0

9
4
,3

8
0

6
5
9
,5

6
1
,0

6
8

3
9
,5

8
0
,9

2
5

1
,2

9
9
,3

9
5,

1
6
9

1
,2

7
5
,5

9
9,

4
0
9

1
,2

7
5
,5

9
9,

4
0
9

1
,2

8
9
,0

1
3
,1

7
7

1
,2

9
9
,3

9
5
,1

6
9

1
,2

8
9
,0

1
3
,1

7
7

1
,2

9
9
,3

9
5
,1

6
9

4
0
,5

6
4
,1

5
1

1 2 0
0
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義
番

号
項

　
　

目
単

位

法
令

に
基

づ
き

水
道

事
業

に
関

し
て

情
報

開
示

請
求

さ
れ

た
年

間
の

件
数

。
た

だ
し

、
開

示
可

否
結

果
が

出
て

い
な

く
て

も
受

理
さ

れ
た

件
数

と
す

る
。

7
1

受
付

件
数

件
給

水
申

込
、

給
水

工
事

申
込

、
検

査
、

給
水

開
始

、
中

止
、

廃
止

、
振

替
申

込
、

精
算

な
ど

消
費

者
が

給
水

を
受

け
る

こ
と

に
関

し
水

道
事

業
体

が
通

知
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

案
件

を
年

間
に

職
員

が
受

付
し

た
件

数

7
0

年
間

情
報

開
示

請
求

件
数

件
0

1
8
5

消
費

者
が

水
道

事
業

者
に

対
し

て
持

つ
水

道
料

金
に

関
す

る
不

満
の

う
ち

、
窓

口
に

直
接

来
訪

、
電

話
、

文
書

、
メ

ー
ル

等
に

よ
っ

て
伝

え
ら

れ
、

文
書

と
し

て
年

間
に

記
録

さ
れ

た
も

の

6
9

年
間

監
査

請
求

件
数

件
法

令
に

基
づ

き
水

道
事

業
に

関
し

て
監

査
請

求
さ

れ
た

年
間

の
件

数
。

た
だ

し
、

監
査

結
果

が
出

て
い

な
く
て

も
受

理
さ

れ
た

件
数

と
す

る
。

6
8

水
道

料
金

苦
情

件
数

件
0 0

消
費

者
が

期
待

し
た

水
道

サ
ー

ビ
ス

と
の

相
違

点
な

ど
、

消
費

者
が

水
道

事
業

者
に

対
し

て
持

つ
不

満
の

う
ち

、
窓

口
に

直
接

来
訪

、
電

話
、

文
書

、
メ

ー
ル

等
に

よ
っ

て
伝

え
ら

れ
、

文
書

と
し

て
年

間
に

記
録

さ
れ

た
も

の

6
7

水
質

苦
情

件
数

件
消

費
者

が
水

道
事

業
者

に
対

し
て

持
つ

水
質

に
関

す
る

不
満

の
う

ち
、

窓
口

に
直

接
来

訪
、

電
話

、
文

書
、

メ
ー

ル
等

に
よ

っ
て

伝
え

ら
れ

、
文

書
と

し
て

年
間

に
記

録
さ

れ
た

も
の

6
6

水
道

サ
ー

ビ
ス

苦
情

件
数

件
1 0

水
道

事
業

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

回
答

し
た

消
費

者
の

年
間

総
数

。
文

書
回

答
以

外
に

、
電

話
、

F
A

X
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
や

電
子

メ
ー

ル
に

よ
り

回
答

し
た

も
の

も
含

め
る

。

6
5

見
学

者
数

人
水

道
施

設
及

び
水

道
に

係
る

よ
う

な
施

設
（
水

道
記

念
館

等
）
を

見
学

し
た

年
間

の
人

数
。

当
該

水
道

事
業

体
の

給
水

区
域

外
に

居
住

し
て

い
る

見
学

者
も

含
め

る
。

6
4

ア
ン

ケ
ー

ト
回

答
人

数
人

0 0

6
3

給
水

人
口

人
２

－
３

と
同

じ
8
,5

5
6

8
,4

6
1

8
,4

6
3

１
－

３
４

と
同

じ

6
2

モ
ニ

タ
人

数
人

年
間

に
モ

ニ
タ

と
し

て
任

命
さ

れ
た

人
数

6
1

給
水

件
数

件
2
,4

1
4

0

直
接

飲
用

ア
ン

ケ
ー

ト
に

回
答

し
た

総
数

6
0

広
報

誌
配

付
部

数
部

年
間

に
水

道
事

業
体

が
広

報
を

目
的

と
し

て
配

付
し

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

ニ
ュ

ー
ス

、
ポ

ス
タ

等
の

総
部

数
。

た
だ

し
、

職
員

の
た

め
に

作
成

し
た

も
の

及
び

断
水

・
濁

水
の

お
知

ら
せ

等
は

含
ま

な
い

。

5
9

直
接

飲
用

ア
ン

ケ
ー

ト
回

答
数

人
0 0

年
間

に
水

道
事

業
体

の
実

職
員

が
勤

務
す

る
日

数

5
8

直
接

飲
用

回
答

数
人

原
則

年
１

回
以

上
で

回
答

数
が

１
０

０
人

以
上

に
な

る
よ

う
に

、
直

接
飲

用
か

否
か

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

、
直

接
飲

用
し

て
い

る
と

答
え

た
回

答
数

、

5
7

年
間

公
務

日
数

日
2
4
2

0

２
－

１
１

と
同

じ
　

　
現

在
、

給
水

契
約

が
な

く
休

止
状

態
に

あ
る

水
道

メ
ー

タ
も

含
め

る
。

5
6

公
傷

で
休

務
し

た
延

べ
人

・
日

数
人

・
日

年
間

の
職

員
が

公
傷

（
法

令
で

認
定

さ
れ

た
も

の
）
に

よ
り

休
務

し
た

延
べ

人
・
日

数
。

一
人

の
職

員
が

年
間

に
複

数
の

公
傷

に
よ

り
複

数
回

に
わ

た
っ

て
休

務
し

た
場

合
は

、
そ

れ
ら

全
て

の
休

務
日

数
を

計
上

す
る

。

5
5

水
道

メ
ー

タ
数

個
2
,4

1
4

0

年
間

の
水

道
技

術
の

関
す

る
研

究
開

発
に

係
る

費
用

の
こ

と
を

い
い

、
年

度
当

初
の

予
算

計
上

し
て

い
る

金
額

と
す

る
。

（
企

業
と

の
共

同
研

究
含

む
）

5
4

年
間

配
水

量
m

3
浄

水
場

か
ら

配
水

さ
れ

る
水

量
、

井
戸

か
ら

揚
水

さ
れ

る
水

量
及

び
水

道
用

水
供

給
と

し
て

受
水

す
る

水
量

全
て

を
い

う
。

5
3

技
術

開
発

費
円

0

9
7
7
,2

3
5

水
道

事
業

に
関

わ
る

機
関

に
所

属
し

て
業

務
を

し
た

全
職

員
の

年
数

の
合

計
。

休
職

期
間

は
含

ま
な

い
。

な
お

、
合

計
年

数
１

年
未

満
に

つ
い

て
は

切
り

捨
て

る
。

5
2

技
術

開
発

業
務

従
事

職
員

数
人

水
道

技
術

に
関

す
る

研
究

開
発

業
務

（
企

業
と

の
共

同
研

究
含

む
）
に

従
事

す
る

職
員

数
。

常
時

に
従

事
す

る
職

員
数

は
年

度
当

初
の

数
を

、
常

時
で

な
い

職
員

は
技

術
開

発
業

務
に

従
事

す
る

割
合

予
定

を
計

上
す

る
。

5
1

全
職

員
の

水
道

業
務

経
験

年
数

年
4 0

本
人

の
所

属
す

る
水

道
事

業
体

が
独

自
に

職
務

と
し

て
参

加
さ

せ
る

水
道

事
業

に
関

す
る

研
修

を
年

間
に

受
講

し
た

実
時

間
と

職
員

数
の

積

5
0

技
術

職
員

数
人

水
道

施
設

の
物

理
的

維
持

管
理

、
施

設
計

画
及

び
建

設
な

ど
に

携
わ

る
職

員

4
9

職
員

が
内

部
研

修
を

受
け

た
時

間
・
人

数
人

・
時

間
0 0

4
8

職
員

が
外

部
研

修
を

受
け

た
時

間
・
人

数
人

・
時

間
水

道
事

業
に

関
係

の
あ

る
と

水
道

事
業

体
が

認
め

て
職

務
と

し
て

参
加

す
る

研
修

で
あ

り
、

主
催

者
が

本
人

の
所

属
す

る
水

道
事

業
体

以
外

の
も

の
を

年
間

に
受

講
し

た
実

時
間

と
職

員
数

の
積

2
8

0
0

0
0

1
8
4

0
0

9
3
9
,6

9
8

9
5
5
,1

5
2

6
8

0
0

2
4
2

2
4
2

0
0

2
,4

2
4

2
,4

5
4

0
0

2
,4

2
4

2
,4

5
4

0
0

0
0

0
0 0

0
4
0
0

0
0

0
0

0 0
0

0
0

1
7
8

3
0

0 0 5 0

1
8
6

2
4
3

0 0 00

9
6
4
,1

1
7

2
,4

4
4

0 0 0 0 0

2
,4

4
4

0

8
,4

6
1

8
0
0

0 0

1
6
7

0
0

1
8
3
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４
．

環
境

：
環

境
保

全
へ

の
貢

献

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

資
料

１
４

資
料

１
４

資
料

１
４

資
料

１
４

1
3
7
,2

9
7

1
3
2
,0

2
0

1
2
6
,9

2
5

1
2
6
,7

4
2

５
．

管
理

：
水

道
シ

ス
テ

ム
の

適
正

な
実

行
・
維

持
管

理
及

び
業

務
運

営
デ

ー
タ

が
不

確
実

で
あ

る
も

の
に

は
＊

印

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

定
　

　
　

　
　

義
番

号
項

　
　

目
単

位

年
間

に
検

針
し

た
総

件
数

8

番
号

項
　

　
目

単
位

定
　

　
　

　
　

義

1
6

1
5

-
-

9
5
5
,1

5
2

9
検

針
総

件
数

件
2
8
,7

0
1

誤
針

件
数

件
水

道
メ

ー
タ

指
針

の
読

み
違

い
、

検
針

戸
票

の
入

れ
間

違
い

等
、

検
針

に
関

す
る

一
切

の
誤

り
に

係
る

件
数

。
た

だ
し

、
水

道
メ

ー
タ

の
事

故
・
故

障
の

よ
る

誤
検

針
は

含
め

な
い

。
5

4
3

各
施

設
に

設
置

さ
れ

た
予

備
機

を
含

め
た

各
主

要
ポ

ン
プ

の
年

間
運

転
の

総
時

間
数

7
ポ

ン
プ

総
台

数
台

取
水

・
導

水
・
浄

水
・
送

水
・
配

水
施

設
に

設
置

し
て

あ
る

予
備

機
を

含
め

た
主

要
ポ

ン
プ

の
合

計
。

た
だ

し
、

故
障

等
の

使
用

不
能

ポ
ン

プ
は

除
く
。

6
ポ

ン
プ

運
転

時
間

の
総

計
時

間
3
,1

7
8

4

池
洗

浄
、

清
掃

ロ
ボ

ッ
ト

又
は

潜
水

作
業

に
よ

り
清

掃
作

業
を

行
っ

た
浄

水
池

、
配

水
池

及
び

配
水

塔
等

の
合

計
容

量

5
配

水
池

総
容

量
m

3
２

－
１

と
同

じ

4
最

近
５

年
間

に
掃

除
し

た
配

水
池

容
量

m
3

2
,1

0
0

2
,4

2
0

配
水

管
に

取
り

付
け

た
圧

力
測

定
計

器
に

よ
り

測
定

さ
れ

る
地

点
の

総
数

3
年

間
日

数
日

１
－

３
６

と
同

じ

2
圧

力
測

定
箇

所
総

数
箇

所
0

3
6
5

1
適

正
な

範
囲

に
な

か
っ

た
圧

力
測

定
箇

所
・
日

数
箇

所
・
日

年
間

の
給

水
圧

が
適

正
の

範
囲

に
な

か
っ

た
圧

力
測

定
点

の
箇

所
に

日
数

を
乗

じ
た

も
の

の
総

数
。

工
事

、
配

水
調

整
、

測
定

器
の

故
障

等
に

よ
る

誤
測

定
、

瞬
時

的
な

は
ず

れ
は

除
く
。

0
0

0

年
間

の
井

戸
か

ら
水

道
原

水
と

し
て

汲
み

上
げ

た
水

量

1
1

水
源

利
用

水
量

m
3

年
間

の
水

道
原

水
と

し
て

取
水

し
た

表
流

水
、

地
下

水
、

海
水

な
ど

の
水

量

1
0

地
下

水
揚

水
量

m
3

-

9
7
7
,2

3
5

年
間

に
排

出
さ

れ
る

建
設

副
産

物
量

9
総

二
酸

化
炭

素
（
C

O
2
）
排

出
量

g・
C

O
2

水
道

事
業

で
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
使

用
に

よ
り

排
出

し
た

二
酸

化
炭

素
（
C

O
2
）
の

総
量

。
（
取

水
、

貯
水

か
ら

給
水

ま
で

の
使

用
エ

ネ
ル

ギ
ー

。
営

業
所

、
事

務
所

な
ど

水
道

事
業

に
係

る
各

施
設

に
お

い
て

使
用

し
た

エ
ネ

ル
ギ

ー
）

8
建

設
副

産
物

排
出

量
t

3
5
.4

1
7

年
間

の
浄

水
処

理
過

程
に

お
け

る
発

生
す

る
土

の
乾

燥
固

形
物

量
。

配
水

池
な

ど
の

清
掃

に
伴

う
発

生
土

も
含

む
。

脱
水

工
程

や
搬

出
時

に
計

量
及

び
含

水
率

の
測

定
を

行
い

D
s換

算
値

と
し

て
算

出
す

る
。

7
リ

サ
イ

ク
ル

さ
れ

た
建

設
副

産
物

量
t

建
設

工
事

に
伴

っ
て

副
次

的
に

得
ら

れ
る

物
品

（
発

生
土

、
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
塊

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
塊

、
汚

泥
、

木
材

、
混

合
廃

棄
物

、
金

属
く
ず

、
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

、
紙

く
ず

等
）
を

、
再

資
源

化
（
再

使
用

、
再

生
利

用
）
し

た
量

。

6
浄

水
発

生
土

量
t-

D
s

-

1
5
3
.2

太
陽

光
発

電
、

小
水

力
発

電
、

風
力

発
電

等
の

水
道

事
業

体
が

保
有

す
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
設

備
（
常

用
設

備
）
に

よ
り

発
電

さ
れ

、
か

つ
使

用
さ

れ
た

年
間

電
力

量

5
有

効
利

用
土

量
t-

D
s

年
間

の
浄

水
処

理
過

程
に

お
け

る
発

生
土

の
う

ち
、

そ
の

処
分

方
法

と
し

て
有

効
利

用
（
委

託
し

て
い

る
場

合
に

含
め

る
）
し

て
い

る
土

量
。

下
水

道
へ

の
放

流
は

有
効

利
用

に
含

め
な

い
。

4
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

設
備

の
電

力
使

用
量

K
W

ｈ
0 -

３
－

５
４

と
同

じ

3
全

施
設

で
の

総
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
M

J
年

間
の

取
水

、
貯

水
か

ら
給

水
に

至
る

ま
で

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

（
電

力
、

燃
料

（
重

油
、

ガ
ソ

リ
ン

、
軽

油
等

）
の

総
量

。
自

家
発

電
で

利
用

し
た

電
力

。
水

道
事

業
全

て
の

事
務

所
で

使
用

す
る

も
の

）

2
年

間
配

水
量

m
3

9
7
7
,2

3
5

9
3
9
,6

9
8

1
全

施
設

の
電

力
使

用
量

K
W

ｈ
年

間
に

使
用

す
る

電
力

（
取

水
貯

水
か

ら
給

水
ま

で
に

使
用

す
る

電
力

。
営

業
所

、
事

務
所

な
ど

水
道

事
業

に
係

る
各

施
設

に
お

い
て

使
用

し
た

電
力

（
照

明
、

空
調

、
事

務
機

器
な

ど
）
。

自
家

発
電

で
利

用
し

た
電

力
）

3
8
,1

3
7

3
6
,6

7
2

3
5
,2

5
7

3
6
5

3
6
5

9
5
5
,1

5
2

0
0

-
0

-
0

1
6
.7

2
4
5
.1

2
,4

2
0

2
,4

2
0

3
,0

5
6

3
,0

0
0

2
,1

0
0

2
,1

0
0

4
4

2
8
,9

7
4

2
9
,0

2
8

4 3

2
9
,2

1
2

5
.7

5
6
.6

3
5
,2

0
5

0

1
3
4
.3

3
1
.0

1
5

9
6
4
,1

1
7

0 0 -

9
6
4
,1

1
7

0 0
0

0

9
3
9
,6

9
8

3
6
6

2
,1

0
0

2
,4

2
0

3
,1

9
7
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H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

番
号

項
　

　
目

単
位

定
　

　
　

　
　

義

年
間

で
取

水
か

ら
配

水
管

の
間

で
発

生
し

た
事

故
に

よ
っ

て
給

水
で

き
な

く
な

る
時

間
。

給
水

管
の

事
故

は
含

ま
な

い
。

渇
水

広
報

、
工

事
な

ど
事

前
に

連
絡

し
た

場
合

、
時

間
、

区
域

が
公

表
範

囲
を

超
え

な
い

限
り

断
水

と
は

し
な

い
。

3
3

断
水

時
間

時
間

1
0

漏
水

量
は

直
接

測
定

が
不

可
能

な
の

で
、

論
理

的
分

析
に

よ
り

推
定

す
る

。
又

、
メ

ー
タ

不
感

率
は

、
測

定
水

量
に

対
し

て
２

％
と

す
る

が
客

観
的

資
料

に
よ

る
場

合
は

そ
の

限
り

で
な

い
。

3
2

年
間

配
水

量
m

3
３

－
５

４
と

同
じ

3
1

年
間

漏
水

量
m

3
1
7
,9

3
0

9
1
4
,4

3
9

実
際

に
供

用
し

て
い

る
非

鉄
製

の
導

・
送

・
配

水
管

の
総

延
長

。
管

理
し

て
い

て
も

廃
止

管
は

含
ま

な
い

。

3
0

給
水

管
の

事
故

件
数

件
年

間
に

発
生

す
る

水
道

メ
ー

タ
上

流
側

の
以

上
件

数
。

（
給

水
管

の
破

裂
、

破
損

、
抜

け
出

し
、

継
ぎ

手
の

漏
れ

、
自

然
災

害
な

ど
に

よ
る

異
常

）

2
9

非
鉄

製
管

路
の

総
延

長
K
m

3
2
.4 2

実
際

に
供

用
し

て
い

る
鉄

製
の

導
・
送

・
配

水
管

の
総

延
長

。
コ

ン
ク

リ
ー

ト
巻

き
鋼

管
の

よ
う

な
特

殊
な

も
の

は
含

ま
な

い
。

又
、

管
理

し
て

い
て

も
廃

止
管

は
含

ま
な

い
。

2
8

非
鉄

製
管

路
の

事
故

件
数

件
年

間
に

発
生

し
た

、
非

鉄
製

の
導

・
送

・
配

水
管

の
破

裂
、

破
損

、
抜

け
出

し
、

継
ぎ

手
の

漏
れ

な
ど

の
事

情
。

バ
ル

ブ
等

の
附

属
設

備
の

異
常

、
自

然
災

害
に

よ
る

被
害

も
含

め
る

。
必

ず
し

も
漏

水
を

伴
わ

な
い

。

2
7

鉄
製

管
路

の
総

延
長

K
m

2
9
.1 8

年
間

に
発

生
し

た
、

導
・
送

・
配

水
管

の
破

裂
、

破
損

、
抜

け
出

し
、

継
ぎ

手
の

漏
れ

な
ど

の
事

情
。

バ
ル

ブ
等

の
附

属
設

備
の

異
常

、
自

然
災

害
に

よ
る

被
害

も
含

め
る

。
必

ず
し

も
漏

水
を

伴
わ

な
い

。

2
6

鉄
製

管
路

の
事

故
件

数
件

年
間

に
発

生
し

た
、

鉄
製

の
導

・
送

・
配

水
管

の
破

裂
、

破
損

、
抜

け
出

し
、

継
ぎ

手
の

漏
れ

な
ど

の
事

情
。

バ
ル

ブ
等

の
附

属
設

備
の

異
常

、
自

然
災

害
に

よ
る

被
害

も
含

め
る

。
必

ず
し

も
漏

水
を

伴
わ

な
い

。

2
5

管
路

の
事

故
件

数
件

8 0

導
・
送

・
配

水
管

に
お

け
る

鋼
管

の
総

延
長
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亜

鉛
メ

ッ
キ

鋼
管

、
塗

覆
装

鋼
管

、
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テ
ン

レ
ス

鋼
管

を
含

む
。

2
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総
延
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m
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６

と
同

じ
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管
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1
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し
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い
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０
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０
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。
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係
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数
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。
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資
料

１
５

資
料

１
５

資
料

１
５

資
料

１
５

0
0

0
0

６
．

国
際

：
我

が
国

の
経

験
の

海
外

移
転

に
よ

る
国

際
貢

献

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

定
　

　
　

　
　

義

番
号

項
　

　
目

単
位

定
　

　
　

　
　

義

番
号

項
　

　
目

単
位

水
道

事
業

体
に

届
け

ら
れ

て
い

る
年

度
当

初
の

貯
水

槽
水

道
総

数
。

給
水

台
帳

に
記

載
さ

れ
て

い
る

総
数

を
用

い
る

。

4
5

1
5

1
,0

5
8

0

8
,5

5
6

海
外

に
滞

在
し

た
週

数
。

１
週

間
未

満
は

切
り

上
げ

る
。

3
年

間
人

的
交

流
件

数
件

年
間

の
、

水
道

技
術

及
び

そ
れ

の
関

す
る

事
務

、
経

営
管

理
棟

の
業

務
に

関
し

て
協

力
を

行
う

た
め

、
海

外
と

交
流

し
た

件
数

。

2
滞

在
週

数
週

0 0

1
人

的
技

術
等

協
力

者
数

人
年

間
の

、
水

道
技

術
及

び
そ

れ
に

関
連

す
る

事
務

、
経

営
管

理
等

の
業

務
に

関
し

協
力

を
行

う
た

め
、

海
外

に
派

遣
さ

れ
た

人
数

。

4
6

貯
水

槽
水

道
総

数
件

5
5 0

0

貯
水

槽
水

道
指

導
件

数
件

年
間

に
貯

水
槽

水
道

に
対

し
て

行
っ

た
調

査
・
指

導
の

件
数

。
年

間
で

複
数

回
同

じ
貯

水
槽

水
道

を
対

象
に

し
て

い
る

場
合

は
、

延
べ

で
数

え
る

。

4
4

配
水

管
延

長
K
m

6
1
.7 0

0

4
3

消
火

栓
総

数
基

地
上

式
、

地
下

式
を

問
わ

ず
、

送
配

水
管

路
に

設
置

さ
れ

た
す

べ
て

の
消

火
栓

（
単

口
、

双
口

）
の

数
2
2
5

２
－

９
の

同
じ

6
2
.2

6
3
.3

年
間

に
点

検
を

実
施

し
た

消
火

栓
の

総
数

4
2

点
検

し
た

消
火

栓
数

基
2
2
5

4
1

バ
ル

ブ
設

置
数

基
水

流
の

通
水

、
遮

断
及

び
水

量
、

水
圧

の
制

御
を

目
的

に
導

・
送

・
配

水
管

路
に

設
置

さ
れ

る
遮

断
用

及
び

制
御

用
バ

ル
ブ

の
数

。
空

気
弁

、
排

水
弁

は
含

ま
な

い
。

２
－

２
０

と
同

じ
1
,0

6
3

1
,0

7
0

4
0

点
検

し
た

管
路

延
長

K
m

消
防

法
及

び
電

気
事

業
法

等
の

法
令

で
定

め
ら

れ
た

点
検

回
数
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変
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レ
ー
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ベ
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が

該
当

1
2 0

年
間

に
付

属
品

点
検
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検
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検
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検
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水道施設の個別機能診断

　各区分の平均判定点=判定点の合計/設問数

　各区分の平均値＝各区分の平均判定点/２×100

　施設評価点=4区分の平均値のうちの最低平均値

　　《採点基準の目安》

２　：　 良、合格、満足、問題や支障がなく良好な状況。

１　：　

０　：　 不可、不合格、不満足、問題点が多い状況。

表－１　個別機能診断の対象区分

区分 区分 区分

配水

送水

可、０と２の中間であり、部分的には問題があるが、対象施設、設備について通常の運転、使用に
際し、現状では支障が出ていない状況、状態。

消毒設備

エアレーション設備

　水道施設の個別機能診断は、「水道施設の機能診断の手引き」（平成17年4月　財団法人　水道技術研究セ
ンター）に基づく方法により行う。

　本診断は、取水施設、浄水施設、配水施設の各系統
を構成する個別施設の現有機能を評価するために行
うもので、図－１の手順で実施する。

評価点としては100点で60点前後、50点～70点程度のイメージ。

評価点としては50点以下のイメージ。

　施設評価点算定は、系統を構成する主要施設で、表
－１の区分ごとに所定の様式を用いて診断する。様式
は、①施設機能状況、②管理状況、③老朽化状況、④
技術水準の状況に関する設問に対して、現在の施設
状況を検討し、評価区分の判定点を記入する。

施設・設備名

着水井

凝集用薬品注入設備

集水埋管、浅井戸、
深井戸

除鉄・除マンガン設備

膜ろ過施設

沈澱池

急速ろ過池

施設・設備名

取水堰、取水塔、取
水門、取水管渠、取
水枠

配水池

ポンプ設備

監視制御設備

機電

オゾン処理設備

粒状活性炭設備

計装設備

緩速ろ過池 脱水設備

浄水

粉末活性炭設備

浄水

施設・設備名

自家発電設備

動力制御設備

調整池

排水池、排泥池

高圧受変電設備

浄水池

濃縮設備

凝集池

沈砂池

天日乾燥床

生物処理設備

　その上で、次の方法で機能状況、管理状況、老朽化
状況、技術水準状況の4区分ごとに判定点の平均値を
算出し、施設評価得点をを求める。

　様式の評価区分で、２は満足または合格、０は不満足または不合格であり、１はその中間を意味し、全ての
施設で共通した考え方で採点する。特に不合格の場合は、記事の不合格の理由や問題点を書き留める。

取水

系統を構成する個別施
設（診断対象）の抽出

施設評価点算定

結果表示・考察

別添様式

図－１ 個別機能診断実施フロー
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個別機能診断結果
１．坂祝町水道事業

配水池

83 75送水ポンプ設備 100 80 75

配水池

計装設備

監視制御設備

83

83

83動力制御設備 83

100

83 71

83

備考
施設
評価

技術
水準

83 71

100

50

83

90

94

100 83 83

50

老朽化
状況

71

施設名

100

100 94

83

100

83

83

系統別

中央

93

消毒設備

100

95

83

対象施設・設備

岐阜東部上水道
用水供給事業

自家発電設備

名称
管理
状況

機能
状況

坂
祝
町
水
道
事
業

低区配水場

高区配水場 92

83 71

100
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100

低区消毒設備 低区配水池 送水ポンプ設備 低区自家発電設備 低区動力設備 高区配水池 中央計装設備 中央監視制御設備

94 

83 

75 

50 

83 83 

71 71 

（
点

）
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施 設 名 ： 低区配水場 NO. 1
対象施設 ： 消毒設備
対象設備 ： 貯蔵設備，注入設備，除害設備，付帯配管等 調査年月日： 2011/12
機能分類 　評価区分 判定点 平均値 記事

1 給水区域の適正な残塩濃度を確保するため，浄水
池・配水池の塩素濃度は過不足なく保持されてい
るか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

2 消毒及び前塩素・中塩素処理に必要な塩素量は水
量・水質に応じて注入できているか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

3 塩素注入率は過去の実績（３年前の値）に比べて
増加していないか（前・中・後塩素処理）？

2.異常ない
1.十分ではないが概ね良好
0.過剰になっている 2

4 塩素剤は十分混和され，注入地点に問題はないか
（前・中・後塩素処理）？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

5 配管，ポンプ等のｽｹｰﾙ付着や漏洩，腐食等により
注入不良はないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

6 保安機器，除害設備等を含め，健全な機能と適正
な管理を実現するために必要な機器，設備が設置
され，正常に機能するか？

2.十分な施設で健全に機能
1.施設は十分でないが問題ない
0.施設不十分，管理に支障あり 2

1 維持管理に多くの労力，危険，煩雑さ，精度不良
を伴う等，構成設備，装置及びシステムとしての
維持管理上の問題はないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

2 貯蔵量，注入量を正確に把握し，また品質等を記
録，保管しているか？

2.在庫・品質管理は適切
1.十分でないが実施
0.不十分 2

3 貯蔵設備は耐食性に優れた材質で，十分な容量が
あるか。また，漏洩対策，品質保持のために十分
な対策があるか。

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

4 注入量を適切に決定しているか？ 2.高度な残塩制御を実施
1.残塩をチェックして手動制御
0.経験的に判断 2

5 本体又は本体を構成する部品が故障した場合，交
換可能か？また，容易に部品の調達が可能か？

2.容易に可能
1.何とか可能
0.交換・調達が難しい 2

6 配管の点検，ボルト，ナットの増し締めを定期的
に実施しているか？

2.規定通り実施している
1.不具合発生時に実施している
0.殆ど実施していない 1

7 各種機械装置・弁類等の動作確認，劣化部の補
修，塗装等の保全は定期的に実施しているか？

2.規定通り実施している
1.間引きしながら実施している
0.殆ど実施していない 2

8 電気・計装設備等は定期点検・整備を実施してい
るか？

2.規定通り実施している
1.不具合発生時に実施している
0.殆ど実施していない 2

1 躯体（土木・建築構造物）は老朽化が目立ってい
ないか？

2.外観，機能共問題ない
1.一部，老朽化部分がある
0.全体的に老朽化が激しい 2

2 機械設備は老朽化が目立っていないか？ 2.外観，機能共問題ない
1.一部，老朽化部分がある
0.全体的に老朽化が激しい 2

3 電気・計装設備は老朽化が目立っていないか？ 2.外観，機能共問題ない
1.一部，老朽化部分がある
0.全体的に老朽化が激しい 2

4 機器の故障履歴は？
（主要設備において重要な部品の交換が必要と
なった場合の故障を指す）

2.過去10年から故障履歴なし
1.過去10年から１～２回程度
0.過去10年から３回以上 2

1 非常時の対策は万全か？
（停電時の電力供給，設備の二重化，予備力の有
無，他系統からのバックアップ等の可能性）

2.予備施設等で十分対応可能
1.能力の一部が対応可能
0.対応が困難である 2

2 最近の技術水準に照らして処理方法，自動化，省
エネ化，効率化の現状程度は？

2.良
1.中
0.低 2

3 機能障害の発生履歴は？ 2.特になし
1.数年に１回，不定期に発生
0.毎年，定期的に発生する 2

93.75

設　　問
浄水機能
の状況

100
管理の状
況

93.75
老朽化の
状況

100
技術水準
の状況

100
施設評価

備考：〔平均値＝平均判定点／２×100〕，〔施設評価＝各機能分類の平均値の中の最低点〕
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施 設 名 ： 低区配水場 NO. 2
対象施設 ： 配水池
対象設備 ： 躯体，流入流出管，越流・排水設備，換気装置，計装設備等 調査年月日： 2011/12
機能分類 　評価区分 判定点 平均値 記事

1 給水量の時間変動調整，火災時の消火用水確保，
停電や施設事故・水質汚染事故等に備えた非常時
対応容量の相当分の有効容量は確保されている

2.十分な容量がある
1.概ね満足する容量がある
0.容量が不足している 2

2 配水区域の標高，配水量，地形等が考慮された配
水方法（加圧配水，自然流下配水），位置にある
か？特に自然流下配水の場合，配水管の静水圧が
740kPaを超えることはないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い

2
3 池構造や付帯配管（流入管，流出管，越流管の形
態，口径）等が原因して配水に支障をきたすこと
はないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

4 配水池内で，あるいは配水池までに水質が悪化す
ることはないか？（残留塩素の低下や不均一，塗
膜の剥離，有機溶剤の溶出等）

2.異常ない
1.十分ではないが概ね良好
0.悪化することがある 2

5 池漏水の発生や外部からの汚染，異物混入の危険
性はないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

6 池内の運転水位は有効容量の50～100％で運用し
ているか？

2.常時50～100％で運転
1.常時30～100％で運転
0.上記以外で運転することがある 2

7 越流・排水設備，計装設備等，健全な機能と適正
な管理を実現するために必要な機器，装置，設備
が設置され，正常に機能するか？

2.十分な施設で健全に機能
1.施設は十分でないが問題ない
0.施設不十分，管理に支障あり 2

1 維持管理に多くの労力，危険，煩雑さ，精度不良
を伴う等，構成設備，装置及びシステムとしての
維持管理上の問題はないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 1

2 配水区域の末端給水栓で残留塩素を確保するため
に必要な残塩濃度が常時保持されているか？ま
た，過剰な濃度になることはないか？

2.適正な濃度を常時保持
1.十分ではないが概ね良好
0.過不足が多い 2

3 定期的に池内外部の点検及び必要に応じて清掃を
実施しているか？

2.規定通り実施している
1.不定期で実施している
0.殆ど実施していない 1

4 池水位，残留塩素濃度，配水量を監視し，記録し
ているか？

2.常時，自動監視している
1.自動ではないが監視している
0.監視が十分でない 2

5 各種機械装置・弁類等の動作確認，劣化部の補
修，塗装等の保全は定期的に実施しているか？

2.規定通り実施している
1.間引きしながら実施している
0.殆ど実施していない 2

6 電気・計装設備等は定期点検・整備を実施してい
るか？

2.規定通り実施している
1.不具合発生時に実施している
0.殆ど実施していない 2

1 躯体（土木・建築構造物）は老朽化が目立ってい
ないか？

2.外観，機能共問題ない
1.一部，老朽化部分がある
0.全体的に老朽化が激しい 2

2 機械設備は老朽化が目立っていないか？ 2.外観，機能共問題ない
1.一部，老朽化部分がある
0.全体的に老朽化が激しい 2

3 電気・計装設備は老朽化が目立っていないか？ 2.外観，機能共問題ない
1.一部，老朽化部分がある
0.全体的に老朽化が激しい 2

4 機器の故障履歴は？
（主要設備において重要な部品の交換が必要と
なった場合の故障を指す）

2.過去10年から故障履歴なし
1.過去10年から１～２回程度
0.過去10年から３回以上 2

1 非常時の対策は万全か？
（停電時の電力供給，設備の二重化，予備力の有
無，他系統からのバックアップ等の可能性）

2.予備施設等で十分対応可能
1.能力の一部が対応可能
0.対応が困難である 2

2 最近の技術水準に照らして自動化，省エネ化，効
率化の現状程度は？

2.良
1.中
0.低 1

3 機能障害の発生履歴は？
（自然災害，水質汚濁，水質事故，停電，機器故
障等，全ての原因による）

2.特になし
1.数年に１回，不定期に発生
0.毎年，定期的に発生する 2

83.33

設　　問
配水機能
の状況

100
管理の状
況

83.33
老朽化の
状況

100
技術水準
の状況

83.33
施設評価

備考：〔平均値＝平均判定点／２×100〕，〔施設評価＝各機能分類の平均値の中の最低点〕
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施 設 名 ： 低区配水場 NO. 3
対象施設 ： 送水ポンプ設備
対象設備 ： ポンプ本体，付属装置，電動機，弁類，付帯配管等 調査年月日： 2011/12
機能分類 　評価区分 判定点 平均値 記事

1 計画水量を計画圧力で送り出すことができるか？ 2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

2 現在の需要に対して，効率的な運転ができる適切
な台数，容量等の性能・仕様構成になっている
か？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

3 流量制御，圧力制御は適切かつ効率的な方法であ
るか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

4 始動しにくい，揚水量が減少する等の不安定，動
作不良はないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

5 圧力計や各種検知器，保護装置，弁等，健全な機
能と適正な管理を実現するために必要な機器，装
置，設備が設置され，正常に機能するか？

2.十分な施設で健全に機能
1.施設は十分でないが問題ない
0.施設不十分，管理に支障あり 2

1 維持管理に多くの労力，危険，煩雑さ，精度不良
を伴う等，構成設備，装置及びシステムとしての
維持管理上の問題はないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

2 現時点で異常な振動や音，過熱，水や油漏れの発
生，キャビテーション，ウォーターハンマ発生な
どの症状はないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

3 機器仕様や製造年月，作業記録，修繕記録，機器
履歴等を記入した設備台帳，日常の運転状況を記
録した運転記録はあるか？

2.設備台帳，運転記録共に有り
1.運転記録のみ有り
0.両方とも無し 1

設備台帳の
みあり

4 本体又は本体を構成する部品が故障した場合，交
換可能か？また，容易に部品の調達が可能か？

2.容易に可能
1.何とか可能
0.交換・調達が難しい 1

5 漏油，弁類動作等の日常点検，潤滑油量・補充，
計器の校正等の定期点検，摩耗部品交換，軸受分
解等の精密点検を実施しているか？

2.規定通り実施している
1.不具合発生時に実施している
0.殆ど実施していない 2

1 躯体（土木・建築構造物）は老朽化が目立ってい
ないか？

2.外観，機能共問題ない
1.一部，老朽化部分がある
0.全体的に老朽化が激しい 2

2 機械設備は老朽化が目立っていないか？ 2.外観，機能共問題ない
1.一部，老朽化部分がある
0.全体的に老朽化が激しい 2

3 電気・計装設備は老朽化が目立っていないか？ 2.外観，機能共問題ない
1.一部，老朽化部分がある
0.全体的に老朽化が激しい 2

4 機器の故障履歴は？
（主要設備において重要な部品の交換が必要と
なった場合の故障を指す）

2.過去10年から故障履歴なし
1.過去10年から１～２回程度
0.過去10年から３回以上 0

1 非常時の対策は万全か？
（停電時の電力供給，設備の二重化，予備力の有
無，他系統からのバックアップ等の可能性）

2.予備施設等で十分対応可能
1.能力の一部が対応可能
0.対応が困難である 2

2 最近の技術水準に照らして自動化，省エネ化，効
率化の現状程度は？

2.良
1.中
0.低 1

3 機能障害の発生履歴は？ 2.特になし
1.数年に１回，不定期に発生
0.毎年，定期的に発生する 2

75

設　　問
配水機能
の状況

100
管理の状
況

80
老朽化の
状況

75
技術水準
の状況

83.33
施設評価

備考：〔平均値＝平均判定点／２×100〕，〔施設評価＝各機能分類の平均値の中の最低点〕
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施 設 名 ： 低区配水場 NO. 4
対象施設 ： 自家発電設備
対象設備 ： 原動機，補機類，発電機，配電盤等　 調査年月日： 2011/12
機能分類 　評価区分 判定点 平均値 記事

1 機関は確実に始動し、始動しないときが無いか？ 2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

2 全負荷またはこれに近いとき、出力が十分か。速
度の変動は規定以下か？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

3 機関の状況を把握できる計測が十分か？保護装置
の動作は確実で設定が容易か？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

4 機関の振動は規定以内か？運転時の音響は安定し
ているか？排煙は適正な色か？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

5 自動始動盤、補機制御盤、始動電源盤などの配電
盤は適正か。動作に問題はないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

6 消音器の能力は適正か？吊り下げや固定に問題は
ないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

7 始動系機器は適正に作動するか？容量は不足して
いないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

8 燃料系機器は適正に作動するか？槽や移送ポンプ
等の容量は不足していないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

9 換気系機器は適正に作動するか？ファンやダク
ト、空気用開口に問題はないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

10 冷却水系機器は適正に作動するか？水槽や冷却水
ポンプの容量は適正か？過冷却または温度上昇が
ないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 1

1 点検や補修のスペ－スが十分か？ 2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

2 定期点検は実施しているか？ 2.規定通り実施している
1.間引きしながら実施している
0.殆ど実施していない 2

3 負荷試験は実施しているか？ 2.規定通り実施している
1.間引きしながら実施している
0.殆ど実施していない 2

4 本体又は本体を構成する部品が故障した場合，交
換可能か？また，容易に部品の調達が可能か？

2.容易に可能
1.何とか可能
0.交換・調達が難しい 1

5 維持管理の図書類は備えられているか？ 2.適切に備えている
1.概ね適切に備えている
0.不足している 2

1 装置設置後の経過年数は？
（最も経過年数の大きい装置）

2.１０年未満
1.１０年以上，１５年未満
0.１５年以上 0

2 施設全体として老朽化が目立っていないか？ 2.外観，漏洩等問題ない
1.一部，老朽化部分がある
0.全体的に老朽化が激しい 2

3 機器の故障履歴は？
（重要な部品の交換が必要となった場合の故障を
指す）

2.過去10年から故障履歴なし
1.過去10年から１～２回程度
0.過去10年から３回以上 1

1 運転時の対策は万全か？
（停電時の運転方法，始動設備，マニュアルの有
無と可能性）

2.十分対応可能
1.一部が対応可能
0.対応が困難である 2

2 燃料漏洩、離隔距離、配管分離などの考慮がされ
ているか？

2.考慮されている
1.一部に問題がある
0.考慮されているとは言えない 2

3 機能障害の発生履歴は？ 2.特になし
1.数年に１回，不定期に発生
0.毎年，定期的に発生する 2

50

設　　問
機能の状況

95
管理の状況

90
老朽化の状
況

50
技術水準の
状況

100
施設評価

備考：〔平均値＝平均判定点／２×100〕，〔施設評価＝各機能分類の平均値の中の最低点〕
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施 設 名 ： 低区配水場 NO. 5
対象施設 ： 動力制御設備
対象設備 ： 動力制御盤，補助継電器盤，ＳＱＣ／ＤＤＣ，現場操作盤，動力・制御配線等 調査年月日： 2011/12
機能分類 　評価区分 判定点 平均値 記事

1 動力盤周辺の点検補修スペ－スが十分か？盤配置
位置は結露や腐食が起きやすい環境ではないか？
室温が高いときがないか？

2.十分ある。盤環境は良好
1.十分ではないが概ね満足できる
0.問題が多い 1

2 運転頻度が特定のものに偏っていないか？補機等
の連動運転は適正に行われているか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

3 電動機保護に不十分なところはないか？操作時や
点検時の安全がたもたれているか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

4 監視や操作が容易か？自動制御はプロセスに適し
ているか。常時適正に作動しているか？

2.異常ない
1.十分ではないが概ね良好
0.悪化することがある 2

5 回路を構成する機器や器具の動作はよいか？動作
不良による運転上の支障はないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

6 全体がバランス良い設備で過不足の無い機能を
持っていると判断できるか？

2.十分な施設で健全に機能
1.施設は十分でないが問題ない
0.施設不十分，機能に支障あり 1

1 設備に危険，煩雑さ，精度不良を伴う等，構成設
備，装置及びシステムとしての維持管理上の問題
はないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

2 動力制御系統が点検補修しやすいものになってい
るか？

2.適正な点検・部品入手可能
1.十分ではないが概ね良好
0.点検し難く部品の入所が困難 2

3 点検、試験、補修等のための図書が備わっている
か？

2.整備されている
1.主要なものが整備されている
0.殆ど実施していない 2

4 日常点検、定期点検を実施しているか？ 2.常時実施している
1.十分ではないが実施している
0.実施されていない 2

5 設備の維持管理動線が確保されているか？ 2.確保している
1.主要な場所には確保している
0.十部でない 2

6 本体又は本体を構成する部品が故障した場合，交
換可能か？また，容易に部品の調達が可能か？

2.容易に可能
1.何とか可能
0.交換・調達が難しい 2

7 日常点検、定期点検に多くの労力、危険、煩雑さ
を伴うことが無いか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

1 設備設置後の経過年数は？ 2.１５年未満
1.１５年以上，２０年未満
0.２０年以上 1

2 施設全体として老朽化が目立っていないか？ 2.外観，腐食劣化等問題ない
1.一部，老朽化部分がある
0.全体的に老朽化が激しい 2

3 機器の故障履歴は？
（重要な部品の交換が必要となった場合の故障を
指す）

2.過去10年から故障履歴なし
1.過去10年から１～２回程度
0.過去10年から３回以上 2

1 非常時の対策は万全か？
（停電時の電力供給，設備の二重化，予備力の有
無，他系統からのバックアップ等の可能性）

2.予備施設等で十分対応可能
1.能力の一部が対応可能
0.対応が困難である 2

2 最近の技術水準に照らして自動化，省エネ化，効
率化の程度は？

2.良
1.中
0.低 1

3 機能障害の発生履歴は？ 2.特になし
1.数年に１回，不定期に発生
0.毎年，定期的に発生する 2

83.33

機能の状況

83.33

100
老朽化の状
況

83.33

設　　問

技術水準の
状況

83.33
施設評価

備考：〔平均値＝平均判定点／２×100〕，〔施設評価＝各機能分類の平均値の中の最低点〕

管理の状況
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施 設 名 ： 高区配水場 NO. 6
対象施設 ： 配水池
対象設備 ： 躯体，流入流出管，越流・排水設備，換気装置，計装設備等 調査年月日： 2011/12
機能分類 　評価区分 判定点 平均値 記事

1 給水量の時間変動調整，火災時の消火用水確保，
停電や施設事故・水質汚染事故等に備えた非常時
対応容量の相当分の有効容量は確保されている

2.十分な容量がある
1.概ね満足する容量がある
0.容量が不足している 2

2 配水区域の標高，配水量，地形等が考慮された配
水方法（加圧配水，自然流下配水），位置にある
か？特に自然流下配水の場合，配水管の静水圧が
740kPaを超えることはないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い

2
3 池構造や付帯配管（流入管，流出管，越流管の形
態，口径）等が原因して配水に支障をきたすこと
はないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

4 配水池内で，あるいは配水池までに水質が悪化す
ることはないか？（残留塩素の低下や不均一，塗
膜の剥離，有機溶剤の溶出等）

2.異常ない
1.十分ではないが概ね良好
0.悪化することがある 2

5 池漏水の発生や外部からの汚染，異物混入の危険
性はないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

6 池内の運転水位は有効容量の50～100％で運用し
ているか？

2.常時50～100％で運転
1.常時30～100％で運転
0.上記以外で運転することがある 2

7 越流・排水設備，計装設備等，健全な機能と適正
な管理を実現するために必要な機器，装置，設備
が設置され，正常に機能するか？

2.十分な施設で健全に機能
1.施設は十分でないが問題ない
0.施設不十分，管理に支障あり 1

1 維持管理に多くの労力，危険，煩雑さ，精度不良
を伴う等，構成設備，装置及びシステムとしての
維持管理上の問題はないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題点が多い 2

2 配水区域の末端給水栓で残留塩素を確保するため
に必要な残塩濃度が常時保持されているか？ま
た，過剰な濃度になることはないか？

2.適正な濃度を常時保持
1.十分ではないが概ね良好
0.過不足が多い 2

3 定期的に池内外部の点検及び必要に応じて清掃を
実施しているか？

2.規定通り実施している
1.不定期で実施している
0.殆ど実施していない 1

4 池水位，残留塩素濃度，配水量を監視し，記録し
ているか？

2.常時，自動監視している
1.自動ではないが監視している
0.監視が十分でない 2

5 各種機械装置・弁類等の動作確認，劣化部の補
修，塗装等の保全は定期的に実施しているか？

2.規定通り実施している
1.間引きしながら実施している
0.殆ど実施していない 2

6 電気・計装設備等は定期点検・整備を実施してい
るか？

2.規定通り実施している
1.不具合発生時に実施している
0.殆ど実施していない 2

1 躯体（土木・建築構造物）は老朽化が目立ってい
ないか？

2.外観，機能共問題ない
1.一部，老朽化部分がある
0.全体的に老朽化が激しい 2

2 機械設備は老朽化が目立っていないか？ 2.外観，機能共問題ない
1.一部，老朽化部分がある
0.全体的に老朽化が激しい 1

H20年計装
設備を交換

3 電気・計装設備は老朽化が目立っていないか？ 2.外観，機能共問題ない
1.一部，老朽化部分がある
0.全体的に老朽化が激しい 1

4 機器の故障履歴は？
（主要設備において重要な部品の交換が必要と
なった場合の故障を指す）

2.過去10年から故障履歴なし
1.過去10年から１～２回程度
0.過去10年から３回以上 2

1 非常時の対策は万全か？
（停電時の電力供給，設備の二重化，予備力の有
無，他系統からのバックアップ等の可能性）

2.予備施設等で十分対応可能
1.能力の一部が対応可能
0.対応が困難である 2

H20年更新

2 最近の技術水準に照らして自動化，省エネ化，効
率化の現状程度は？

2.良
1.中
0.低 1

3 機能障害の発生履歴は？
（自然災害，水質汚濁，水質事故，停電，機器故
障等，全ての原因による）

2.特になし
1.数年に１回，不定期に発生
0.毎年，定期的に発生する 2

83.33

配水機能
の状況

92.86

技術水準
の状況

83.33
施設評価

備考：〔平均値＝平均判定点／２×100〕，〔施設評価＝各機能分類の平均値の中の最低点〕

管理の状
況

91.67
老朽化の
状況

83.33

設　　問
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施 設 名 ： 中央 NO. 7
対象施設 ： 計装設備
対象設備 ： 水位・流量・圧力・水質計測装置，計装配線等 調査年月日： 2011/12
機能分類 　評価区分 判定点 平均値 記事

1 計装項目で不足を感じることはないか？ 2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 1

2 計装機器の形式は適正か？測定範囲に過不足はな
いか？検出器や変換機の取り付け位置は適正か？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

3 機器を保護する対策はなされているか？異常電圧
侵入等による故障や動作異常が生じたことはない
か？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

4 指示計や記録計は見やすい位置に適正に設置され
ているか？設定器は設定しやすいか？

2.異常ない
1.十分ではないが概ね良好
0.問題が多い 2

5 再現性、精度に問題はないか？ 2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 1

6 計装配線は適正なケ－ブルを用い、適正な方法で
布設されているか？

2.十分な施設で健全に機能
1.施設は十分でないが問題ない
0.施設不十分，管理に支障あり 2

1 設備に煩雑さ，精度不良を伴う等，構成設備，装
置及びシステムとしての維持管理上の問題はない
か？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

2 計装系統が点検補修がしやすいものになっている
か？

2.適正な点検・部品入手可能
1.概ね良好
0.点検し難く部品の入所が困難 1

3 点検、試験、補修等のための図書が備わっている
か？

2.整備されている
1.主要なものが整備されている
0.殆ど実施していない 2

4 日常点検、定期点検を実施しているか？ 2.常時実施している
1.十分ではないが実施している
0.実施されていない 2

5 設備の維持管理手順が整備されているか？ 2.確保している
1.主要な場所には確保している
0.十分でない 0

6 本体又は本体を構成する部品が故障した場合，交
換可能か？また，容易に部品の調達が可能か？

2.容易に可能
1.何とか可能
0.交換・調達が難しい 1

7 日常点検、定期点検の実施は容易か？ 2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

1 設備設置後の経過年数は？ 2.１５年未満
1.１５年以上，２０年未満
0.２０年以上 1

2 施設全体として老朽化が目立っていないか？ 2.外観，腐食劣化等問題ない
1.一部，老朽化部分がある
0.全体的に老朽化が激しい 2

3 機器の故障履歴は？
（重要な部品の交換が必要となった場合の故障を
指す）

2.過去10年から故障履歴なし
1.過去10年から１～２回程度
0.過去10年から３回以上 2

1 非常時の対策は万全か？
（故障時等で支障を生じる自動制御の有無と代替
運転の可能性）

2.予備施設等で十分対応可能
1.能力の一部が対応可能
0.対応が困難である 2

2 最近の技術水準に照らして自動化，省エネ化，効
率化の程度は？

2.良
1.中
0.低 1

3 機能障害の発生履歴は？ 2.特になし
1.数年に１回，不定期に発生
0.毎年，定期的に発生する 2

71.43

設　　問
機能の状況

83.33
管理の状況

71.43
老朽化の状
況

83.33
技術水準の
状況

83.33
施設評価

備考：〔平均値＝平均判定点／２×100〕，〔施設評価＝各機能分類の平均値の中の最低点〕
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施 設 名 ： 中央 NO. 8
対象施設 ： 監視制御設備
対象設備 ： 調査年月日： 2011/12
機能分類 　評価区分 判定点 平均値 記事

1 過不足の無い機能を持ち、監視操作がし易いと判
断できるシステムとなっているか？

2.十分な機能がり、問題ない
1.概ね満足するシステムである
0.機能が不足している 2

2 監視パネルや操作パネルは取り扱い易いものに
なっているか？日常の監視操作で不便を感じるこ
とがないか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

3 操作の設定、選択、確認等が容易にわかり易く行
えるか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

4 帳票が過不足無く正しいと思われる形式で行われ
ているか？故障記録や運転停止記録は必要な形で
行われているか？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

5 監視操作の応答性はよいか？操作時に時間がかか
ると感じたことはないか？

2.ない
1.時々ある
0.ある 2

6 監視室の位置は適正で過不足の無い面積である
か？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

1 設備に煩雑さ，機能不良を伴う等，構成設備，装
置及びシステムとしての維持管理上の問題はない
か？

2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

2 点検補修がしやすいものになっているか？ 2.適正な点検・部品入手可能
1.概ね良好
0.点検し難く部品の入所が困難 1

3 取り扱い、点検、試験、補修等のための図書が備
わっているか？

2.整備されている
1.主要なものが整備されている
0.殆ど実施していない 2

4 日常点検、定期点検を実施しているか？ 2.常時実施している
1.十分ではないが実施している
0.実施されていない 2

5 本体又は本体を構成する部品が故障した場合，交
換可能か？また，容易に部品の調達が可能か？

2.容易に可能
1.何とか可能
0.交換・調達が難しい 1

6 設備の維持管理手順が整備されているか？ 2.確保している
1.主要な場所には確保している
0.十分でない 0

7 日常点検、定期点検の実施は容易か？ 2.問題はない
1.十分ではないが概ね問題は少ない
0.問題点が多い 2

1 設備設置後の経過年数は？ 2.１５年未満
1.１５年以上，２０年未満
0.２０年以上 1

2 施設全体として老朽化が目立っていないか？ 2.外観，腐食劣化等問題ない
1.一部，老朽化部分がある
0.全体的に老朽化が激しい 2

3 機器の故障履歴は？
（重要な部品の交換が必要となった場合の故障を
指す）

2.過去10年から故障履歴なし
1.過去10年から１～２回程度
0.過去10年から３回以上 2

1 非常時の対策は万全か？
（停電時の電力供給，設備の二重化，予備力の有
無，他系統からのバックアップ等の可能性）

2.予備施設等で十分対応可能
1.能力の一部が対応可能
0.対応が困難である 2

2 最近の技術水準に照らして自動化，省エネ化，効
率化の程度は？

2.良
1.中
0.低 1

3 機能障害の発生履歴は？ 2.特になし
1.数年に１回，不定期に発生
0.毎年，定期的に発生する 2

71.43

設　　問
機能の状況

100
管理の状況

71.43
老朽化の状
況

83.33
技術水準の
状況

83.33
施設評価

備考：〔平均値＝平均判定点／２×100〕，〔施設評価＝各機能分類の平均値の中の最低点〕
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給 水 量 の 実 績 及 び 予 測 表
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地区別人口・給水量割り振り表　（一日最大給水量）

大字名 自治会名 現在人口 計画人口 生活用 業務営業用 工場用 その他 計

一色 134 132 40 10 50

池端 591 592 200 10 210

中組 485 491 160 10 170

雲埋北 606 584 200 10 210

雲埋南 539 533 180 10 10 200

茶屋 575 566 190 10 75 275

小計 2,930 2,898 970 30 75 40 1,115

大針 大針 517 578 190 320 510

黒岩北 591 552 180 320 10 510

黒岩南 917 944 320 295 20 10 645

小計 1,508 1,496 500 615 30 10 1,155

深萱 深萱 526 528 180 40 20 240

勝山北 447 431 140 140

勝山南 124 115 40 20 10 70

小計 571 546 180 20 10 210

取組1 372 366 120 10 10 15 155

取組2 228 220 70 20 90

取組3 429 527 205 20 10 10 245

取組4 264 275 90 50 140

小計 1,293 1,388 485 100 20 25 630

加茂山1 542 588 200 200

加茂山2 634 678 230 10 240

小計 1,176 1,266 430 10 440

計 8,521 8,700 2,935 1,085 165 115 4,300

酒倉

黒岩

勝山

取組

加茂山

- 112 -



1

高
区

配
水

池

V
=
80

0
m

3

H
W

L
=
1
5
1
.6

5
m

2

5

3

9

1213

67

17

8 16

10
11

D
IP

φ
2
0
0
  
L
=
1
,0

5
5
m

加
茂

山
２

丁
目

P
=
6
0
人

加
茂

山
２

丁
目

P
=
6
0
人

＋
そ

の
他

加
茂

山
２

丁
目

P
=
80

人

加
茂

山
２

丁
目

P
=
1
0
0
人

加
茂

山
２

丁
目

P
=
8
0人加

茂
山

２
丁

目

P
=
1
0
0
人

加
茂

山
２

丁
目

P
=
8
0
人

加
茂

山
２

丁
目

P
=
6
0人

加
茂

山
２

丁
目

P
=
8
0
人

D
IP

φ
1
5
0
  
L
=
1
0
m

加
茂

山
1
丁

目

P
=1

2
0
人

加
茂

山
1
丁

目

P
=
1
5
0
人

加
茂

山
1
丁

目

P
=
1
5
0
人

加
茂

山
1
丁

目

P
=
1
5
0
人

高
区

配
水

系
管

網
図

計
画

給
水

人
口

（
P
）

＝
1,

2
7
0
人

計
画

一
日

最
大

給
水

量
（
Q

）
＝

4
3
5
m

3
/
日

（
生

活
用

＝
4
2
5
m

3
/
日

、
そ

の
他

＝
1
0
m

3
/
日

）

1
5

1
4

DIPφ150  L=145m

DIPφ150  L=110m4

D
IP

φ
1
0
0
  
L
=
3
0
m

DIPφ150  L=125m

D
IP

φ
1
0
0
  
L
=
2
1
5
m

D
IP

φ
1
0
0
  
L
=
1
0
0
m

D
IP

φ
1
5
0
  

L
=
1
5
0
m

D
IP

φ
1
0
0
  
L
=
1
0
m

D
IP

φ
1
0
0
  
L
=
3
5
m

D
IP

φ
1
0
0
  
L
=
7
0
m

D
IP

φ
1
0
0
  
L
=
2
0
0
m

D
IP

φ
1
0
0
  
L
=
2
3
5
m

D
IP

φ
1
0
0
  
L
=
1
3
0
m

D
IP

φ
1
0
0
  
L
=
7
0
m

DIPφ100  L=110mDIPφ100  L=85m

D
IP

φ
1
0
0
  
L
=
1
2
5
m

DIPφ100  L=145m

D
IP

φ
1
0
0
  
L
=
9
5
m

- 113 -



- 114 -



水理計算書（配水池） ［常時］

－ (m) (m) (m) －

1 152.0 151.65 147.65

備　考ＬＷＬポンプ名 地盤高 ＨＷＬ
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水理計算書（交点） ［常時］

－ (m) (L/s) (m) (m) (m) －

6 98.5 0.71 145.80 47.30 53.15

7 95.0 0.90 145.75 50.75 56.65

8 95.0 0.90 145.75 50.75 56.65

16 94.8 0.71 145.77 50.97 56.85

17 94.0 0.71 145.79 51.79 57.65

15 90.0 0.53 145.87 55.87 61.65

14 95.0 0.71 145.96 50.96 56.65

13 95.0 0.00 145.98 50.98 56.65

5 93.6 0.81 146.03 52.43 58.05

4 87.6 0.00 146.20 58.60 64.05

12 94.7 1.33 145.98 51.28 56.95

9 89.2 1.08 146.20 57.00 62.45

10 100.0 1.33 146.03 46.03 51.65

11 99.0 1.33 145.97 46.97 52.65

3 80.5 0.00 146.36 65.86 71.15

2 77.0 0.53 146.40 69.40 74.65

静水頭 備　考
動水位
（出力）

交点名 地盤高 取出水量 有効水頭
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水理計算書（配水管） ［常時］

［流速係数］ 110

－ － (m) (mm) (m) (‰) (m/s) (L/s) －

1 2 1055 200 1.249 1.184 0.369 11.58

2 3 10 150 0.044 4.406 0.625 11.05

3 4 110 150 0.154 1.397 0.336 5.94

9 4 30 100 0.000 0.000 0.003 0.03

3 9 145 150 0.153 1.059 0.289 5.11

4 5 125 150 0.176 1.408 0.337 5.96

5 13 150 150 0.046 0.304 0.147 2.60

12 13 35 100 0.000 0.000 0.002 0.02

9 10 100 100 0.170 1.702 0.289 2.27

9 12 215 100 0.222 1.032 0.221 1.73

5 6 110 100 0.232 2.108 0.325 2.55

6 7 85 100 0.042 0.497 0.149 1.17

7 8 95 100 0.003 0.033 0.034 0.27

16 8 145 100 0.023 0.159 0.080 0.63

17 16 70 100 0.012 0.177 0.085 0.67

15 17 130 100 0.088 0.675 0.176 1.38

14 15 70 100 0.086 1.233 0.243 1.91

13 14 10 100 0.022 2.213 0.333 2.62

12 11 235 100 0.015 0.065 0.049 0.39

10 11 200 100 0.067 0.334 0.12 0.94

6 16 125 100 0.022 0.179 0.086 0.67

流量 備　考始点名 管路長終点名 損失水頭 動水勾配 流速口径
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水理計算書（配水池） ［非常時］

－ (m) (m) (m) －

1 152.0 151.65 147.65

備　考ＬＷＬポンプ名 地盤高 ＨＷＬ
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水理計算書（交点） ［非常時］

－ (m) (L/s) (m) (m) (m) －

6 98.5 0.31 144.20 45.70 53.15

7 95.0 0.39 143.68 48.68 56.65

8 95.0 8.72 143.20 48.20 56.65 消火栓

16 94.8 0.31 144.11 49.31 56.85

17 94.0 0.31 144.38 50.38 57.65

15 90.0 0.23 144.96 54.96 61.65

14 95.0 0.31 145.31 50.31 56.65

13 95.0 0.00 145.37 50.37 56.65

5 93.6 0.35 145.40 51.80 58.05

4 87.6 0.00 145.74 58.14 64.05

12 94.7 0.58 145.43 50.73 56.95

9 89.2 0.47 145.76 56.56 62.45

10 100.0 0.58 145.63 45.63 51.65

11 99.0 0.58 145.49 46.49 52.65

3 80.5 0.00 145.96 65.46 71.15

2 77.0 0.23 146.02 69.02 74.65

静水頭 備　考
動水位
（出力）

交点名 地盤高 取出水量 有効水頭
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水理計算書（配水管） ［非常時］

［流速係数］ 110

－ － (m) (mm) (m) (‰) (m/s) (L/s) －

1 2 1055 200 1.629 1.544 0.426 13.37

2 3 10 150 0.061 6.071 0.744 13.14

3 4 110 150 0.221 2.006 0.409 7.22

9 4 30 100 0.019 0.642 0.171 1.34

3 9 145 150 0.201 1.389 0.335 5.92

4 5 125 150 0.344 2.749 0.485 8.56

5 13 150 150 0.028 0.188 0.114 2.01

12 13 35 100 0.064 1.836 0.301 2.37

9 10 100 100 0.131 1.306 0.251 1.97

9 12 215 100 0.327 1.520 0.272 2.14

5 6 110 100 1.200 10.913 0.790 6.20

6 7 85 100 0.513 6.032 0.573 4.50

7 8 95 100 0.485 5.101 0.524 4.11

16 8 145 100 0.912 6.291 0.587 4.61

17 16 70 100 0.268 3.835 0.449 3.53

15 17 130 100 0.583 4.482 0.488 3.84

14 15 70 100 0.349 4.992 0.518 4.07

13 14 10 100 0.057 5.719 0.557 4.38

11 12 235 100 0.059 0.252 0.103 0.81

10 11 200 100 0.137 0.685 0.177 1.39

6 16 125 100 0.086 0.687 0.177 1.39

流量 備　考始点名 管路長終点名 損失水頭 動水勾配 流速口径
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水理計算書（配水池） ［常時］

－ (m) (m) (m) －

111 152.00 151.65 147.65 交点112で動水位を118.00まで減圧

1 118.00 123.00 118.00

備　考ＬＷＬポンプ名 地盤高 ＨＷＬ
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水理計算書（交点） ［常時］

－ (m) (L/s) (m) (m) (m) －

70 73.3 4.41 107.89 34.59 48.17

69 73.8 0.59 110.50 36.70 47.67

71 77.3 1.84 110.45 33.15 43.99

72 77.9 0.89 111.65 33.75 43.25

62 78.5 1.33 111.85 33.35 42.64

61 78.4 1.48 111.61 33.21 43.07

63 75.4 0.44 111.22 35.82 46.08

65 75.3 1.39 110.94 35.64 46.35

68 75.2 4.85 110.55 35.35 46.51

66 77.7 0.00 110.59 32.89 44.02

67 75.7 0.89 110.34 34.64 46.02

89 71.0 1.77 110.75 39.75 50.75

90 71.5 0.44 110.73 39.23 50.25

88 70.7 3.52 110.81 40.11 51.07

92 71.5 1.77 110.80 39.30 50.27

93 73.0 0.74 110.63 37.63 48.77

91 71.2 1.10 111.04 39.84 50.60

85 70.4 0.74 111.55 41.15 51.41

84 71.5 0.51 111.62 40.12 50.27

83 72.2 0.00 112.03 39.83 49.56

17 79.2 0.00 113.12 33.92 42.56

60 79.0 0.74 112.18 33.18 42.73

64 77.1 0.59 111.37 34.27 44.59

19 80.7 0.51 113.20 32.50 39.81

2 77.0 0.00 114.03 37.03 45.16

18 81.4 1.77 113.13 31.73 39.90

20 80.6 0.00 113.28 32.68 39.74

21 80.5 0.36 113.36 32.86 39.76

78 79.6 0.59 113.17 33.57 40.66

80 80.8 0.36 113.15 32.35 39.46

81 81.9 0.36 112.92 31.02 38.36

82 93.7 1.10 111.87 18.17 26.56

79 78.6 0.36 113.17 34.57 41.64

73 74.9 0.36 113.19 38.29 45.27

22 76.6 0.74 114.20 37.60 43.04

23 74.1 0.51 113.60 39.50 45.70

75 62.2 0.74 113.19 50.99 57.76

74 67.9 1.18 113.18 45.28 52.10

112 108.5 0.00 118.00 9.50 9.50

静水頭 備　考
動水位
（出力）

交点名 地盤高 取出水量 有効水頭
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水理計算書（交点） ［常時］

－ (m) (L/s) (m) (m) (m) －

静水頭 備　考
動水位

（出力）
交点名 地盤高 取出水量 有効水頭

24 75.0 0.59 113.38 38.38 44.84

77 58.6 0.74 112.57 53.97 61.41

13 59.7 0.29 112.35 52.65 60.35

12 60.4 1.33 112.26 51.86 59.68

11 61.8 1.43 111.91 50.11 58.52

10 62.8 2.20 111.84 49.04 58.04

9 64.6 1.18 111.84 47.24 56.71

8 63.0 0.74 111.87 48.87 58.63

7 64.8 0.36 112.03 47.23 57.09

41 65.0 0.36 112.15 47.15 56.92

40 66.5 0.36 112.72 46.22 55.52

3 70.7 0.36 112.99 42.29 51.36

16 52.6 0.67 111.68 59.08 67.46

15 55.2 0.00 111.81 56.61 64.86

14 55.7 0.59 111.92 56.22 64.36

59 54.8 1.10 111.46 56.66 65.31

56 61.2 0.89 111.50 50.30 58.91

55 62.2 1.18 111.74 49.54 57.91

54 61.0 1.10 111.64 50.64 59.21

57 57.0 1.77 110.87 53.87 63.19

58 55.0 1.18 110.87 55.87 65.15

51 62.8 0.89 111.74 48.94 58.96

52 63.0 2.79 111.73 48.73 58.95

6 65.7 0.44 111.97 46.27 56.26

76 62.5 0.59 112.86 50.36 57.49

53 62.8 0.74 111.50 48.70 59.15

34 63.7 0.00 111.44 47.74 58.26

35 63.8 0.36 111.42 47.62 58.16

36 68.2 0.23 111.40 43.20 53.76

39 66.9 0.23 111.39 44.49 55.06

38 65.9 0.51 111.37 45.47 56.06

37 66.1 0.23 111.38 45.28 55.86

48 63.0 1.03 111.35 48.35 58.96

47 64.8 0.44 111.36 46.56 57.16

32 64.3 0.59 111.47 47.17 57.66

46 64.5 0.74 111.51 47.01 57.46

45 64.6 0.59 111.53 46.93 57.36

49 64.3 0.74 111.47 47.17 57.66

43 65.3 0.59 111.57 46.27 56.66
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水理計算書（交点） ［常時］

－ (m) (L/s) (m) (m) (m) －

静水頭 備　考
動水位

（出力）
交点名 地盤高 取出水量 有効水頭

31 66.0 0.44 111.52 45.52 55.96

30 67.2 0.44 111.52 44.32 54.76

42 66.0 0.95 111.53 45.53 55.96

44 64.8 0.36 111.51 46.71 57.16

29 68.3 0.59 111.52 43.22 53.66

5 66.2 0.00 112.42 46.22 55.81

4 66.3 0.00 112.51 46.21 55.72

28 67.8 2.00 111.46 43.66 54.16

102 60.4 0.59 110.82 50.42 61.55

99 66.2 0.74 111.02 44.82 55.75

100 68.3 0.00 110.99 42.69 53.65

101 68.4 0.59 110.88 42.48 53.55

27 67.1 0.89 111.45 44.35 54.85

97 66.3 0.59 111.41 45.11 55.65

98 69.9 0.67 111.28 41.38 52.04

95 69.5 0.59 111.29 41.79 52.44

94 66.7 0.51 111.43 44.73 55.24

96 66.6 0.51 111.46 44.86 55.35

26 66.8 0.00 111.50 44.70 55.15

25 67.0 0.89 111.59 44.59 54.95

87 67.1 0.00 111.57 44.47 54.83

86 69.4 0.74 111.55 42.15 52.48

50 64.1 0.51 111.46 47.36 57.86

33 65.0 0.00 111.45 46.45 56.96
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水理計算書（配水管） ［常時］

［流速係数］ 110

－ － (m) (mm) (m) (‰) (m/s) (L/s) －

69 70 450 100 2.611 5.803 0.561 4.41

63 69 90 100 0.718 7.974 0.667 5.24

63 65 180 100 0.275 1.530 0.273 2.15

65 68 130 100 0.390 2.999 0.393 3.09

66 68 260 150 0.038 0.148 0.100 1.76

66 67 200 75 0.244 1.220 0.201 0.89

89 66 520 150 0.164 0.315 0.150 2.65

89 90 230 100 0.019 0.082 0.056 0.44

88 89 280 150 0.058 0.208 0.120 2.12

88 92 340 150 0.012 0.034 0.045 0.80

92 93 800 100 0.171 0.214 0.094 0.74

91 92 240 100 0.243 1.011 0.218 1.71

86 91 470 75 0.504 1.072 0.188 0.83

87 86 200 150 0.026 0.129 0.093 1.64

87 94 80 75 0.142 1.778 0.247 1.09

94 95 120 75 0.136 1.137 0.194 0.86

95 98 350 100 0.011 0.032 0.034 0.27

97 98 470 75 0.132 0.282 0.091 0.40

27 97 80 75 0.038 0.471 0.120 0.53

27 99 350 100 0.436 1.246 0.244 1.92

99 100 160 100 0.022 0.140 0.075 0.59

100 101 200 75 0.114 0.570 0.134 0.59

99 102 350 75 0.200 0.570 0.134 0.59

28 27 130 150 0.006 0.044 0.052 0.92

29 28 170 150 0.064 0.376 0.165 2.92

29 44 280 100 0.016 0.056 0.046 0.36

30 29 50 150 0.001 0.029 0.041 0.73

31 30 160 150 0.000 0.002 0.010 0.19

31 32 260 150 0.052 0.200 0.118 2.08

32 47 160 75 0.115 0.721 0.152 0.67

47 48 110 100 0.003 0.025 0.029 0.23

35 48 290 100 0.072 0.247 0.102 0.80

35 36 300 150 0.022 0.073 0.068 1.20

36 37 290 100 0.023 0.080 0.056 0.44

37 38 230 100 0.005 0.020 0.026 0.21

39 38 280 100 0.012 0.041 0.039 0.30

36 39 140 100 0.016 0.117 0.068 0.53

34 35 70 150 0.018 0.253 0.134 2.36

流量 備　考始点名 管路長終点名 損失水頭 動水勾配 流速口径
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水理計算書（配水管） ［常時］

［流速係数］ 110

－ － (m) (mm) (m) (‰) (m/s) (L/s) －

流量 備　考始点名 管路長終点名 損失水頭 動水勾配 流速口径

53 34 220 100 0.059 0.270 0.107 0.84

52 53 260 100 0.226 0.870 0.201 1.58

51 52 390 100 0.014 0.037 0.036 0.29

8 51 250 100 0.126 0.502 0.150 1.18

8 9 270 150 0.028 0.102 0.082 1.44

9 10 390 150 0.002 0.004 0.015 0.26

11 10 430 150 0.076 0.176 0.110 1.94

11 54 50 75 0.269 5.388 0.450 1.99

54 57 180 75 0.772 4.290 0.398 1.76

58 57 250 75 0.000 0.001 0.003 0.01

59 58 280 75 0.588 2.099 0.270 1.19

14 59 190 75 0.465 2.446 0.293 1.30

14 15 650 100 0.115 0.178 0.085 0.67

15 16 700 100 0.124 0.178 0.085 0.67

13 14 200 100 0.423 2.116 0.325 2.56

77 13 190 150 0.220 1.156 0.303 5.36

76 77 320 150 0.291 0.909 0.266 4.71

75 76 120 125 0.330 2.749 0.432 5.30

75 74 50 125 0.003 0.070 0.059 0.73

73 74 460 150 0.006 0.012 0.026 0.45

73 79 540 150 0.020 0.036 0.047 0.82

79 78 140 150 0.002 0.013 0.026 0.46

78 80 150 150 0.024 0.157 0.103 1.82

80 81 300 100 0.225 0.751 0.186 1.46

81 82 580 75 1.047 1.805 0.249 1.10

20 78 650 150 0.115 0.177 0.110 1.95

20 19 80 200 0.087 1.087 0.352 11.06

19 62 590 150 1.347 2.283 0.438 7.74

62 72 100 100 0.202 2.021 0.317 2.49

72 71 330 75 1.196 3.624 0.363 1.60

69 71 430 75 0.045 0.105 0.054 0.24

61 63 170 150 0.395 2.325 0.443 7.82

62 61 370 150 0.240 0.648 0.222 3.92

21 20 50 200 0.073 1.467 0.414 13.00

21 73 180 100 0.167 0.929 0.209 1.64

23 75 230 150 0.409 1.778 0.383 6.77

24 77 290 75 0.810 2.792 0.315 1.39

22 21 440 200 0.841 1.911 0.478 15.00

- 129 -



水理計算書（配水管） ［常時］

［流速係数］ 110

－ － (m) (mm) (m) (‰) (m/s) (L/s) －

流量 備　考始点名 管路長終点名 損失水頭 動水勾配 流速口径

22 23 240 200 0.601 2.505 0.553 17.36

23 24 240 200 0.220 0.917 0.321 10.09

24 12 450 150 1.118 2.484 0.459 8.11

13 12 310 150 0.088 0.285 0.142 2.51

56 59 110 100 0.041 0.371 0.127 1.00

55 56 200 100 0.241 1.207 0.240 1.89

12 55 110 100 0.517 4.704 0.501 3.94

55 54 340 100 0.098 0.288 0.111 0.87

12 11 300 150 0.346 1.153 0.303 5.35

112 22 460 200 3.802 8.264 1.054 33.10

112 111 250 200 2.234 8.935 1.099 34.53

1 2 700 250 3.973 5.675 0.990 48.62

19 18 820 200 0.070 0.086 0.089 2.80

18 17 480 200 0.007 0.014 0.033 1.03

64 65 240 100 0.428 1.785 0.297 2.33

60 64 300 100 0.813 2.709 0.372 2.92

60 61 490 150 0.570 1.164 0.305 5.38

17 60 140 150 0.939 6.707 0.785 13.87

60 83 160 150 0.152 0.951 0.273 4.82

17 83 70 100 1.091 15.588 0.958 7.52

83 84 120 150 0.408 3.400 0.544 9.61

83 89 530 100 1.277 2.409 0.349 2.74

84 88 500 150 0.811 1.621 0.364 6.44

84 85 240 150 0.076 0.316 0.150 2.66

85 91 380 100 0.504 1.325 0.253 1.99

86 85 280 150 0.000 0.000 0.004 0.07

25 87 50 150 0.017 0.331 0.154 2.73

4 25 450 150 0.918 2.039 0.412 7.29

3 4 380 250 0.482 1.268 0.441 21.62

2 3 500 250 1.040 2.080 0.576 28.26

2 17 800 250 0.907 1.134 0.415 20.36

96 94 200 75 0.028 0.140 0.062 0.28

96 97 120 75 0.043 0.361 0.104 0.46

26 27 190 150 0.051 0.266 0.137 2.42

25 26 150 150 0.086 0.573 0.208 3.67

26 96 80 100 0.045 0.561 0.159 1.25

5 29 290 100 0.897 3.092 0.400 3.14

42 30 150 150 0.008 0.051 0.056 0.99
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水理計算書（配水管） ［常時］

［流速係数］ 110

－ － (m) (mm) (m) (‰) (m/s) (L/s) －

流量 備　考始点名 管路長終点名 損失水頭 動水勾配 流速口径

43 42 200 150 0.035 0.176 0.110 1.94

43 31 130 150 0.042 0.326 0.153 2.70

43 46 210 100 0.056 0.269 0.107 0.84

6 43 280 150 0.407 1.454 0.343 6.07

6 45 230 100 0.447 1.944 0.311 2.44

45 46 70 100 0.016 0.235 0.099 0.78

46 32 130 100 0.038 0.292 0.112 0.88

45 49 140 100 0.059 0.425 0.137 1.07

32 33 230 150 0.017 0.076 0.070 1.23

50 33 150 100 0.006 0.038 0.037 0.29

32 50 130 100 0.012 0.091 0.059 0.47

49 50 140 100 0.007 0.049 0.042 0.33

33 34 100 150 0.011 0.112 0.086 1.52

6 52 350 150 0.245 0.699 0.231 4.09

7 6 350 150 0.056 0.159 0.104 1.84

7 8 330 150 0.161 0.487 0.190 3.36

41 7 100 150 0.123 1.235 0.314 5.55

40 41 170 125 0.573 3.369 0.482 5.91

3 40 170 150 0.263 1.547 0.355 6.27

4 5 50 200 0.088 1.758 0.456 14.34

5 6 400 200 0.445 1.113 0.357 11.20
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水理計算書（配水池） ［非常時］

－ (m) (m) (m) －

111 152.00 151.65 147.65 交点112で動水位を118.00まで減圧

1 118.00 123.00 118.00

備　考ＬＷＬポンプ名 地盤高 ＨＷＬ
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水理計算書（交点） ［非常時］

－ (m) (L/s) (m) (m) (m) －

70 73.3 2.32 110.78 37.48 48.17

69 73.8 0.31 111.57 37.77 47.67

71 77.3 0.97 111.57 34.27 43.99

72 77.9 0.47 112.09 34.19 43.25

62 78.5 0.70 112.17 33.67 42.64

61 78.4 0.78 111.98 33.58 43.07

63 75.4 0.23 111.76 36.36 46.08

65 75.3 0.73 111.32 36.02 46.35

68 75.2 2.55 110.68 35.48 46.51

66 77.7 0.00 110.65 32.95 44.02

67 75.7 0.47 110.57 34.87 46.02

89 71.0 0.93 110.62 39.62 50.75

90 71.5 0.23 110.62 39.12 50.25

88 70.7 1.85 110.54 39.84 51.07

92 71.5 0.93 109.89 38.39 50.27

93 73.0 8.72 93.51 20.51 48.77 消火栓

91 71.2 0.58 110.43 39.23 50.60

85 70.4 0.39 111.09 40.69 51.41

84 71.5 0.27 111.32 39.82 50.27

83 72.2 0.00 111.88 39.68 49.56

17 79.2 0.00 112.92 33.72 42.56

60 79.0 0.39 112.16 33.16 42.73

64 77.1 0.31 111.64 34.54 44.59

19 80.7 0.27 112.92 32.22 39.81

2 77.0 0.00 113.80 36.80 45.16

18 81.4 0.93 112.92 31.52 39.90

20 80.6 0.00 112.96 32.36 39.74

21 80.5 0.19 113.02 32.52 39.76

78 79.6 0.31 112.11 32.51 40.66

80 80.8 0.19 111.63 30.83 39.46

81 81.9 0.19 104.98 23.08 38.36

82 93.7 8.91 54.79 -38.91 26.56 消火栓

79 78.6 0.19 112.20 33.60 41.64

73 74.9 0.19 112.57 37.67 45.27

22 76.6 0.39 113.89 37.29 43.04

23 74.1 0.27 113.19 39.09 45.70

75 62.2 0.39 112.64 50.44 57.76

74 67.9 0.62 112.62 44.72 52.10

112 108.5 0.00 118.00 9.50 9.50

静水頭 備　考
動水位
（出力）

交点名 地盤高 取出水量 有効水頭
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水理計算書（交点） ［非常時］

－ (m) (L/s) (m) (m) (m) －

静水頭 備　考
動水位

（出力）
交点名 地盤高 取出水量 有効水頭

24 75.0 0.31 112.95 37.95 44.84

77 58.6 0.39 111.95 53.35 61.41

13 59.7 0.15 111.65 51.95 60.35

12 60.4 0.70 111.65 51.25 59.68

11 61.8 0.75 111.48 49.68 58.52

10 62.8 1.16 111.47 48.67 58.04

9 64.6 0.62 111.47 46.87 56.71

8 63.0 0.39 111.49 48.49 58.63

7 64.8 0.19 111.60 46.80 57.09

41 65.0 0.19 111.74 46.74 56.92

40 66.5 0.19 112.36 45.86 55.52

3 70.7 0.19 112.63 41.93 51.36

16 52.6 8.68 81.64 29.04 67.46 消火栓

15 55.2 0.00 95.86 40.66 64.86

14 55.7 0.31 109.06 53.36 64.36

59 54.8 0.58 110.28 55.48 65.31

56 61.2 0.47 110.54 49.34 58.91

55 62.2 0.62 111.16 48.96 57.91

54 61.0 0.58 111.16 50.16 59.21

57 57.0 0.93 110.49 53.49 63.19

58 55.0 0.62 110.29 55.29 65.15

51 62.8 0.47 111.35 48.55 58.96

52 63.0 1.47 111.26 48.26 58.95

6 65.7 0.23 111.45 45.75 56.26

76 62.5 0.31 112.29 49.79 57.49

53 62.8 0.39 110.57 47.77 59.15

34 63.7 0.00 110.13 46.43 58.26

35 63.8 0.19 109.94 46.14 58.16

36 68.2 0.12 109.04 40.84 53.76

39 66.9 0.12 108.13 41.23 55.06

38 65.9 8.60 106.40 40.50 56.06 消火栓

37 66.1 0.12 107.54 41.44 55.86

48 63.0 0.54 109.98 46.98 58.96

47 64.8 0.23 110.03 45.23 57.16

32 64.3 0.31 110.46 46.16 57.66

46 64.5 0.39 110.64 46.14 57.46

45 64.6 0.31 110.68 46.08 57.36

49 64.3 0.39 110.53 46.23 57.66

43 65.3 0.31 110.77 45.47 56.66
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水理計算書（交点） ［非常時］

－ (m) (L/s) (m) (m) (m) －

静水頭 備　考
動水位

（出力）
交点名 地盤高 取出水量 有効水頭

31 66.0 0.23 110.68 44.68 55.96

30 67.2 0.23 110.69 43.49 54.76

42 66.0 0.50 110.71 44.71 55.96

44 64.8 0.19 110.68 45.88 57.16

29 68.3 0.31 110.68 42.38 53.66

5 66.2 0.00 111.95 45.75 55.81

4 66.3 0.00 112.06 45.76 55.72

28 67.8 1.05 110.56 42.76 54.16

102 60.4 8.64 73.75 13.35 61.55 消火栓

99 66.2 0.39 102.36 36.16 55.75

100 68.3 0.00 102.35 34.05 53.65

101 68.4 0.31 102.32 33.92 53.55

27 67.1 0.47 110.50 43.40 54.85

97 66.3 0.31 110.58 44.28 55.65

98 69.9 0.35 110.61 40.71 52.04

95 69.5 0.31 110.65 41.15 52.44

94 66.7 0.27 110.78 44.08 55.24

96 66.6 0.27 110.74 44.14 55.35

26 66.8 0.00 110.76 43.96 55.15

25 67.0 0.47 111.02 44.02 54.95

87 67.1 0.00 111.02 43.92 54.83

86 69.4 0.39 111.03 41.63 52.48

50 64.1 0.27 110.44 46.34 57.86

33 65.0 0.00 110.28 45.28 56.96
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水理計算書（配水管） ［非常時］

［流速係数］ 110

－ － (m) (mm) (m) (‰) (m/s) (L/s) －

69 70 450 100 0.796 1.768 0.295 2.32

63 69 90 100 0.194 2.154 0.329 2.58

63 65 180 100 0.446 2.475 0.354 2.78

65 68 130 100 0.642 4.936 0.514 4.04

68 66 260 150 0.028 0.108 0.084 1.49

66 67 200 75 0.075 0.374 0.106 0.47

66 89 520 150 0.028 0.054 0.058 1.02

89 90 230 100 0.006 0.025 0.029 0.23

89 88 280 150 0.083 0.298 0.146 2.58

88 92 340 150 0.647 1.903 0.397 7.02

92 93 800 100 16.386 20.482 1.110 8.72

91 92 240 100 0.536 2.232 0.335 2.63

86 91 470 75 0.601 1.279 0.207 0.91

86 87 200 150 0.007 0.037 0.047 0.84

87 94 80 75 0.241 3.016 0.329 1.45

94 95 120 75 0.131 1.089 0.190 0.84

95 98 350 100 0.040 0.114 0.067 0.53

98 97 470 75 0.029 0.062 0.040 0.18

97 27 80 75 0.079 0.988 0.180 0.79

27 99 350 100 8.140 23.258 1.189 9.34

99 100 160 100 0.007 0.043 0.039 0.31

100 101 200 75 0.035 0.173 0.070 0.31

99 102 350 75 28.609 81.739 1.956 8.64

28 27 130 150 0.057 0.435 0.179 3.16

29 28 170 150 0.126 0.740 0.238 4.21

29 44 280 100 0.005 0.017 0.024 0.19

30 29 50 150 0.002 0.045 0.052 0.92

30 31 160 150 0.006 0.034 0.045 0.80

31 32 260 150 0.223 0.856 0.258 4.56

32 47 160 75 0.426 2.661 0.307 1.36

47 48 110 100 0.051 0.465 0.143 1.13

48 35 290 100 0.040 0.139 0.075 0.59

35 36 300 150 0.897 2.990 0.507 8.96

36 37 290 100 1.508 5.198 0.529 4.16

37 38 230 100 1.133 4.924 0.514 4.04

39 38 280 100 1.732 6.185 0.581 4.56

36 39 140 100 0.908 6.489 0.596 4.68

34 35 70 150 0.192 2.749 0.485 8.56

流量 備　考始点名 管路長終点名 損失水頭 動水勾配 流速口径

- 137 -



水理計算書（配水管） ［非常時］

［流速係数］ 110

－ － (m) (mm) (m) (‰) (m/s) (L/s) －

流量 備　考始点名 管路長終点名 損失水頭 動水勾配 流速口径

53 34 220 100 0.442 2.009 0.316 2.49

52 53 260 100 0.684 2.631 0.366 2.88

51 52 390 100 0.091 0.233 0.099 0.78

8 51 250 100 0.140 0.560 0.159 1.25

8 9 270 150 0.015 0.057 0.060 1.05

9 10 390 150 0.004 0.011 0.025 0.43

11 10 430 150 0.012 0.029 0.041 0.73

11 54 50 75 0.318 6.366 0.492 2.17

54 57 180 75 0.676 3.757 0.370 1.63

57 58 250 75 0.198 0.792 0.160 0.70

58 59 280 75 0.004 0.016 0.019 0.08

59 14 190 75 1.225 6.449 0.496 2.19

14 15 650 100 13.201 20.309 1.105 8.68

15 16 700 100 14.216 20.309 1.105 8.68

13 14 200 100 2.586 12.931 0.866 6.80

77 13 190 150 0.299 1.576 0.359 6.34

76 77 320 150 0.345 1.079 0.292 5.17

75 76 120 125 0.351 2.922 0.446 5.48

75 74 50 125 0.024 0.484 0.169 2.07

74 73 460 150 0.047 0.103 0.082 1.45

73 79 540 150 0.374 0.693 0.230 4.06

79 78 140 150 0.089 0.634 0.219 3.87

78 80 150 150 0.479 3.197 0.526 9.29

80 81 300 100 6.649 22.164 1.159 9.10

81 82 580 75 50.186 86.527 2.017 8.91

20 78 650 150 0.849 1.305 0.324 5.73

20 19 80 200 0.033 0.414 0.209 6.56

19 62 590 150 0.754 1.277 0.320 5.66

62 72 100 100 0.078 0.779 0.190 1.49

72 71 330 75 0.517 1.567 0.231 1.02

71 69 430 75 0.002 0.006 0.011 0.05

61 63 170 150 0.213 1.250 0.317 5.59

62 61 370 150 0.191 0.517 0.196 3.47

21 20 50 200 0.066 1.320 0.391 12.28

21 73 180 100 0.452 2.510 0.357 2.80

23 75 230 150 0.550 2.389 0.449 7.94

24 77 290 75 1.002 3.456 0.354 1.56

22 21 440 200 0.870 1.977 0.486 15.28
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水理計算書（配水管） ［非常時］

［流速係数］ 110

－ － (m) (mm) (m) (‰) (m/s) (L/s) －

流量 備　考始点名 管路長終点名 損失水頭 動水勾配 流速口径

22 23 240 200 0.700 2.918 0.600 18.86

23 24 240 200 0.243 1.014 0.339 10.65

24 12 450 150 1.295 2.878 0.497 8.78

12 13 310 150 0.006 0.021 0.035 0.61

56 59 110 100 0.255 2.316 0.342 2.68

55 56 200 100 0.624 3.122 0.402 3.15

12 55 110 100 0.488 4.439 0.486 3.82

55 54 340 100 0.000 0.001 0.005 0.04

12 11 300 150 0.170 0.568 0.207 3.65

112 22 460 200 4.109 8.932 1.099 34.53

112 111 250 200 2.234 8.935 1.099 34.53

1 2 700 250 4.204 6.005 1.021 50.12

19 18 820 200 0.004 0.005 0.020 0.63

17 18 480 200 0.001 0.001 0.009 0.30

64 65 240 100 0.319 1.329 0.253 1.99

60 64 300 100 0.521 1.738 0.293 2.30

60 61 490 150 0.182 0.372 0.164 2.90

17 60 140 150 0.759 5.419 0.699 12.36

60 83 160 150 0.284 1.778 0.383 6.76

17 83 70 100 1.043 14.901 0.935 7.34

83 84 120 150 0.559 4.662 0.645 11.39

83 89 530 100 1.254 2.365 0.346 2.72

84 88 500 150 0.778 1.555 0.356 6.29

84 85 240 150 0.229 0.953 0.273 4.83

85 91 380 100 0.660 1.738 0.293 2.30

85 86 280 150 0.059 0.212 0.121 2.14

25 87 50 150 0.001 0.021 0.035 0.61

4 25 450 150 1.038 2.308 0.441 7.79

3 4 380 250 0.565 1.488 0.480 23.58

2 3 500 250 1.171 2.342 0.614 30.13

2 17 800 250 0.878 1.097 0.407 20.00

94 96 200 75 0.042 0.211 0.078 0.34

96 97 120 75 0.158 1.315 0.210 0.93

26 27 190 150 0.258 1.360 0.331 5.85

25 26 150 150 0.262 1.749 0.379 6.71

26 96 80 100 0.022 0.277 0.109 0.85

5 29 290 100 1.272 4.385 0.483 3.79

42 30 150 150 0.027 0.179 0.111 1.95
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水理計算書（配水管） ［非常時］

［流速係数］ 110

－ － (m) (mm) (m) (‰) (m/s) (L/s) －

流量 備　考始点名 管路長終点名 損失水頭 動水勾配 流速口径

43 42 200 150 0.055 0.273 0.139 2.45

43 31 130 150 0.087 0.668 0.226 3.99

43 46 210 100 0.122 0.583 0.162 1.27

6 43 280 150 0.683 2.438 0.454 8.02

6 45 230 100 0.769 3.342 0.417 3.27

45 46 70 100 0.036 0.517 0.152 1.19

46 32 130 100 0.187 1.440 0.264 2.08

45 49 140 100 0.150 1.072 0.225 1.77

32 33 230 150 0.179 0.778 0.245 4.33

50 33 150 100 0.158 1.050 0.223 1.75

32 50 130 100 0.021 0.164 0.082 0.64

49 50 140 100 0.095 0.676 0.176 1.38

33 34 100 150 0.146 1.458 0.344 6.08

6 52 350 150 0.191 0.545 0.202 3.57

7 6 350 150 0.147 0.419 0.175 3.10

7 8 330 150 0.106 0.323 0.152 2.69

41 7 100 150 0.141 1.414 0.338 5.98

40 41 170 125 0.619 3.640 0.503 6.17

3 40 170 150 0.269 1.584 0.360 6.36

4 5 50 200 0.105 2.101 0.503 15.79

5 6 400 200 0.506 1.264 0.382 12.00
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